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日
に ち よ う び

曜日

もしアブラハムの広
ひろ

い野
や え い ち

営地〔キャン
プ〕を訪

おとず
れることができたら、アブ

ラハムがテントの入
いりぐち

口にすわって、遠
とお

くの 美
うつく

しい丘
おか

をながめているようすを目
め

にしたかも
しれません。

彼
かれ

は、何
なに

を考
かんが

えていたのでしょう？ もし
かしたら、自

じ ぶ ん

分の古
ふるさと

里を思
おも

い出
だ

し、神
かみさま

様
のご命

めいれい

令に従
したが

って、ずいぶん遠
とお

いところ
まで来

き

てしまったなと、考
かんが

えていたのかも
しれません。あれからもう、何

なんじゅうねん

十年もたっ
てしまったわけです。

その彼
かれ

の古
ふるさと

里からやってきた旅
たびびと

人た
ちが、お兄

にい

さんのナホルと家
か ぞ く

族のようす
を知

し

らせてくれました。創
そうせいき

世記 22:20。

家
か ぞ く

族や親
しん

せきに会
あ

いたいと思
おも

いましたが、
そこには二

に ど

度と戻
もど

れないことも知
し

っていま
した。もしかしたら、ノアの息

む す こ

子のセムが
まだ生

い

きていることも、旅
たびひと

人たちは教
おし

えて
くれたかもしれません。だとしたら、セム
は 800 歳

さい

を過
す

ぎていることになります。

アブラハムは、彼
かれ

が多
おお

くの子
し そ ん

孫の父
ちち

と
なるという、神

かみさま

様の約
やくそく

束を覚
おぼ

えていました。
移
うつ

り住
す

んだこの国
くに

を、彼
かれ

の子
し そ ん

孫が治
おさ

めるよう
になるという約

やくそく

束も、与
あた

えられていました。

ところがアブラハムには、息
む す こ

子がひとりし
かいません。しかもまだ、テント暮

ぐ

らしをし
ています。持

も

っている土
と ち

地といえば、妻
つま

の
サラが死

し

んだときに、彼
かのじょ

女を葬
ほうむ

る〔墓
はか

に埋
う

める〕ために買
か

った、小
ちい

さな土
と ち

地だけです

イサクの花
はなよめ

嫁
はなよめはなよめ

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしはあなたを教
おし

え、あなたの行
い

くべき道
みち

を示
しめ

し、わたしの目
め

をあなたにとめて、さとすであろう。」

― 詩
し へ ん

篇 32 章
しょう

８節
せつ

 ―

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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（創
そうせいき

世記 23章
しょうさんしょう

参照）。

いとしいサラのことを思
おも

うと、涙
なみだ

がほお
をつたって流

なが

れてきました。彼
かのじょ

女が死
し

ん
で３年

ねん

がたちましたが、彼
かれ

も息
む す こ

子のイサク
も、まだ彼

かのじょ

女のいない寂
さび

しさを強
つよ

く感
かん

じて
いました。

イサクはりっぱな大
お と な

人になり、年
と し お

老いた
父
ちちおや

親に代
か

わって、家
か ち く

畜の世
せ わ

話をよくやって
くれましたが、母

ははおや

親がいなくて寂
さび

しがって
いるのを、アブラハムは知

し

っていました。
イサクのために、お嫁

よめ

さんを探
さが

さなくては！
アブラハムは、ため息

いき

をつきました。どこ
へ行

い

けば、イサクのために、いいお嫁
よめ

さ
んを見

み

つけることができるのでしょう？ 

考
かんが

えてみよう：この時
とき

になっても、サタン
はまだアブラハムを誘

ゆうわく

惑して、疑
うたが

いの心
こころ

を起
お

こさせようとしていたと思
おも

いますか？ も
ちろんです。サタンが、人

にんげん

間を誘
ゆうわく

惑する
のをやめることはありません。しかしアブ
ラハムは、神

かみさま

様にとって不
ふ か の う

可能なことは決
けっ

してないことを学
まな

んでいました。私
わたし

たちも
また、そのことをいつも覚

おぼ

えているように、
神
かみさま

様は望
のぞ

んでおられると思
おも

いますか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

聖
せ い

書
しょ

の時
じ だ い

代、神
かみさま

様をあがめ敬
うやま

う
親
おや

たちは、 子
こ ど も

供 たちのために
結
けっこんあいて

婚相手を探
さが

す手
て つ だ

伝いをしたものでした。
彼
かれ

らの息
むすこ

子、娘
むすめ

たちは、親
おや

を信
しんらい

頼してい
ました。両

りょうしん
親は自

じぶん
分たちを愛

あい
していて、し

かも自
じぶん

分たちよりも賢
かしこ

いことを、子
こ ど も

供たち
はよく分

わ
かっていました。もちろん親

おや
たち

も、子
こ ど も

供たちのいやがる相
あ い て

手と無
む り

理やり
結
けっこん

婚させるようなことは、決
けっ

してしません
でした。

イサクは 40 歳
さい

になっていました。アブ
ラハムは、息

む す こ

子のために、優
やさ

しくて愛
あいじょう

情
ぶかく、本

ほんとう

当の神
かみさま

様を拝
おが

むお嫁
よめ

さんを探
さが

してあげたいと、いつも考
かんが

えていました。
彼
かれ

らが住
す

んでいた国
くに

の人
ひと

たちは、偶
ぐうぞう

像を
拝
おが

んでいました。偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝を家
か て い

庭に持
も

ち
込
こ

んだら、みんなが不
ふ こ う

幸になることを、ア
ブラハムはよく知

し

っていました。

アブラハムは、ハガルやロトの妻
つま

、イシ
マエルの妻

つま

たち、また神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

す
ることも、神

かみさま

様の律
りっぽう

法を気
き

にもとめない女
おんな

たちのことを考
かんが

えました。息
む す こ

子のイサクは、
そのような女

おんな

と絶
ぜったい

対に結
けっこん

婚させてはいけ
ないと思

おも

いました。子
こ ど も

供たちに、神
かみさま

様を
愛
あい

し、神
かみさま

様に従
したが

うことを教
おし

える妻
つま

でなくて
はいけません。

アブラハムとイサクは、私
わたし

たちが先
せんしゅうまな

週学
んだ、山

やま

での経
けいけん

験を決
けっ

して忘
わす

れることはあ
りませんでした。そのとき、神

かみさま

様が言
い

われ
たみ言

こ と ば

葉を読
よ

んでください。創
そうせいき

世記 22：

15－18。

イサクにとってふさわしい花
はなよめ

嫁を見
み

つけ
ることについて、アブラハムが考

かんが

え祈
いの

って
いると、自

じ ぶ ん

分の古
ふるさと

里には、今
いま

でも神
かみさま

様を
礼
れいはい

拝する親
しん

せきがたくさんいることを、思
おも

い出
だ

しました。そこなら、イサクにふさわ
しい人

ひと

がいるかもしれない。彼
かれ

は、長
ながねん

年
いっしょに暮

く

らしてきた、忠
ちゅうじつ

実なしもべの
エリエゼルと相

そうだん

談することにしました。

考
かんが

えてみよう：どうしてアブラハムは、
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偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む人
ひと

とはイサクを結
けっこん

婚させたくな
いと考

かんが

えたのですか？ なぜ私
わたし

たちの両
りょうしん

親
は、子

こ ど も

供たちがだれと遊
あそ

んでいるかを気
き

にするのでしょう？ 両
りょうしん

親は、私
わたし

たちを愛
あい

し、
私
わたし

たちのことをよく知
し

っていますか？ 子
こ ど も

供
たちが自

じ ぶ ん

分の結
け っ こ ん あ い て

婚相手を選
えら

ぶときに、親
おや

がその手
て つ だ

伝いをするのが、神
かみさま

様のご計
けいかく

画
です。今

こんにち

日も、神
かみさま

様を愛
あい

する人
ひとびと

々がその
ご計

けいかく

画に従
したが

うとき、幸
こうふく

福な家
か て い

庭がもっと増
ふ

えるだろうと思
おも

いませんか？ 

火
か よ う び

曜日

エリエゼルは、長
ながねん

年の間
あいだ

アブラハム
のしもべ〔召

めしつか
使い〕として働

はたら
いて

きました。彼
かれ

は、他
た

のすべてのしもべたち
を取

と
りしきっていました。さらに、アブラ

ハムの全
ぜんざいさん

財産の管
か ん り

理も、彼
かれ

に任
まか

されてい
ました。主

しゅじん
人であるアブラハムは、しもべ

のエリエゼルを完
かんぜん

全に信
しんらい

頼していたのでし
た。彼

かれ
はそのしもべに、イサクの結

けっこんあいて
婚相手

を探
さが

す手
て つ だ

伝いをしてくれないかと、相
そうだん

談を
もちかけることにしました。

まず初
はじ

めに、アブラハムは、彼
かれ

がお願
ねが

いしたとおりに行
こうどう

動することを、エリエゼ
ルに約

やくそく

束してもらいました。創
そうせいき

世記 24：

１－４。

もちろんエリエゼルは、アブラハムの
指
し じ

示に従
したが

うつもりでしたが、なんらかの
問
もんだい

題が起
お

こることも考
かんが

えられました。た
とえイサクにぴったりの花

はなよめ

嫁が見
み

つかっ
ても、もし彼

かのじょ

女が自
じ ぶ ん

分の生
う

まれ育
そだ

った家
いえ

から遠
とお

く離
はな

れたところに行
い

くことを望
のぞ

まな
かったら、どうすればよいのでしょう？ もし

そうなったら、エリエゼルはイサクを連
つ

れ
て、彼

かのじょ

女の国
くに

に行
い

くべきでしょうか？ アブ
ラハムは、何

なん

と言
い

いましたか？ ５－８節
せつ

。

エリエゼルは、最
さいぜん

善をつくすことを約
やくそく

束し
ました。

アブラハムの生
う

まれ故
こきょう

郷は何
なんびゃく

百キロも
離
はな

れたところにあったので、エリエゼルの
旅
たび

は何
なんにち

日もかかりました。昔
むかし

の人
ひと

の旅
たび

は、
今
いま

とはだいぶ違
ちが

っていました。歩
ある

くか、あ
るいはロバか馬

うま

かラクダに乗
の

って行
い

くか
の、どちらかしかありませんでした。

旅
たび

をしながら、エリエゼルは、イサク
のお嫁

よめ

さんにはどんな人
ひと

がふさわしいか、
祈
いの

りながらあれこれ考
かんが

えていました。イ
サクのお嫁

よめ

さんになる人
ひと

は、神
かみさま

様を愛
あい

し
礼
れいはい

拝する女
じょせい

性でなくてはいけません。働
はたら

き者
もの

であることも大
だ い じ

事です。明
あか

るくて、人
ひと

の役
やく

に立
た

つ 人
ひと

を探
さが

す必
ひつよう

要 があります。
礼
れ い ぎ た だ

儀正しく、親
した

しみのある娘
むすめ

さんでなくて
は・・・そのうえ器

きりょう

量よし〔顔
かお

だちが美
うつく

しいこと〕であれば言
い

うことない、と考
かんが

え
たかもしれません。

考
かんが

えてみよう：この長
なが

い旅
たび

では、だれが
エリエゼルの先

さき

に行
い

って彼
かれ

を導
みちび

くだろうと、
アブラハムは言

い

いましたか。７節
せつ

の後
こうはん

半
を読

よ

んでください。天
て ん し

使は、私
わたし

たちの歩
あゆ

み
も導

みちび

いてくれますか？ 

水
す い よ う び

曜日

長
な が

い旅
たび

の終
お

わりに近
ちか

づいたとき、エ
リエゼルは、イサクの妻

つま
となるべ

き人
ひと

を選
えら

ぶために、ある計
けいかく

画を立
た

てました。
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そしてついに、ある日
ひ

の午
ご ご

後、遠
とお

くのほ
うに目

も く て き ち

的地である町
まち

が見
み

えてきました。そ
こに、アブラハムのお兄

にい

さんであるナホ
ルが、住

す

んでいるはずです。夕
ゆうがた

方までに、
エリエゼルはそこに着

つ

いていました。彼
かれ

は
まず、何

なに

をしましたか？ お祈
いの

りでしたね。
創
そうせいき

世記 24：11－14。

神
かみさま

様は、なんとすぐに、彼
かれ

の祈
いの

りに答
こた

え
られたことでしょう。15－20節

せつ

。

考
かんが

えてみてください。彼
かれ

は、イサクのた
めに探

さが

そうと思
おも

っていたその人
ひと

と、まっ先
さき

に出
で あ

会ったのでした。その若
わか

い女
じょせい

性は、
とても働

はたら

き者
もの

でした。明
あか

るくて、役
やく

に立
た

つ
人
ひと

でした。礼
れ い ぎ た だ

儀正しく、親
した

しみがありまし
た。そのうえ、器

きりょう

量よし
でもありました。

しかしエリエゼルは、
しんちょうに行

こうどう

動 する
必
ひつよう

要がありました。家
か ぞ く

族
の人

ひと

たちは、遠
とお

いよそ
の国

くに

に彼
かのじょ

女がお嫁
よめ

に行
い

くのを、許
ゆる

してくれるで
しょうか？ まずは、家

か ぞ く

族
の人

ひと

たちに会
あ

って、話
はなし

を
しなくてはいけません。
23－27節

せつ

。

リベカは、急
いそ

いで家
いえ

に
もどり、井

い ど

戸で起
お

こったことを家
か ぞ く

族の人
ひと

た
ちに話

はな

しました。それを聞
き

いたお兄
にい

さん
のラバンは、あわててエリエゼルにあい
さつしようと出

で

て行
い

き、彼
かれ

を家
いえ

まで案
あんない

内し
ました。ふだんは静

しず

かな家
いえ

の中
なか

が、大
おお

さ
わぎです。エリエゼルが、主

しゅじん

人アブラハ
ムが自

じ ぶ ん

分を使
つか

わしたわけを、家
か ぞ く

族の人
ひと

た

ちに話
はな

したからです。

まもなく彼
かれ

らは、エリエゼルのために、
ごちそうを用

よ う い

意してくれました。ところが
彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分がはるばるやって来
き

た目
もくてき

的を
彼
かれ

らに話
はな

してしまうまでは、食
た

べようとしま
せんでした。

家
か ぞ く

族の人
ひと

たちは、話
はなし

に聞
き

き入
い

りました。
リベカも、だまって聞

き

いていました。とて
も信

しん

じられないような話
はなし

でした。このエリ
エゼルという人

ひと

は、奇
き せ き て き

跡的に生
う

まれたア
ブラハムの息

む す こ

子の嫁
よめ

として、自
じ ぶ ん

分を選
えら

んで
くれたのだろうか？ 家

か ぞ く

族の人
ひと

たちは、遠
とお

いよその国
くに

に彼
かのじょ

女がお嫁
よめ

に行
い

くのを、許
ゆる

してくれるでしょうか？ 彼
かのじょ

女の胸
むね

は、大
おお

い
に高

た か な

鳴っていたことで
しょう。話

はなし

を聞
き

いたお兄
にい

さんとお父
とう

さんが、答
こた

え
ました。彼

かれ

らは何
なん

と言
い

い
ましたか？ 50、51節

せつ

。

ふたたびエリエゼル
は、ひざまずいて祈

いの

りま
した。 彼

かれ

は、どれほど
感
かんしゃ

謝に満
み

たされたことで
しょう？ 

考
かんが

えてみよう：この物
ものがたり

語は、神
かみさま

様のす
ばらしさについて、私

わたし

たちに教
おし

えてくれま
す。神

かみさま

様は、私
わたし

たち一
ひ と り

人ひとりのために、
特
とくべつ

別な計
けいかく

画をもっておられます。神
かみさま

様は、
あなたのためにも特

とくべつ

別な計
けいかく

画をもっておら
れることを、あなたは知

し

っていますか？ 
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木
も く よ う び

曜日

みんなは、エリエゼルがしばらくそこ
にとどまることを望

のぞ
んでいました。

しかし、次
つぎ

の日
ひ

の朝
あ さ お

起きてみると、すぐ
に帰

かえ
ると彼

かれ
が言

い
い出

だ
したのです。彼

かれ
はそ

こで起
お

こったことを、早
はや

くア
ブラハムとイサクに知

し
らせた

いと思
おも

いました。彼
かれ

らもその
知
し

らせがくるのを、待
ま

ちこが
れているはずです。エリエゼ
ルは、何

なん
と言

い
いましたか？ 

リベカは、どんな決
けっしん

心をしま
したか？ 創

そうせいき
世記 24：56－

61。

神
かみさま

様のご計
けいかく

画にただちに
従
したが

う気
き も

持ちをあらわしたリベ
カは、とても勇

ゆうかん

敢だったと思
おも

いませんか？ 家
か ぞ く

族の人
ひと

たちは、大
だ い す

好きな
乳
う ば

母のデボラが、カナンへいっしょに行
い

く
ことも許

ゆる

してくれました。

ラクダに乗
の

った一
いっこう

行は、カナンに向
む

かっ
て出

しゅっぱつ

発しました。旅
たび

の途
とちゅう

中、エリエゼルは、
リベカにいろんな話

はなし

を聞
き

かせて、退
たいくつ

屈し
のぎをさせてあげたかもしれません。そ
の昔

むかし

、生
う

まれ故
こきょう

郷を離
はな

れてカナンに移
うつ

り
住
す

んだアブラハムとサラの物
ものがたり

語を、聞
き

か
せてあげたかもしれませんね。

アブラハムの甥
おい

であったロトが、道
みち

を
誤
あやま

ってソドムに移
うつ

り住
す

んだ話
はなし

や、捕
ほ り ょ

虜と
なった彼

かれ

とその家
か ぞ く

族をアブラハムが助
たす

け
出
だ

した話
はなし

を、聞
き

かせてあげたかもしれま
せん。神

かみさま

様が、ソドムや他
た

の町
まちまち

々を滅
ほろ

ぼ

されたときの悲
かな

しい物
ものがたり

語も、聞
き

かせてあ
げたことでしょう。

もちろんリベカは、何
なに

よりもイサクにつ
いての話

はなし

を聞
き

きたいと思
おも

っていました。彼
かれ

は、アブラハムとサラの間
あいだ

に奇
き せ き て き

跡的に生
う

まれた息
む す こ

子で、しかも彼
かのじょ

女は、まもなくそ
の人

ひと

と結
けっこん

婚することになったのですから。
エリエゼルは、イ
サクがどんなにりっ
ぱ な、 神

かみ

を 敬
うやま

う
若
わかもの

者に成
せいちょう

長したか
を、彼

かのじょ

女に語
かた

って
聞
き

かせたことでしょ
う。彼

かのじょ

女の心
こころ

には、
彼
かれ

に会
あ

いたい気
き も

持
ちがますますわい
てきました。

考
かんが

えてみよう：
今
こんしゅう

週の物
ものがたり

語に出
で

て
くる人

ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様に信
しんらい

頼して
いることを、どうやって証

しょうめい

明しましたか？ エ
リエゼル、リベカと家

か ぞ く

族の人
ひと

たちについて
考
かんが

えてみましょう。

金
き ん よ う び

曜日

ついに、旅
たびびと

人たちはアブラハムの
野
や え い ち

営地〔キャンプ〕にやってき
ました。イサクは、アブラハムの家

か ち く
畜の

世
せ わ

話をしていましたが、エリエゼルがもどっ
たら、すぐにお父

とう
さんのテントへ行

い
こうと

思
おも

っていました。

ラクダに乗
の

った一
いっこう

行が着
つ

いたとき、イサ
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クは何
なに

をしていましたか？ 創
そうせいき

世記 24：63

－ 65。リベカは、乳
う ば

母のデボラに向
む

かっ
てこう言

い

ったかもしれません。「私
わたし

のベール
〔顔

かお

をおおう布
ぬの

〕はどこかしら？ どうしま
しょう？ 急

きゅう

にこわくなってきたわ。」

エリエゼルが、これまでのいきさつを
話
はな

すのに、どれだけかかったかは分
わ

かり
ませんが、ついにイサクは、美

うつく

しいリベ
カに会

あ

うことができました。彼
かれ

は、すぐに
彼
かのじょ

女が好
す

きになりました。もう、寂
さび

しくあ
りません。私

わたし

たちが神
かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

うこ
とを選

えら

ぶとき、決
けっ

して心
しんぱい

配はいらないこと
が、またもや明

あき

らかにされたのでした。

聖
せいしょ

書には書
か

かれていませんが、きっと
彼
かれ

らは、すばらしい結
けっこんしき

婚式をあげたことで
しょう。そして、イサクとアブラハムを祝

いわ

う
ために、多

おお

くの人
ひとびと

々がかけつけたことでしょ
う。

考
かんが

えてみよう：当
と う じ

時、神
かみさま

様を愛
あい

する親
おや

たちが裕
ゆうふく

福でも貧
まず

しくても、子
こ ど も

供たちは、
仕
し ご と

事の仕
し か た

方を親
おや

から教
おし

えられました。イ
サクとリベカの親

おや

たちは、どちらも裕
ゆうふく

福で
したが、子

こ ど も

供たちに働
はたら

くことをしっかり教
おし

え込
こ

みました。今
こんにち

日でも、親
おや

たちはその
ようにすべきだと思

おも

いませんか？ あなたは
自
じ ぶ ん

分の家
か て い

庭で、役
やく

に立
た

つ仕
し ご と

事をすること
を学

まな

んでいますか？ 水
みず

を運
はこ

ぶのは、とても
きつい仕

し ご と

事です。リベカはその仕
し ご と

事を、こ
ころよく、明

あか

るい気
き も

持ちでやりましたか？ 
あなたはどのように、親

おや

から言
い

いつけられ
た仕

し ご と

事をしていますか？ 

           

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★創

そうせいき

世記 24 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻  

  p.181-188

★あがないの歴
れ き し

史 p.102-105
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ミジーの茶
ちゃいろ

色い毛
け

むくじゃらの頭
あたま

に
自
じ ぶ ん

分の顔
かお

をうずめて、カールは、
けん命

めい
に泣

な
くのをがまんしました。ミジー

は、カールのような男
おとこ

の子
こ

にとって、最
さいこう

高
の友

とも
だちでした。カールがほかの子

こ ど も
供た

ちのように、走
はし

ったり遊
あそ

んだりすることが
できなくても、ミジーはちっとも気

き
にしま

せんでした。カールが松
まつばづえ

葉杖を使
つか

って、町
まち

の通
とお

りをぎこちなく歩
ある

くとき、ミ
ジーはいつでもそばにぴったり
ついてくれました。

ところが、カールにはお金
かね

が
なく、この忠

ちゅうじつ

実な犬
いぬ

の鑑
かんさつ

札を買
か

うことができなくて、ミジーを
手
て ば な

放さなくてはいけなくなりまし
た。どの犬

いぬ

も、鑑
かんさつ

札をつけなくて
はいけないという法

ほうりつ

律があるので
す。

そこでカールは、あることを思
おも

いつきました。「イエス様
さま

は私
わたし

た
ちの祈

いの

りに答
こた

えてくださるって、
安
あんそくにちがっこう

息日学校の先
せんせい

生が言
い

ってたな。
だから僕

ぼく

は、このままミジーを飼
か

うこと
ができるようにしてくださいって、イエス
様
さま

にお願
ねが

いしよう。」そのことを犬
いぬ

に話
はな

す
と、ミジーは、まるでカールの言

こ と ば

葉が分
わ

かったかのように、しっぽをふっていまし
た。

ちょうどそのとき、親
しんゆう

友のエディーが、

くちぶえを吹
ふ

きながら近
ちか

づいてきました。
彼
かれ

は、ピカピカのスケート靴
ぐつ

を買
か

いに、
町
まち

へ行
い

くところでした。何
なん

か月
げつ

もこつこつ
貯
ちょきん

金をして、ようやく欲
ほ

しかったスケート
靴
ぐつ

を買
か

えるだけのお金
かね

がたまったのでし
た。

ばったり出
で あ

会ったふたりは、道
みち

ばたにす
わって、しばらく話

はなし

をしました。話
はなし

を
しながら、エディーはミジーとじゃ
れ合

あ

って遊
あそ

んでいます。

カールは、自
じ ぶ ん

分がお祈
いの

りして
いることについて、エディーに
話
はな

しました。「イエス様
さま

はきっ
と、ぼくがミジーを飼

か

い続
つづ

け
ることができるようにして

くださると信
しん

じている
んだ。」カールは明

あか

るく言
い

いました。

ま も な く、 エ
ディーは、ふたた
び町

まち

に向
む

かって歩
ある

き出
だ

しました。彼
かれ

は
ずっと、カールとミジーのこと

を考
かんが

えていました。

エディーは、「かわいそうな奴
やつ

だ」とひ
とり言

ごと

をいいました。「もしミジーをとりあ
げられたら、あいつはとっても悲

かな

しむだろ
うな。だれかが、鑑

かんさつ

札のお金
かね

を払
はら

ってあ
げないと。」カールのお祈

いの

りが聞
き

かれるた

お話しひろば 

ミジーの鑑
かんさつ

札
エイミー・シェラード

しながら、エディーはミジーとじゃ
れ
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めに、自
じ ぶ ん

分も手
て だ す

助けをしたいと思
おも

いました。
でも、彼

かれ

が持
も

っているのは、スケート靴
ぐつ

を買
か

うためにためたお金
かね

だけです。

とうとうエディーは、「スケート靴
ぐつ

はあと
まわしにしよう」と言

い

って、道
みち

を引
ひ

き返
かえ

し
ました。そしてふたたび、カールとミジー
の前

まえ

に現
あらわ

れたのでした。

エディーは、「ミジーを一
ひとばん

晩だけ、ぼく
に貸

か

してくれないかな？ 」と尋
たず

ねました。

カールは、犬
いぬ

をぎゅっと抱
だ

きしめてから、
「もちろん、貸

か

してもいいよ」とエディー
に言

い

いました。「君
きみ

なら、ミジーをかわい
がってくれるだろうから。」

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、カールは家
いえ

のベランダに
すわって、外

そと

で遊
あそ

んでいる子
こ ど も

供たちをな
がめていました。犬

いぬ

をこころよく貸
か

してあ
げたのはよかったのですが、ミジーがい
ないのを、とても寂

さび

しく感
かん

じました。その
とき、何

なに

か小
ちい

さい動
どうぶつ

物が、家
いえ

の角
かど

からと
つぜん現

あらわ

れました。その動
どうぶつ

物は、とびは
ねるように走

はし

ってきて、カールの腕
うで

に飛
と

び
込
こ

んだのです。

「ミジー！」とカールは叫
さけ

びました。犬
いぬ

は、
うれしそうに体

からだ

をくねらせています。ミジー
をなでまわしたカールは、首

くび

のまわりに
何
なに

かがあるのに気
き

づきました。カールの
目
め

が輝
かがや

きました。それは、なんだったと
思
おも

いますか？ ミジーは新
しんぴん

品の首
く び わ

輪をはめ
ていて、そこにはピカピカの鑑

かんさつ

札がつい
ていたのです。「イエス様

さま

が、ぼくのお祈
いの

りを聞
き

いてくださった」とカールは叫
さけ

びま
した。「イエス様

さま

、ミジーをずっと飼
か

うこと
ができるようにしてくれて、ありがとうござ
います！」

近
きんじょ

所のある家
いえ

では、エディーがにっこ
りしながら、残

のこ

ったお金
かね

を数
かぞ

えています。
「カールのお祈

いの

りが聞
き

かれる手
て つ だ

伝いがで
きて、本

ほんとう

当によかった」と彼
かれ

は言
い

いました。
「ミジーの鑑

かんさつ

札を買
か

うのは、とてもゆかい
だったな。スケート靴

ぐつ

は、またいつでも
買
か

えるんだから。」
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日
に ち よ う び

曜日

アブラハムが 140 才
さい

くらいになった
ころ、自

じぶん
分はもう長

なが
くは生

い
きられ

ないだろうと思
おも

いました。死
し

ぬ前
まえ

に、神
かみさま

様
を愛

あい
し拝

おが
む人

ひと
と、イサクを結

けっこん
婚させたい

と思
おも

いました。その願
ねが

いはかないました
か？ 

そのころもまだ、ア
ブラハムはテント暮

ぐ

ら
しをしていて、持

も

って
いる土

と ち

地もほとんどあ
りませんでしたが、彼

かれ

は幸
しあわ

せでした。いつの
日
ひ

か、イエス様
さま

がお
いでになった後

あと

で、す
ばらしい家

いえ

に住
す

めるよ
うになることを、彼

かれ

は
知
し

っていました。神
かみさま

様
は約

やくそく

束どおり、イサク
という息

む す こ

子を与
あた

えてく
ださいました。残

のこ

りの
約
やくそく

束も、かならず守
まも

ら

れることを知
し

っていました。ヘブル11：８
－10。

ハガルの息
む す こ

子であったイシマエルは、
どうなったと思

おも

いますか？ 彼
かれ

は、裕
ゆうふく

福な
砂
さ ば く

漠の支
し は い し ゃ

配者となり、あちらこちらを転
てんてん

々
としていました。彼

かれ

の妻
つま

たちは、偶
ぐうぞう

像を
拝
おが

んでいました。彼
かのじょ

女たちはしっと〔うら
やみねたむこと〕深

ぶか

く、よくけんかをしま
した。イシマエル
も、 彼

かれ

の家
か ぞ く

族も、
幸
しあわ

せではありませ
んでした。家

か て い

庭に
イエス様

さま

を招
まね

き入
い

れなかったためで
す。

アブラハムはイ
シマエルに、神

かみさま

様
を愛

あい

し拝
おが

むことを
教
おし

えていました。
神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

う
ことも教

おし

えていま
した。ところがイ
シマエルは、神

かみさま

様
にそむく道

みち

を選
えら

ん

似
に

ていない双
ふ た ご

子
ふ た ごふ た ご

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「たがいにうそを言
い

ってはならない」。

コロサイ人
びと

への手
て が み

紙３章
しょう

9 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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だのでした。神
かみさま

様は、そんなイシマエル
を見

み す

捨てられましたか？ いいえ。私
わたし

たち
がまちがった道

みち

を選
えら

ぶとき、神
かみさま

様は悲
かな

しま
れます。そのような道

みち

は、かならず私
わたし

たち
を不

ふ こ う

幸へと導
みちび

くからです。それでも神
かみさま

様は、
私
わたし

たちを愛
あい

し、助
たす

けようとなさるのです。

イシマエルは年
とし

をとってから、自
じ ぶ ん

分がま
ちがった道

みち

を選
えら

んできたことに気
き

づき、そ
のことを悔

く

やみました。もちろん、神
かみさま

様は
彼
かれ

をゆるしてくださいました。ゆるされた
彼
かれ

は、ふたたび神
かみさま

様を愛
あい

し拝
おが

む人
ひと

になり
ました。イサクを憎

にく

む気
き も

持ちもなくなりま
した。アブラハムは、どんなに喜

よろこ

んだこと
でしょう。

アブラハムは、イサクがリベカと結
けっこん

婚し
た後

あと

、さらに 35 年
ねん

も生
い

きました。彼
かれ

が死
し

んだとき、イシマエルとイサクが彼
かれ

を葬
ほうむ

り
ました。

考
かんが

えてみよう：聖
せいしょ

書には、私
わたし

たちと大
たい

し
て変

か

わらない人
ひとびと

々について書
か

かれているこ
とを、あなたはうれしく思

おも

いませんか？ そ
のような人

ひと

たちについて学
まな

ぶと、神
かみさま

様がど
れほどしんぼう強

づよ

く、愛
あいじょう

情ぶかいお方
かた

であ
るかが分

わ

かってきます。また、サタンのう
そを信

しん

じても、決
けっ

して幸
しあわ

せにはなれないこ
とも分

わ

かるのです。

月
げ つ よ う び

曜日

時
と き

がたつにつれて、イサクと妻
つま

のリ
ベカは、なかなか子

こ ど も
供ができな

いので、心
しんぱい

配になってきました。結
けっこん

婚して
から、もう20 年

ねん
もたっていたのです。

ふたりとも、どうか赤
あか

ん坊
ぼう

を与
あた

えてくだ
さいと、神

かみさま

様にお願
ねが

いしました。ようやく、
リベカのおなかに子

こ ど も

供ができたのですが、
それが双

ふ た ご

子であるとわかって、彼
かれ

らはとて
も驚

おどろ

きました。創
そうせいき

世記 25 章
しょう

の 23 節
せつ

で、
神
かみさま

様はリベカに何
なん

と言
い

われましたか？ 

双
ふ た ご

子というのは、顔
かお

も性
せいかく

格もそっくり
なことが多

おお

いのですが、時
とき

には見
み

かけも
性
せいかく

格もまったく違
ちが

う双
ふ た ご

子が生
う

まれることも
あります。神

かみさま

様はリベカに、彼
かれ

らの子
こ ど も

供た
ちは、お互

たが

いにまったく似
に

ない双
ふ た ご

子にな
るだろうと言

い

われました。

しかも、あとから生
う

まれてくる子
こ ど も

供のほ
うが、特

とくべつ

別なたまものを受
う

けることになる
と、神

かみさま

様は言
い

われたのでした。いつもは、
最
さいしょ

初に生
う

まれる子
こ ど も

供のほうが、特
とくべつ

別なた
まものを受

う

けていました。それは、どうい
う意

い み

味でしたか？ 

当
と う じ

時、神
かみさま

様をあがめる家
か ぞ く

族に生
う

まれる
最
さいしょ

初の男
おとこ

の子
こ

は、特
とくべつ

別な祝
しゅくふく

福を受
う

ける
ことになっていました。それは、長

ちょうし

子の
特
とっけん

権と呼
よ

ばれていました。

父
ちちおや

親が死
し

ぬと、長
ちょうし

子の特
とっけん

権をもつ息
む す こ

子
が、家

か ぞ く

族の長
ちょう

となりました。そして毎
まいにち

日、
長
ちょう

となった人
ひと

が、家
か ぞ く

族のためにいけにえ
をささげました。彼

かれ

が、家
か ぞ く

族の者
もの

に神
かみさま

様
の律

りっぽう

法を教
おし

え、いつの日
ひ

か、自
じ ぶ ん

分たちを
サタンから救

すく

うために死
し

んでくださる救
すく

い
主
ぬし

がおいでになるという約
やくそく

束について、
みんなに教

おし

えたのでした。つまり彼
かれ

は、
その家

か ぞ く

族の中
なか

で、祭
さ い し

司の役
や く め

目をはたして
いました。

また長
ちょうし

子の特
とっけん

権をもつ息
む す こ

子には、他
た

の
子
こ ど も

供たちよりも二
に ば い

倍も多
おお

く遺
い さ ん

産〔親
おや

の残
のこ

し
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た財
ざいさん

産〕が与
あた

えられました。

いちばん上
うえ

の息
む す こ

子が死
し

ぬか、神
かみさま

様に従
したが

おうとしないときには、父
ちちおや

親が、べつの
息
む す こ

子に長
ちょうし

子の特
とっけん

権を与
あた

えることがゆるされ
ました。長

ちょうし

子の特
とっけん

権をもつ息
む す こ

子は、その
特
とっけん

権を望
のぞ

まなければ、それを売
う

るか、だ
れかにゆずることもできました。神

かみさま

様はリ
ベカに、二

に ば ん め

番目の息
む す こ

子のほうが、神
かみさま

様を
愛
あい

し敬
うやま

う人
ひと

になるとお告
つ

げになりました。
長
ちょうし

子の特
とっけん

権は、その子
こ

に与
あた

えられるという
ことでした。

考
かんが

えてみよう：長
ちょうし

子の特
とっけん

権は、とても
重
じゅうよう

要なものでした。どうしてそれほど重
じゅうよう

要
であったか、言

い

ってみてください。双
ふ た ご

子の
兄
きょうだい

弟のうち、どちらがその長
ちょうし

子の特
とっけん

権を
受

う

けるべきであると、神
かみさま

様はおっしゃいま
したか？ 最

さいしょ

初に生
う

まれたほうですか？ それ
とも、二

に ば ん め

番目に生
う

まれたほうですか？ 

火
か よ う び

曜日

いよいよ、双
ふたご

子の赤
あか

ん坊
ぼう

が生
う

まれま
したが、確

たし
かにこの子

こ
たちは、生

う

まれたときからまったく似
に

ていませんでし
た。創

そうせいき
世記 25：24－26。

ヤコブという名
な ま え

前は、「押
お

しのける者
もの

」
という意

い み

味です。では、「押
お

しのける」と
はどういう意

い み

味でしょう？ もしだれかが、
あなたのもっている何

なに

かを自
じ ぶ ん

分のものにす
るために、あなたをだましたとしたら、そ
の人

ひと

を「押
お

しのける者
もの

」と呼
よ

ぶことができ
ます。あなたは、押

お

しのける者
もの

と呼
よ

ばれ
たいですか？ 

エサウとヤコブは大
おお

きくなるにつれて、
ほかにどんな違

ちが

いが明
あき

らかになってきまし
たか？ 27 節

せつ

を呼
よ

んでください。ふたりは、
外
がいけん

見が似
に

ていないだけでなく、あらゆる
点
てん

で違
ちが

っていました。

双
ふ た ご

子の兄
きょうだい

弟は、たくましく健
けんこう

康な青
せいねん

年に
なりました。ふたりとも、神

かみさま

様を拝
おが

むこと
を教

おし

えられました。神
かみさま

様の律
りっぽう

法について
も学

まな

びました。ところが大
おお

きくなるにつれ
て、彼

かれ

らはまったく違
ちが

う道
みち

を選
えら

んでいくの
でした。

エサウは生
う

まれつき気
き

がみじかく、わ
がままで軽

かる

はずみでした。人
じんせい

生は楽
たの

しけ
ればそれでいいと考

かんが

える人
ひと

で、いつでも
勝
か っ て き

手気ままにふるまっていました。神
かみさま

様を
心
こころ

から愛
あい

することはなく、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

うのも、彼
かれ

にとってはどうでもいいことでし
た。

ヤコブは、正
せいはんたい

反対の人
じんぶつ

物でした。彼
かれ

は
忍
にんたい

耐づよく、親
しんせつ

切で思
おも

いやりがあり、役
やく

に
立
た

つ青
せいねん

年でした。羊
ひつじ

の世
せ わ

話と畑
はたけしごと

仕事が好
す

きでした。エサウが神
かみさま

様とその律
りっぽう

法をなん
とも思

おも

っていないことを、彼
かれ

は知
し

っていま
した。また、二

に ば ん め

番目の子
こ ど も

供に特
とくべつ

別な祝
しゅくふく

福
が与

あた

えられるだろうと、神
かみさま

様がおっしゃっ
たことも知

し

っていました。

その二
に ば ん め

番目の子
こ ど も

供とは、だれのことでし
たか？ もちろん、ヤコブのことでした。し
かもヤコブは、神

かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

していまし
た。

もちろんイサクもリベカも、ふたりの
息
む す こ

子を愛
あい

していましたが、28 節
せつ

には何
なん

と
かかれていますか？ 

エサウは、弓
ゆ み や

矢で狩
か

りをするのが大
だ い す

好
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きでした。イサクは、わくわく、はらはら
しながら狩

か

りの話
はなし

を聞
き

くのが楽
たの

しみでし
た。イサクは特

とく

に、エサウが用
よ う い

意したシ
カの肉

にく

が大
だ い す

好きでした。しかしリベカは、
思
おも

いやりがあり、すなおで、よく親
おや

の手
て つ だ

伝
いをするヤコブをかわいがりました。

考
かんが

えてみよう：人
ひと

の生
う

まれつきの外
がいけん

見や
性
せいかく

格は、みなそれぞれ違
ちが

っています。そ
れは、当

あ

たり前
まえ

のことですね。しかし、も
し私

わたし

たちが生
う

まれつきわがままで気
き

がみじ
かくても、イエス様

さま

は、そのような欠
けってん

点を
も変

か

えることがおできになるでしょうか？ も
し私

わたし

たちが、イエス様
さま

によって変
か

えていた
だくことを選

えら

ぶなら、それは可
か の う

能なのです。
あなたも、イエス様

さま

に変
か

えてもらいたい
欠
けってん

点がありますか？ もしあるなら、今
いま

すぐ、
イエス様

さま

にお願
ねが

いしましょう。

水
す い よ う び

曜日

ある日
ひ

、エサウは遠
とお

くまで狩
か

りに出
で

かけ、くたくたになって帰
かえ

ってきま
した。また、とてもおなかがすいていまし
た。ヤコブのテントの近

ちか
くを通

とお
ると、食

た
べ

物
もの

を料
りょうり

理しているにおいがしました。ヤコ
ブは、レンズ豆

まめ
のシチューをつくっていま

した。おいしそうな食
た

べ物
もの

のにおいにつら
れて、エサウはヤコブのテントにやってきま
した。

「おい、ヤコブ、おれは腹
はら

ペコで死
し

にそ
うなんだ。お前

まえ

のシチューをおれにも分
わ

けてくれないか？ 」とたのみました。

くたくたになった、腹
はら

ペコのお兄
にい

さんを
見
み

たヤコブは、とつぜん、よくない考
かんが

えが
頭
あたま

にうかびました。エサウと、ある取
とりひき

引を
しようと考

かんが

えたのです。

「このシチューをぜんぶ分
わ

けてあげた
ら、長

ちょうし

子の特
とっけん

権をぼくにゆずってくれない
か？ 」とヤコブは尋

たず

ねました。

エサウはヤコブに言
い

いました。「おれは
腹
はら

ペコで死
し

にそうなんだ。もしここで飢
う

え
死
じ

にしてしまったら、長
ちょうし

子の特
とっけん

権がなんに
なるだろうか？ そんなもの、お前

まえ

にくれて
やるよ。」

「約
やくそく

束だよ？ 」とヤコブが念
ねん

をおしまし
た。

「いいとも。約
やくそく

束だ」とエサウは言
い

いま
した。このほんの短

みじか

い間
あいだ

に、彼
かれ

は、長
ちょうし

子
の特

とっけん

権なんかどうでもいいと思
おも

っているこ
とを明

あき

らかにしたわけです。創
そうせいき

世記 25章
しょう

の29 節
せつ

から34節
せつ

までを読
よ

んでください。
33 節

せつ

によると、エサウの約
やくそく

束は、決
けっ

して
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変
か

えることのできな
い、永

えいきゅうてき

久的なもの
でした。

エ サウは、 多
おお

く
のまちがった選

えら

び
をしました。彼

かれ

は、
偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む異
いきょう

教の
女
おんな

たちと結
けっこん

婚して、
イサクとリベカを悲

かな

しませました。

ヤコブ は、まだ
結
けっこん

婚していません
でした。彼

かれ

は、 天
てん

の 神
か み さ ま

様 を 愛
あい

し、
礼
れいはい

拝する女
じょせい

性と結
けっこん

婚したいと思
おも

っていまし
た。

考
かんが

えてみよう：エサウのやったことは、ま
ちがっていましたね。では、ヤコブのやっ
たことは、正

ただ

しかったですか？ 彼
かれ

に長
ちょうし

子の
特
とっけん

権を与
あた

えてくださるのは神
かみさま

様であること
を信

しん

じ、神
かみさま

様にすべてを任
まか

せて、ちょうど
いい時

とき

に、すべてがうまくいくように神
かみさま

様
が働

はたら

いてくださるのを待
ま

つべきではなかっ
たですか？ 

木
も く よ う び

曜日

イサクは、かなり年
とし

をとって、ほと
んど目

め
が見

み
えなくなりました。そ

して、もう長
なが

くは生
い

きられないだろうから、
そろそろ長

ちょうし
子の祝

しゅくふく
福を息

むすこ
子に与

あた
えようと

考
かんが

えました。彼
かれ

は、神
かみさま

様がリベカに告
つ

げ

られたことを知
し

って
いたのに、祝

しゅくふく
福は、

兄
あに

のエサウに与
あた

え
たいと思

おも
っていまし

た。

ある日
ひ

、 イサク
はエサウを自

じ ぶ ん

分の
テントに 呼

よ

んで、
彼
かれ

が特
とく

に好
す

きだっ
た料

りょうり

理を準
じゅんび

備して
もってくるように
頼
たの

みました。それ
を 食

た

べ た あとで、
長
ちょうし

子の祝
しゅくふく

福を与
あた

え
ると、エサウに言

い

ったのです。

その長
ちょうし

子の特
とっけん

権は、すでに弟
おとうと

のヤコブ
にゆずってしまったことを、エサウは父

ちちおや

親
に話

はな

していませんでした。今
いま

でも、神
かみさま

様を
敬
うやま

ってはいませんでしたが、父
ちちおや

親の財
ざいさん

産
は欲

ほ

しかったのです。

ところで、自
じ ぶ ん

分がエサウに話
はな

したこと
を、だれかが聞

き

いていたのを、イサクは
知
し

りませんでした。立
た

ち聞
ぎ

きしていたのは、
だれでしたか？ そのあと、何

なに

が起
お

こりまし
たか？ 創

そうせいき

世記 27：５－17。

いろいろなことが、次
つぎ

から次
つぎ

へと起
お

こり
ました。ヤコブは、リベカの計

けいりゃく

略〔相
あ い て

手
をだまそうとするたくらみ〕に協

きょうりょく

力したくあ
りませんでしたが、母

ははおや

親の説
せっとく

得に負
ま

けて、
とうとう協

きょうりょく

力することにしたのです。18－
24節

せつ

。

ヤコブが恐
おそ

れていたとおり、父
ちちおや

親は何
なに

かがおかしいことに気
き

づきました。その
場
ば

をごまかすためについた一
ひと

つのうそは、
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さらなるうそへと発
はってん

展しました。25－29
節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：一
ひと

つのうそをつくと、その
うそをつき通

とお

すために、ほとんどの場
ば あ い

合、
別
べつ

のうそをつかなくてはいけなくなります。
その日

ひ

、ヤコブは全
ぜ ん ぶ

部でいくつうそをつき
ましたか？ リベカとヤコブがよけいなこと
をしなくても、神

かみさま

様はすべてのことをうまく
運
はこ

んでくださっただろうとは思
おも

いませんか？ 
たまには、私

わたし

たちが神
かみさま

様の律
りっぽう

法を破
やぶ

ること
を、神

かみさま

様が望
のぞ

まれることがあるでしょうか？ 
いいえ、決

けっ

してありません。

金
き ん よ う び

曜日

今
き ょ う

日は、いくつかの大
たいせつ

切な教
きょうくん

訓に
ついて考

かんが
えてみましょう。ヤコブ

がイサクのテントを出
で

たすぐあとで、何
なに

が
起
お

こりましたか？ 創
そうせいき
世記 27：30－38。

エサウがあれほど泣
な

いた本
ほんとう

当の理
り ゆ う

由は何
なん

でしたか？ 

エサウは以
い ぜ ん

前からまったく変
か

わっておら
ず、今

いま

でも神
かみさま

様を愛
あい

し敬
うやま

っていないことを、
神
かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でしたか？ 

とてもがっかりしたあとで、エサウはも
のすごく怒

おこ

りました。長
ちょうし

子の特
とっけん

権を失
うしな

った
今
いま

、父
ちちおや

親の財
ざいさん

産の多
おお

くを、自
じ ぶ ん

分がもらえ
なくなるかもしれないのですから。

イサクとリベカとヤコブについて、考
かんが

え
てみてください。この出

で き ご と

来事について、彼
かれ

らはそれぞれ、どのように感
かん

じていたと思
おも

いますか？ 

私
わたし

たちはいつでも、神
かみさま

様かサタンのどち
らかを選

えら

ぶことしかできません。アダムと
エバが罪

つみ

を犯
おか

してからずっと、私
わたし

たち人
にんげん

間
は、神

かみさま

様よりも、サタンの言
い

うことを聞
き

いて、
彼
かれ

に従
したが

うほうがたやすくなっています。で
すから、自

じ ぶ ん

分がやりたいからという理
り ゆ う

由で、
そちらのほうを選

えら

ぶのは、安
あんぜん

全ではない
のです。私

わたし

たちはいつでも、「私
わたし

は神
かみさま

様の
律
りっぽう

法に従
したが

っているだろうか？ 」と自
じ ぶ ん じ し ん

分自身
に問

と

いかける必
ひつよう

要があります。

エサウは一
いっしょう

生の間
あいだ

、勝
か っ て き

手気ままな道
みち

を
選
えら

んびました。あなたは、「おもちゃを片
かた

づけるのはいやだなあ」とか、「まだ疲
つか

れ
ていないから、寝

ね

るのはいやだ」と思
おも

っ
たことがありますか？ 

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは、自
じ ぶ ん

分の気
き ぶ ん

分に
よって決

けつだん

断をすべきでしょうか、それとも、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼して、自
じ ぶ ん

分の気
き ぶ ん

分はどうであ
れ、神

かみさま

様が望
のぞ

まれることを選
えら

んで行
おこな

うべき
でしょうか？ イエス様

さま

は、私
わたし

たちが、正
ただ

し
い選

えら

びをすることによってよい習
しゅうかん

慣を築
きず

く
手
て だ す

助けをしたいと望
のぞ

んでおられます。最
さ い ご

後
に幸

しあわ

せになるには、その道
みち

しかないことを、
彼
かれ

はご存
ぞ ん じ

知なのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創世記 25:7-11,19-34;27:1-40

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.189-197

★あがないの歴
れ き し

史 p.106 － 108
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「クリスマスまであと何
なんしゅうかん

週 間
あるの？ 」とジョニーは

尋
たず

ねました。

お母
かあ

さんは、台
だいどころ

所のカレンダーを
ちらりと見

み

ながら、「たったの４週
しゅうかん

間よ」
と答

こた

えました。それから、小
ちい

さい息
む す こ

子を
見
み

た彼
かのじょ

女の表
ひょうじょう

情が曇
くも

りました。「ジョニー、
プレゼントを買

か

うお金
かね

があればいいんだ
けれど、お父

とう

さんが亡
な

くなってから、生
せいかつ

活
が苦

くる

しくなってしまったの」と、ため息
いき

を
つきながら言

い

いました。

ジョニーはうなずきながら、「分
わ

かって
いるよ、お母

かあ

さん」と言
い

いました。それか
らニコッとして、「でも、イエス様

さま

はかな
らず僕

ぼく

たちを助
たす

けてくださるよね？ 」とた
ずねました。こんどはお母

かあ

さんがうなずい
て、ジョニーに向

む

かってにっこりしました。
ジョニーは勇

いさ

ましい顔
かお

になって、「ぼくは、
プレゼントなんかなくても平

へ い き

気さ」と強
つよ

が
りました。

お母
かあ

さんは、「たとえ他
ほか

の人
ひと

たちがやっ
ているように、プレゼントを買

か

ったり、ク
リスマスを祝

いわ

ったりできなくても、町
まち

の
デパートへ行

い

って、いろんなものを見
み

て
楽
たの

しむことができるわよ」と言
い

いました。
「一

いっしょ

緒にデパートへ行
い

かない？ ジョニー」

ジョニーの目
め

が、輝
かがや

いてきました。「そ
れはいい！それで、いつ行

い

けるの？ 」急
きゅう

に、
待
ま

ちきれない気
き も

持ちになりました。

こうして数
す う じ つ ご

日後、ジョニーとお母
かあ

さんは、
町
まち

の大
おお

きなデパートに来
き

ていました。

そこは、まるでおとぎの国
くに

のようでした。
お店

みせ

のすみずみまで、クリスマスの飾
かざ

りが
ほどこされていました。中

なか

でも、おもちゃ
売
う

り場
ば

はとくに魅
みりょくてき

力的でした。飼
か

い葉
ば

お
けに寝

ね

ている赤
あか

ちゃんイエスの小
ちい

さいフィ
ギュア〔キャラクターの人

にんぎょう

形〕、その周
まわ

り
にあるマリアとヨセフ、また羊

ひつじか

飼いたちの
フィギュアは、彼

かれ

らの目
め

を楽
たの

しませてくれ
ました。ラクダに乗

の

った博
は か せ

士たちは、贈
おく

り
物
もの

をかかえていました。

お店
みせ

のまん中
なか

には、ピカピカの玉
たま

や
電
でんきゅう

球やいろいろな飾
かざ

り物
もの

がかけられた、
大
おお

きなクリスマスツリーがありました。ツ
リーの下

した

には、きれいに包
つつ

まれたたくさ
んのプレゼントの箱

はこ

が置
お

かれていました。
ジョニーとお母

かあ

さんは、箱
はこ

の中
な か み

身をあてっ
こして楽

たの

しみました。そのあとで、ジョ
ニーがツリーのまわりをゆっくり歩

ある

いてい
たら、あるすごいものが目

め

にとまりまし
た。胸

むね

がどきどきしてきました。それを見
み

ていた彼
かれ

は、思
おも

わず声
こえ

をあげました。男
おとこ

の子
こ

なら、だれもが欲
ほ

しくてたまらなくな
るようなものでした。それは、おもちゃ

お話
はな

しひろば 

神
か み さ ま

様が 「ノー」 と言
い

われるとき
エイミー・シェラード
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の電
で ん き き か ん し ゃ

気機関車でした。デパートに敷
し

かれ
た線

せ ん ろ

路の上
うえ

を走
はし

っています。見
み

ていると、
橋
はし

の下
した

をくぐったり、駅
えき

で停
ていしゃ

車したり、走
はし

りながら汽
き て き

笛を鳴
な

らしたりしています。

ジョニーはしばらくの間
あいだ

、ひざをつい
て、それをながめていました。それからよ
うやくお母

かあ

さんのほうを振
ふ

り向
む

いて、「ぼく
は、これから毎

まいばん

晩、クリスマスにおもちゃ
の電

でんしゃ

車がもらえるようお祈
いの

りすることに決
き

めたよ」と言
い

いました。

お母
かあ

さんは、なんと言
い

ってよいか分
わ

から
なくて、ただニコッとしました。彼

かのじょ

女には、
おもちゃの電

でんしゃ

車を買
か

ってあげるお金
かね

はあり
ません。もちろん、そのことは、ジョニー
だって知

し

っています。

家
いえ

にもどったジョニーは、さっそく、お
もちゃの電

でんしゃ

車が与
あた

えられるように祈
いの

りまし
た。やがて、クリスマスの日

ひ

がやってきま
したが、おもちゃの電

でんしゃ

車は与
あた

えられません
でした。

お母
かあ

さんが、「ジョニー、イエス様
さま

がお
祈
いの

りに答
こた

えてくださらないからといって、
がっかりしないでね」と言

い

いました。

「でもね、お母
かあ

さん、イエス様
さま

はぼくの
お祈

いの

りに答
こた

えてくださったんだよ。」ジョ
ニーは明

あか

るく言
い

いました。「つまり、イエ
ス様

さま

の答
こた

えは『ノー』だったということさ。
お母

かあ

さんだって、よくないとお母
かあ

さんが思
おも

うものをぼくがねだったら、『ノー』と答
こた

え
ることがあるでしょ？ ぼくを愛

あい

しているか
らそうすることぐらい、ぼくにだって分

わ

かっ
ているよ。イエス様

さま

も、ぼくを愛
あい

してくだ
さるから、時

とき

には『ノー』とおっしゃるん
だよ。」

お母
かあ

さんは、ジョニーを力
ちから

いっぱい抱
だ

き
しめました。イエス様

さま

に信
しんらい

頼している息
む す こ

子
を見

み

て、彼
かのじょ

女はどんなにうれしかったこと
でしょう。

あなたもジョニーのように、イエス様
さま

に
信
しんらい

頼していますか？ 
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日
に ち よ う び

曜日

長
ち ょ う

子
し

の祝
しゅくふく

福を受
う

けるために、ヤコブ
が父

ちちおや
親にうそをついてからという

もの、家
か ぞ く

族のみんなが悲
かな

しみと不
ふ こ う

幸を味
あじ

わうことになりました。

リベカは、すべては自
じ ぶ ん

分のせいであると
感
かん

じ、そのことをとてもとても悔
く

やみまし
た。

イサクは、長
ちょうし

子の特
とっけん

権を何
なに

がなんでも
エサウに与

あた

えようとしたことは、悪
わる

いこと
だったと悟

さと

り、彼
かれ

も後
こうかい

悔しました。

ヤコブは、自
じ ぶ ん

分がうそをついたことを悔
く

やみましたが、あまりにもたくさんのうそ
をついてしまったので、神

かみさま

様が自
じ ぶ ん

分をゆる
し、祝

しゅくふく

福なさることは決
けっ

してないのではな
いかと恐

おそ

れました。とても悲
かな

しくて、頭
あたま

が
おかしくなりそうでした。

エサウも不
ふ こ う

幸になりました。けれども、
それを自

じ ぶ ん

分のせいだとは思
おも

いませんでし
た。父

ちちおや

親が死
し

んだら、彼
かれ

は何
なに

をしようと
決
き

めていましたか？ 創
そうせいき

世記 27：41。　

神
かみさま

様も、悲
かな

しんでおられたと思
おも

います
か？ しかし、それでも彼

かれ

らみんなを愛
あい

さ
れましたね。もちろん、エサウをも愛

あい

して
おられました。エサウも、自

じ ぶ ん

分がまちがっ
た道

みち

を選
えら

んできたことを悔
く

いる必
ひつよう

要があり
ましたが、神

かみさま

様は、決
けっ

して強
きょうせい

制〔あること
を無

む り

理にさせること〕はなさいません。

エサウは、ヤコブを殺
ころ

す計
けいかく

画をだれか
に話

はな

したはずです。なぜなら、そのことが

ヤコブの新
あたら

しい名
な ま え

前
あたらあたら

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしはあなたと共
とも

にいて、あなたがどこへ行
い

くにも

あなたを守
まも

り、あなたをこの地
ち

に連
つ

れ帰
かえ

るであろう」。

創
そうせいき

世記 28 章
しょう

15 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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リベカの耳
みみ

に入
はい

ったわけですから。そこで、
彼
かのじょ

女はどうしましたか？ 42－45節
せつ

。

今
こ ん ど

度のリベカの計
けいかく

画は、正
ただ

しいものでし
た。彼

かのじょ

女とイサクは、ヤコブのためにい
いお嫁

よめ

さんを見
み

つけることについても悩
なや

ん
でいました。46 節

せつ

と創
そうせいき

世記 28：１－５。
両
りょうしん

親は、ヤコブに何
なに

をさせようと決
き

めまし
たか？ 

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちが心
こころ

からあやまれ
ば、神

かみさま

様はいつでも喜
よろこ

んでゆるしてくださ
います。私

わたし

たちがまちがった道
みち

を選
えら

んで
不
ふ こ う

幸になるたびに、神
かみさま

様は悲
かな

しまれます。
自
じ ぶ ん

分のしたことが悪
わる

いと分
わ

かっていても、
心
こころ

から悪
わる

かったと思
おも

えないときは、イエス
様
さま

にお願
ねが

いして、悔
く

い改
あらた

めの心
こころ

をいただ
きましょう。神

かみさま

様は、いつでも私
わたし

たちをゆ
るす用

よ う い

意ができておられるのですから。

月
げ つ よ う び

曜日

ヤコブは、ラバンおじさんをたずね
て長

なが
い旅

たび
に出

で
ますが、その旅

たび
に

ついて学
まな

ぶ前
まえ

に、創
そうせいき
世記 28 章

しょう
の６節

せつ
と

７節
せつ

で、エサウについて何
なん

と書
か

かれてい
るかを見

み
ていきましょう。1. 彼

かれ
は、イサク

がふたたびヤコブを祝
しゅくふく

福したことを知
し

っ
た。2.ヤコブの行

ゆ
き先

さき
を知

し
った。3.ヤコ

ブが出
で

て行
い

ったわけを知
し

った。4.ヤコブ
が両

りょうしん
親に 従

したが
ったことを知

し
った。

自
じ ぶ ん

分が異
いきょう

教〔偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝〕の女
おんな

たちと
結
けっこん

婚したことを、両
りょうしん

親がどれほど悲
かな

しんで
いるかを知

し

ったエサウは、神
かみさま

様を礼
れいはい

拝す
る女

じょせい

性と結
けっこん

婚して親
おや

たちを喜
よろこ

ばせようとし

ました。しかしエサウは、自
じ ぶ ん

分がまちがっ
た道

みち

を選
えら

んだことを、心
こころ

から悔
く

いてはい
ませんでした。彼

かれ

は今
いま

でも、ヤコブを殺
ころ

し
たいと思

おも

っていたのです。

そのころ、ヤコブは静
しず

かに、しかも急
いそ

い
で家

い え で

出をしました。お別
わか

れ会
かい

はありません
でした。持

も

ち物
もの

といえば、歩
ある

いて運
はこ

べる
ものだけでした。身

み

を守
まも

る武
ぶ き

器は、羊
ひつじ

の
世
せ わ

話をするときに使
つか

う杖
つえ

しかありませんで
した。

ヤコブはひとりぼっちで、しかもびくび
くしていました。自

じ ぶ ん

分のいる場
ば し ょ

所をお兄
にい

さんに知
し

られるのがこわくて、なるべく人
ひと

とは話
はなし

をしませんでした。途
とちゅう

中で、強
ごうとう

盗
や野

や せ い

生の獣
けもの

に出
で

くわすかもしれませんで
した。そして何

なに

よりも彼
かれ

を悩
なや

ませたのは、
過
か こ

去の自
じ ぶ ん

分のあやまちでした。うそをつい
てお父

とう

さんをだましたことを、いつまでも
悔
く

やんでいたのです。

ヤコブのお父
とう

さんは彼
かれ

をゆるしてくれま
したが、神

かみさま

様は決
けっ

してゆるしてくださらな
いだろうと言

い

って、サタンが彼
かれ

を苦
くる

しめて
いました。自

じ ぶ ん

分が愛
あい

するものを、すべて
失
うしな

ったように思
おも

われました。長
ちょうし

子の特
とっけん

権
も、大

だ い す

好きな両
りょうしん

親も、住
す

みなれた家
いえ

も、
何
なに

もかも失
うしな

った気
き

がしました。もっともつ
らかったのは、神

かみさま

様が自
じ ぶ ん

分をゆるし、今
いま

でも愛
あい

してくださっていることを信
しん

じきれ
ないことでした。

考
かんが

えてみよう：「あなたなんか大
だいきら

嫌い！」
という言

こ と ば

葉について、考
かんが

えてみてくださ
い。たとえ口

くち

に出
だ

して言
い

わなくても、その
ような気

き も

持ちや言
こ と ば

葉を心
こころ

に抱
いだ

くことはあり
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ませんか？ イエス様
さま

は、私
わたし

たちがそれを
口
くち

に出
だ

したり、心
こころ

に抱
いだ

いたりするとき、そ
のことをすべてご存

ぞ ん じ

知です。どうしてこの
ことが、そんなに重

じゅうだい

大なのでしょう？ ヨハ
ネ第

だいいち

一の手
てが み

紙３章
しょう

の15 節
せつ

を読
よ

んでくださ
い。憎

にく

しみは、天
てんごく

国で始
はじ

まりましたね。そ
の天

てんごく

国に、憎
にく

しみの精
せいしん

神が入
はい

ることは、も
う二

に ど

度とありません。ですから、憎
にく

しみを
心
こころ

に抱
いだ

いている人
ひと

は、決
けっ

して天
てんごく

国に入
はい

れ
ないのです。しかし、イエス様

さま

にお任
まか

せす
るなら、彼

かれ

がいつでも私
わたし

たちの心
こころ

を愛
あい

で
満

み

たしてくださいます。

火
か よ う び

曜日

家
い え

出
で

をしてから、二
ふ つ か め

日目の夜
よる

がやっ
てきました。ヤコブは、すでに疲

つか

れきっていました。寂
さび

しさと恐
おそ

ろしさも、
ますますつのるばかりです。そのために、
すっかり元

げ ん き
気がなくなっていました。地

じ め ん
面

にひざまずいて、彼
かれ

は泣
な

き叫
さけ

びながら、
神
かみさま

様のゆるしを祈
いの

り求
もと

めました。自
じぶん

分は
ひとりぼっちではないとの、神

かみさま
様からのな

ぐさめと励
はげ

ましが欲
ほ

しかったのです。

祈
いの

っても、神
かみさま

様か
らの答

こた

えはないよ
うに思

おも

われました。
疲
つか

れはてたヤコブ
は、そのへんにあっ
た 石

いし

を 枕
まくら

にして、
地
じ め ん

面の上
うえ

で眠
ねむ

りま
した。

眠
ねむ

っている間
あいだ

に、

ヤコブはすばらしい夢
ゆめ

を見
み

ました。彼
かれ

のす
ぐそばに、光

ひか

り輝
かがや

くはしごがあって、それ
は天

てん

まで届
とど

いていました。そのはしごの
上
うえ

を、たくさんの美
うつく

しい天
て ん し

使たちが、の
ぼりおりしていたのです。気

き

がつくと、す
ぐそばに神

かみさま

様が立
た

っておられ、ヤコブに
向
む

かって話
はな

しかけられました。神
かみさま

様は何
なん

とおっしゃいましたか？ 創
そうせいき

世記 28：13－

15。

そのときもまだ、ヤコブは寂
さび

しかったと
思
おも

いますか？ いいえ、もう寂
さび

しくはありま
せんでした。神

かみさま

様は今
いま

でも自
じ ぶ ん

分を愛
あい

してく
ださり、共

とも

にいてくださることが分
わ

かった
のです。いつでも彼

かれ

を助
たす

け、祝
しゅくふく

福し、い
つの日

ひ

かこの場
ば し ょ

所に連
つ

れ帰
かえ

ってくださると
の約

やくそく

束が与
あた

えられました。神
かみさま

様は、昔
むかし

、
アブラハムおじいさんに与

あた

えた約
やくそく

束を守
まも

ろ
うとしておられたのでした。

ふたたび歩
ある

き出
だ

す前
まえ

に、ヤコブは枕
まくら

に
使
つか

った石
いし

を立
た

てて、記
き ね ん ひ

念碑をつくりました。
そして、その場

ば し ょ

所をベテル「神
かみ

の家
いえ

」と
呼
よ

びました。

ヤコブは、ほかに何
なに

をしましたか？ 22
節
せつ

を読
よ

んでください。十
じゅうぶん

分の一
いち

を神
かみさま

様に
ささげることを何

なん

と呼
よ

ぶか、覚
おぼ

えています
か？ それは、什

じゅういち

一と言
い

います。

考
かんが

えてみよう：ヤコブの夢
ゆめ

に出
で

てきた
はしごは、私

わたし

たちをすくうために、天
てん

か
らこの世

せ か い

界におりて来
こ

られるイエス様
さま

を
表
あらわ

していました。天
て ん し

使たちは、いつでも
私
わたし

たちを助
たす

けてくれますか？ あの晩
ばん

、ヤ
コブのすぐそばに立

た

っておられたように、
神
かみさま

様は私
わたし

たちのそばにもおられますか？ 
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私
わたし

たちがまちがったことをすると、神
かみさま

様は
もう自

じ ぶ ん

分を愛
あい

してくださらないだろうという
思
おも

いが浮
う

かんできますが、このように私
わたし

た
ちをがっかりさせようとするのは、いつで
もサタンの仕

し わ ざ

業なのです。

水
す い よ う び

曜日

ベテルを出
しゅっぱつ

発したヤコブは、ラバ
ンおじさんが住

す
んでいるハラン

を目
め ざ

指しました。何
なんしゅうかん

週間もたったある日
ひ

、
羊
ひつじか

飼いが羊
ひつじ

たちに飲
の

ませる井
い ど

戸にやってき
ました。召

めしつかい
使のエリエゼルが、お母

かあ
さんの

リベカと初
はじ

めて出
で あ

会った話
はなし

を、そこで思
おも

い
出
だ

したかもしれません。

その日
ひ

の午
ご ご

後、何
なに

が起
お

こりましたか？ 
創
そうせいき

世記 29：１－14。ヤコブはどんなに喜
よろこ

び、ほっとしたことでしょう。

まもなく、ヤコブが働
はたら

き者
もの

であることを
知
し

ったラバンは、自
じ ぶ ん

分のところにとどまる
よう、彼

かれ

にすすめました。ヤコブは、喜
よろこ

んでとどまることにしました。彼
かれ

は、ラバ
ンの末

すえ

の娘
むすめ

であるラケルを好
す

きになり、
彼
かのじょ

女と結
けっこん

婚したいと思
おも

いました。

ラバンは、ヤコブが７年
ねんかんかれ

間彼のために
働
はたら

いたら、ラケルと結
けっこん

婚してもよいと言
い

い
ました。このようにして、家

か ぞ く

族を養
やしな

う能
のうりょく

力
があることを、示

しめ

す機
き か い

会が与
あた

えられたので
した。しかしヤコブは、ラバンがずる賢

がしこ

く、
欲
よ く ば

張りで意
い じ わ る

地悪な人
ひと

であることを、まだ知
し

りませんでした。

待
ま

ちに待
ま

った７年
ねん

が過
す

ぎました。これ
でやっと、ラケルと結

けっこん

婚することができま
す。ところが結

けっこんしき

婚式の日
ひ

に、ラバンはヤコ

ブをだまして、お姉
ねえ

さんのレアと結
けっこん

婚させ
たのです。そのことを知

し

ったヤコブは、ラ
バンに何

なん

と言
い

いましたか？ 25－28 節
せつ

。
結
けっきょく

局、ラケルと結
けっこん

婚するために、ヤコブ
はあと何

なんねんはたら

年働きましたか？ 

自
じ ぶ ん

分の家
か て い

庭をもつことになったヤコブで
したが、あまり幸

こうふく

福ではありませんでした。
ヤコブがラケルを愛

あい

したので、レアはラケ
ルをねたみました。レアには何

なんにん

人も子
こ ど も

供
が生

う

まれ、ラケルには子
こ ど も

供がいなかった
ので、ラケルはレアをねたみました。ひ
とつの家

か て い

庭に、それぞれ父
ちちおや

親がひとり、
母
ははおや

親がひとりずついるというのが神
かみさま

様の
計
けいかく

画であり、それが一
いちばん

番いいのです。

ラケルは、ずっと赤
あか

ん坊
ぼう

が与
あた

えられるよ
うに祈

いの

っていましたが、その祈
いの

りが聞
き

かれ
たときのヤコブと彼

かのじょ

女の喜
よろこ

びようは、大
たいへん

変
なものでした。その赤

あか

ん坊
ぼう

は、ヨセフと
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名
な

づけられました。

ヤコブは、いつか古
ふるさと

里のカナンに帰
かえ

り
たいと考

かんが

えていました。けれどもラバンに、
もっと長

なが

く残
のこ

って働
はたら

いてほしいと頼
たの

みこま
れたので、さらに６年

ねんかん

間、彼
かれ

のために働
はたら

きました。

考
かんが

えてみよう：ヤコブは、ずる賢
がしこ

いやり
方
かた

でお父
とう

さんをだまし、お兄
にい

さんを押
お

しの
けました。ラバンにだまされたあとで、彼

かれ

はそのことについて、さらに深
ふか

く考
かんが

えたこ
とでしょう。私

わたし

たちがいつでも正
しょうじき

直である
ことを、神

かみさま

様は望
のぞ

んでおられますか？ まち
がった道

みち

を選
えら

んでしまうと、多
おお

くの不
ふ こ う

幸を
招
まね

き入
い

れることになりますね。

木
も く よ う び

曜日

結
け っ

局
きょく

、ヤコブはラバンのために、
20 年

ねん
も 働

はたら
きました。 そ の 間

あいだ
、

神
かみさま

様はヤコブを祝
しゅくふく

福してくださいました。
息
むすこ

子が 11 人
にん

もいて、とても裕
ゆうふく

福になって
いました。家

か ち く
畜をたくさんもっていました。

財
ざいさん

産がどんどん増
ふ

えて、ラバンの息
むすこ

子たち
から、ねたまれるほどでした。

神
かみさま

様は夢
ゆめ

の中
なか

で、ハランを去
さ

ってカナ
ンに帰

かえ

る時
とき

がきたことを、ヤコブに告
つ

げら
れました。故

ふるさと

郷に帰
かえ

ると言
い

ったら、ラバン
が怒

おこ

ることを知
し

っていたので、彼
かれ

と息
む す こ

子た
ちが羊

ひつじ

の群
む

れを連
つ

れて遠
と お で

出をするのを待
ま

ちました。そしてそのすきに、ヤコブは、
すべての持

も

ち物
もの

をまとめ、家
か ぞ く

族のみんな
を引

ひ

き連
つ

れ、急
いそ

いで出
しゅっぱつ

発したのでした。
そのことを知

し

ったラバンは、どうしました

か？ 創
そうせいき

世記 31：22、23。

夢
ゆめ

の中
なか

で、神
かみさま

様はラバンに、ヤコブの
じゃまをしないよう注

ちゅうい

意しました。そのた
めに、ヤコブがラバンにいっぱい文

も ん く

句を
言
い

っても、ふたりは仲
な か よ

良く別
わか

れることがで
きました。ラバンはハランに戻

もど

り、ヤコブ
はカナンへの旅

たび

をつづけました。

ヤコブは家
い え で

出してしまったので、イサ
クが死

し

んだら、父
ちちおや

親の財
ざいさん

産はすべて自
じ ぶ ん

分
のものになるだろうとエサウは思

おも

っていま
した。ヤコブが戻

もど

ってくることをエサウが
知
し

ったら、彼
かれ

はどうするでしょうか？ ヤコ
ブは、そのことが心

しんぱい

配でした。神
かみさま

様は、
ご自

じ ぶ ん

分がいつも共
とも

におられることを、どう
やって彼

かれ

に思
おも

い出
だ

させましたか？ 創
そうせいき

世記

32：１、２。

ヤコブは今
いま

でも、自
じ ぶ ん

分がうそをついて
エサウを押

お

しのけたことを悪
わる

かったと思
おも
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い、その罪
つみ

を悲
かな

しんでいました。故
ふるさと

郷に
近
ちか

づいたとき、ヤコブは、自
じ ぶ ん

分が心
こころ

から
申
もう

し訳
わけ

ないと思
おも

っていることを、どうにか
してエサウに伝

つた

えようと思
おも

いました。そこ
で彼

かれ

は何
なに

をしましたか？ それから何
なに

が起
お

こ
りましたか？ ３－６節

せつ

。

ヤコブは召
めしつかい

使に、 エサウに言
い

うべき
言
こ と ば

葉を伝
つた

えていました。父
ちちおや

親の財
ざいさん

産はい
らないということを、エサウに知

し

らせまし
た。自

じ ぶ ん

分はエサウのしもべであるとも言
い

い
ました。でも、エサウは今

いま

でも自
じ ぶ ん

分を憎
にく

ん
でいることを知

し

ったヤコブは、次
つぎ

に何
なに

をし
ましたか？ ７－12節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは、あやまらない
人
ひと

をも、ゆるしてあげるべきでしょうか？ も
し自

じ ぶ ん

分が何
なに

か悪
わる

いことをして、そのことを
あやまったとしても、心

こころ

から申
もう

し訳
わけ

ないと
思
おも

っていることを示
しめ

すために、できるだけ
のことをすべきではないでしょうか？ ヤコ
ブは、まさにそれをしていたのです。

金
き ん よ う び

曜日

エサウは、400 人
にん

を 引
ひ

き 連
つ

れて、
ヤコブのところに向

む
かってこようと

していました。これで、お兄
にい

さんが、今
いま

で
も自

じぶん
分を殺

ころ
そうとしていることが分

わ
かりま

した。ヤコブと彼
かれ

の家
か ぞ く

族は、恐
きょうふ

怖におそ
われました。自

じぶん
分も家

か ぞ く
族の者

もの
も、エサウ

によって殺
ころ

されてしまうのだろうか？ ヤコ
ブは、けん命

めい
に祈

いの
りました。それから、エ

サウにたくさんの高
こ う か

価なプレゼントを送
おく

り
ました。そして暗

くら
くなってから、ヤコブは

何
なに

をしましたか？ 創
そうせいき
世記 32：22、23。

その晩
ばん

ヤコブは、川
かわ

をわたりませんで
した。ひとりになって祈

いの

る必
ひつよう

要を、強
つよ

く
感
かん

じていました。昔
むかし

の自
じ ぶ ん

分の失
しっぱい

敗のため
に、今

いま

みんなが大
たいへん

変な危
き け ん

険にさらされて
います。ふたたび彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分がどれほど
悔
く

やんでいるかを、神
かみさま

様にうったえました。
神
かみさま

様の祝
しゅくふく

福を受
う

ける価
か ち

値がないことは分
わ

かっていましたが、エサウの気
き も

持ちを変
か

え
てくださるよう、神

かみさま

様にお願
ねが

いしました。

真
ま よ な か

夜中にとつぜん、何
なにもの

者かがつかみか
かってきました。とても力

ちから

の強
つよ

い手
て

です。
これは強

ごうとう

盗か、あるいは人
ひとごろ

殺しのどちら
かにちがいないと、ヤコブは思

おも

いました。

ヤコブも力
ちから

は強
つよ

かったので、この見
み し

知ら
ぬ相

あ い て

手と全
ぜんりょく

力でたたかいました。まさに、
命
いのち

がけでたたかいました。

ふたりとも、何
なに

も言
い

いませんでした。ヤ
コブは必

ひ っ し

死でたたかっていましたが、心
こころ

の中
なか

では恐
おそ

れていました。たたかってい
る間

あいだ

、これは神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分を罰
ばっ

しておられ
るのだろうと思

おも

っていました。神
かみさま

様からの
罰
ばつ

ならば、自
じ ぶ ん

分はここで死
し

ぬのだろうか？ 
でも、まだ死

し

ぬ準
じゅんび

備はできていない。こ
こで死

し

ぬわけにはいかない。そのとき彼
かれ

は、神
かみさま

様の約
やくそく

束を思
おも

い出
だ

しました。そして、
神
かみさま

様のあわれみにすがったのです。

夜
よる

が明
あ

けるほんの少
すこ

し前
まえ

に、見
み し

知らぬ
相
あ い て

手は、とても変
か

わったことをしました。
それは何

なん

でしたか？ 24－29 節
せつ

。自
じ ぶ ん

分が
イエス様

さま

とたたかっていたことを知
し

ったヤ
コブが、どのように感

かん

じたか、想
そうぞう

像できま
すか？ そして、イエス様

さま

が自
じ ぶ ん

分を祝
しゅくふく

福し
てくださるまでは、彼

かれ

を絶
ぜったい

対に放
はな

さないと
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言
い

ったのです。

もういちど、28 節
せつ

を読
よ

んでください。こ
のときイエス様

さま

は、ヤコブに別
べつ

の名
な ま え

前を
与
あた

えられました。もはや、「押
お

しのける者
もの

」
ではなくなりました。これからは、たとえ
何
なに

が起
お

ころうとも、ヤコブは神
かみさま

様に信
しんらい

頼す
ることにしました。

神
かみさま

様がヤコブをどうやって守
まも

ろうとして
おられたのか、彼

か れ じ し ん

自身は知
し

りませんでし
たが、おじいさんのアブラハムとお父

とう

さ
んのイサクのときのように、神

かみさま

様にとって
不
ふ か の う

可能〔できないこと〕はないことを知
し

っ
たのでした。

このあと、ヤコブは死
し

ぬまで足
あし

が不
ふ じ ゆ う

自由
〔片

かたほう

方の足
あし

に故
こしょう

障があってうまく歩
ある

けな
い状

じょうたい

態〕でした。けれども彼
かれ

は、神
かみさま

様が
自
じ ぶ ん

分を愛
あい

し、ゆるしてくださったことを知
し

り
ました。これからは、生

い

きているかぎり、

神
かみさま

様に信
しんらい

頼するつもりでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分が約
やくそく

束を
かならず守

まも

られるお方
かた

であることを、ヤコ
ブに学

まな

んでほしかったと思
おも

いますか？ 神
かみさま

様
は私

わたし

たちにも、何
なに

が起
お

ころうと、ご自
じ ぶ ん

分の
約
やくそく

束を信
しん

じてほしいと望
のぞ

んでおられます。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 27:41-46;28-32

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.198-

   216

★あがないの歴
れ き し

史 p.108-116
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いきおいよく戸
と

をあけて、ア
グネスは、小

こ や
屋にす

ばやく入
はい

っていきまし
た。今

きょう
日こそ、ジュリ

アおばさんが元
げ ん き

気に
なっていることを願

ねが
っ

ていました。

しかしすぐに、 古
ふる

ぼけたソファーに横
よこ

たわっているおばさ
んを見

み

て、アグネスの
心
こころ

はしずんでしまいました。ジュリアおば
さんの顔

かお

は青
あお

ざめていて、苦
くる

しそうでした。

「まあ、よく来
き

てくれたわね。あなたが
来
く

ることを、ずっと祈
いの

っていたのよ。」ジュ
リアおばさんは、息

いきぐる

苦しそうに言
い

いました。
けん命

めい

に、笑
え が お

顔をつくっています。それから、
「アグネス、私

わたし

のお薬
くすり

をとってちょうだい」
と頼

たの

みました。

注
ちゅうい

意ぶかく薬
くすり

の量
りょう

をはかりながら、アグ
ネスは、窓

まど

ガラスに打
う

ちつける雨
あめ

の音
おと

を
聞
き

いていました。その音
おと

を聞
き

いて、彼
かのじょ

女
はこわくなりました。小

こ や

屋の近
ちか

くの川
かわ

の
水
みず

が、雨
あめ

であふれそうになっているので、
おばさんを自

じ ぶ ん

分の家
いえ

に避
ひ な ん

難させようと思
おも

っ
て、ここにやってきたのでした。ところが、
ジュリアおばさんは、具

ぐ あ い

合が悪
わる

くて動
うご

けま
せん。あまりに具

ぐ あ い

合が悪
わる

そうなので、まも

なくここが洪
こうずい

水になって、小
こ や

屋に残
のこ

ってい
るのは危

き け ん

険だということさえ、言
い

えません
でした。自

じ ぶ ん

分だけ家
いえ

に逃
に

げ帰
かえ

ることも考
かんが

え
ましたが、かわいそうなおばさんを置

お

い
ていくことは、どうしてもできませんでした。

まもなく、ジュリアおばさんは眠
ねむ

ってし
まいました。彼

かのじょ

女のそばにすわって雨
あめ

の
音
おと

を聞
き

いていたアグネスには、数
すうふんかん

分間
が何

な ん じ か ん

時間にも思
おも

われました。吹
ふ

き荒
あ

れる
雨
あめかぜ

風の中
なか

、小
こ や

屋がガタガタと震
ふる

えていま
す。

アグネスは、川
かわ

の水
みず

があふれて、洪
こうずい

水
の危

き け ん

険がせまっていることについて聞
き

いて
いました。ここからあまり遠

とお

くない川
かわしも

下の
ほうでは、すでにいくつかの小

こ や

屋が水
みず

に
つかっていました。ほかの家

いえ

も、夜
よる

の間
あいだ

にとても危
き け ん

険な状
じょうたい

態になると、お父
とう

さんは

お話
はな

しひろば 

アグネスとはんらんした川
かわ

エイミー・シェラード
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言
い

っていました。アグネスは、自
じ ぶ ん

分の家
いえ

の
ことを思

おも

いました。そこは高
たかだい

台にあるので、
安
あんぜん

全でした。アグネスは、どれほどジュリ
アおばさんを連

つ

れて、家
いえ

に帰
かえ

りたかったこ
とでしょう。

そのころ、電
で ん わ

話はなかったので、こちら
の様

よ う す

子を両
りょうしん

親に知
し

らせる方
ほうほう

法はありませ
んでした。

しばらくして、アグネスは、ジュリアおば
さんの聖

せいしょ

書が、近
ちか

くのテーブルに置
お

いて
あるのに気

き

づきました。それを手
て

にとった
ら、前

まえ

におぼえた聖
せいしょ

書の約
やくそく

束が、次
つぎ

から
次
つぎ

へと頭
あたま

の中
なか

に浮
う

かんできました。「わた
しは決

けっ

してあなたを離
はな

れず、あなたを捨
す

てない」とのイエス様
さま

の約
やくそく

束を、思
おも

い出
だ

しました。時
じ か ん

間だけが、どんどん過
す

ぎてい
きます。そんな中

なか

、彼
かのじょ

女は祈
いの

りました。「イ
エス様

さま

、どうかお父
とう

さんをここに連
つ

れてき
てください。」

外
そと

は、どんどん暗
くら

くなっていきます。
ジュリアおばさんの小

ちい

さなランプは、もう
すぐ油

あぶら

がなくなりそうでした。そうなった
ら、小

こ や

屋の中
なか

は真
ま

っ暗
くら

になってしまいます。
「でももし明

あ

かりが消
き

えても、イエス様
さま

は
私
わたし

たちといっしょにいてくださるはずだわ」
と、アグネスは心

こころ

の中
なか

でつぶやきました。

とつぜん、自
じ ぶ ん

分の名
な ま え

前を呼
よ

ぶ叫
さけ

び声
ごえ

が、
聞
き

こえてきました。そしてまもなく、お父
とう

さんとボブおじさんが、部
へ や

屋に駆
か

け込
こ

んで
きました。

お父
とう

さんが、「ああ、見
み

つかっ
てよかった」と叫

さけ

んで、アグネ
スを抱

だ

き上
あ

げました。ボブお
じさんは、すばやくジュリアお

ばさんをかかえあげました。それから走
はし

っ
て家

いえ

に向
む

かい、ようやく危
き け ん

険を逃
のが

れること
ができました。

アグネスを抱
だ

きしめながら、お母
かあ

さんは、
「こわくてたまらなかったでしょ？ 」と尋

たず

ねました。

アグネスはお母
かあ

さんに、「でもね、おか
げでたくさんの聖

せいしょ

書の約
やくそく

束を学
まな

べたのよ」
と言

い

いました。「神
かみさま

様の約
やくそく

束が、どうして
そんなに大

たいせつ

切か、分
わ

かったような気
き

がす
るわ。」

あなたは、聖
せいしょ

書のみことばのすばらし
い約

やくそく

束を、いくつ学
まな

びましたか？ 
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家
か ぞ く

族の問
もんだい

題

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

日
に ち よ う び

曜日

「お父
とう

さん、いったい何
なに

があった
の？ 」これが翌

よくあさ
朝、家

か ぞ く
族のい

るところに足
あし

〔片
かたほう

方の足
あし

に故
こしょう

障があって
うまく歩

ある
けない状

じょうたい
態〕を引

ひ
きずりながら

戻
もど

ったヤコブが聞
き

いた、最
さいしょ

初の言
こ と ば

葉だっ
たかもしれません。彼

かれ
の足

あし
はとても痛

いた
そう

でしたが、どういうわけか、にこにこして
いました。家

か ぞ く
族のみんなに、夜

よる
の間

あいだ
、敵

てき

だと思
おも

ってだれかと取
と

っ組
く

み合
あ

いをしてい
た話

はなし
をしました。ところが、それは敵

てき
では

なくイエス様
さま

であったこと、祝
しゅくふく

福を受
う

ける
までは、イエス様

さま
にしがみついていたこと

も話
はな

しました。

すると、だれかが言
い

いました。「あっ、
あの人

ひと

たちがやってきたぞ！」指
ゆび

さしたほ
うを見

み

ると、遠
とお

くに何
なに

が見
み

えましたか？ ヤ
コブは、すぐに何

なに

をしましたか？ 創
そうせいき

世記

33：１、２。

ふたりの兄
きょうだい

弟は、今
いま

にも顔
かお

と顔
かお

とをあわ

せるところまで近
ちか

づいています。いよいよ
兄
あに

のエサウが見
み

えたとき、ヤコブは何
なに

をし
ましたか？ ３節

せつ

。

神
かみさま

様が共
とも

におられることを知
し

ってはいま
したが、それでもヤコブは、自

じ ぶ ん

分がエサ
ウに対

たい

してすまないと思
おも

っていることを、
できるかぎり示

しめ

そうとしました。

前
まえ

の晩
ばん

、神
かみさま

様がある夢
ゆめ

をエサウに見
み

せ
ておられたことを、ヤコブは知

し

りませんで
した。夢

ゆめ

の中
なか

で、エサウは、天
て ん し

使たちが
ヤコブを守

まも

っているのを見
み

ました。自
じ ぶ ん

分の

「見
み

よ、わたしは世
よ

の終
お

わりまで、

いつもあなたがたと共
とも

にいるのである」。

マタイによる福
ふくいんしょ

音書 28 章
しょう

20 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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兵
へ い し

士たちにその夢
ゆめ

の話
はなし

をしてから、ヤコブ
に危

き が い

害を加
くわ

えてはいけないと言
い

いました。
神
かみさま

様が、エサウの心
こころ

を変
か

えてくださったの
でした。

出
で あ

会ったときに、エサウが思
おも

いもよら
ぬことをしたので、ヤコブはどんなに驚

おどろ

いたことでしょう。４節
せつ

を読
よ

んでください。
双
ふ た ご

子の兄
きょうだい

弟はともに抱
だ

き合
あ

い、よろこび
の涙

なみだ

を流
なが

しました。

エサウは、ヤコブといっしょにいた人
ひと

た
ちについて、またヤコブが前

まえ

もって彼
かれ

に
送
おく

っていたたくさんの動
どうぶつ

物たちについて尋
たず

ねました。動
どうぶつ

物の贈
おく

り物
もの

はいらないとエサ
ウは言

い

いましたが、ヤコブは、贈
おく

り物
もの

を
受
う

けとってくれるよう強
つよ

くもとめました。８
－11節

せつ

。

それからエサウは、彼
かれ

が連
つ

れてきた
兵
へ い し

士たちが、ヤコブたちといっしょに旅
たび

を
つづけることで、いろいろな危

き け ん

険から守
まも

っ
てあげるといいました。ヤコブはお礼

れい

を言
い

いましたが、自
じ ぶ ん

分たちは大
だいじょうぶ

丈夫だからと
いって、ていねいに断

ことわ

りました。ヤコブた
ちは子

こ ど も

供と家
か ち く

畜を連
つ

れて旅
たび

をしていたの
で、進

すす

むのがとても遅
おそ

かったのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ヤコブをふたた
びカナンに連

つ

れ帰
かえ

るとの約
やくそく

束を、守
まも

ってく
ださいましたか？ もちろん、守

まも

られました
ね。ヤコブが家

い え で

出をしたとき、彼
かれ

はほとん
ど何

なに

ももっていませんでした。しかし故
ふるさと

郷
に帰

かえ

るころには、たいそう裕
ゆうふく

福になってい
て、おおぜいの家

か ぞ く

族を引
ひ

き連
つ

れていまし
た。そして何

なに

よりも、神
かみさま

様とエサウのゆる
しをもらえたことが、彼

かれ

をよろこばせ、大
おお

いにほっとさせたのでした。

月
げ つ よ う び

曜日

ヤコブと彼
かれ

の家
か ぞ く

族は、ついにカナン
の地

ち
にたどりつきました。神

かみさま
様は

ヤコブに、ある特
とくべつ

別な場
ば し ょ

所へ行
い

きなさい
と言

い
われましたが、そこは何

なん
と呼

よ
ばれて

いるところでしたか？ 創
そうせいき
世記 35：１－４。

ヤコブは、20 年
ねんまえ

前にベテルで見
み

せられ
た美

うつく

しいはしごの夢
ゆめ

を、忘
わす

れていません
でした。神

かみさま

様は、まわりの異
い き ょ う と

教徒〔偶
ぐうぞう

像
を拝

おが

む人
ひと

〕たちとはまったく違
ちが

う生
い

き方
かた

を
しなくてはいけないことを、ヤコブと彼

かれ

の
家
か ぞ く

族に注
ちゅうい

意なさいました。そしてふたた
び、ヤコブの新

あたら

しい名
な ま え

前は「イスラエル」
であると言

い

われました。「イスラエル」とは、
「勝

しょうりしゃ

利者」という意
い み

味です。ヤコブはよう
やく、神

かみさま

様にまったく信
しんらい

頼することができ
るようになりました。

ハランにいるヤコブの親
しん

せきは、天
てん

の
神
かみさま

様を拝
おが

んでいながら、偶
ぐうぞう

像も拝
おが

んでい
ました。そこで神

かみさま

様は、ヤコブと彼
かれ

の家
か ぞ く

族
は、天

てん

の神
かみ

だけを拝
おが

むようにと念
ねん

をおされ
ました。また彼

かれ

らは、まわりの異
い き ょ う と

教徒たち
のように、宝

ほうせき

石などを身
み

につけるべきでは
ありませんでした。ほかにも、異

い き ょ う と

教徒たち
がしていたことで、すべきでないことがい
くつもありました。

故
ふるさと

郷のわがやにヤコブがたどりつく前
まえ

に、とても悲
かな

しいことが起
お

こりました。妻
つま

のラケルは、赤
あか

ん坊
ぼう

をもうひとり産
う

む予
よ て い

定
でした。ヤコブもラケルも、その子

こ

が生
う

ま
れるのを、とても楽

たの

しみにしていました。
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ところが、赤
あか

ん坊
ぼう

を産
う

んだすぐあとで、ラ
ケルが死

し

んでしまったのです。

ヤコブは、ひじょうに悲
かな

しみました。か
つて、ラケルと結

けっこん

婚するために、14 年
ねん

も
働
はたら

いたことがありました。彼
かのじょ

女を、とても
愛
あい

していたのです。彼
かれ

にとっては、右
み ぎ て

手と
同
おな

じくらい大
だ い じ

事な妻
つま

でした。そのとき生
う

ま
れた赤

あか

ん坊
ぼう

は、ベニヤミンと名
な

づけられま
した。「ベニヤミン」とは、「わが右

み ぎ て

手の〔か
けがえのない〕息

む す こ

子」という意
い み

味です。

考
かんが

えてみよう：ベテルへ行
い

く前
まえ

に、ヤコ
ブは、家

か ぞ く

族の人
ひと

たちに向
む

かって何
なん

と言
い

いま
したか？ 神

かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、そ
の律

りっぽう

法にしたがうことを選
えら

ぶとき、私
わたし

たち
は、ほかの人

ひと

とはちがった者
もの

となっていき
ます。私

わたし

たちが十
じっかい

戒にしたがうとき、どの
ような違

ちが

いがあらわれてくるだろうと思
おも

いま
すか？ 

火
か よ う び

曜日

ヤコブが故
ふるさと

郷をはなれているあいだ
に、彼

かれ
のお母

かあ
さんは死

し
んでしまい

ました。ヤコブがおおぜいの家
か ぞ く

族を連
つ

れ
てもどってきて、自

じぶん
分の近

ちか
くに住

す
んでくれ

たので、イサクの心
こころ

は大
おお

いに慰
なぐさ

められまし
た。亡

な
くなる〔死

し
ぬ〕まで、ヤコブはお父

とう

さんをとても大
だいじ

事にしました。

長
ながねん

年のあいだ、エサウはヤコブを殺
ころ

し
たいと思

おも

っていました。でも今
いま

は、すべて
が変

か

わりました。いよいよイサクが死
し

ぬと
き、双

ふ た ご

子の兄
きょうだい

弟は、ずっとつきそっていま
した。そして死

し

んだあと、ふたりで父
ちちおや

親を

墓
はか

に入
い

れたのでした。

ヤコブはよろこんで、父
ちちおや

親の財
ざいさん

産をすべ
てエサウにゆずりました。彼

かれ

が望
のぞ

んでいた
のは、神

かみさま

様の祝
しゅくふく

福だけでしたが、神
かみさま

様は、
彼
かれ

が望
のぞ

んでいる以
いじょう

上の祝
しゅくふく

福を与
あた

えられた
のでした。

ヤコブの 12 人
にん

の息
む す こ

子たちは、どんどん
成
せいちょう

長していきました。けれども、ヨセフと
弟
おとうと

のベニヤミンをのぞいた 10 人
にん

は、た
びたび悪

わる

い道
みち

を選
えら

んでいました。そのこ
とについて書

か

いてあるところを読
よ

んでくだ
さい。創

そうせいき

世記 37：１－４。ヨセフのお兄
にい

さんたちが彼
かれ

を憎
にく

むようになったきっかけ
が、ふたつありました。それらは何

なん

であっ
たと思

おも

いますか？ 

ヨセフは、お兄
にい

さんたちが大
だ い す

好きでした。
彼
かれ

らがサタンの誘
ゆうわく

惑に耳
みみ

をかたむけるの
を、ヨセフはとても悲

かな

しく思
おも

っていました。
お兄

にい

さんたちにやさしく注
ちゅうい

意したこともあり
ましたが、いうことを聞

き

いてはくれません
でした。そして、お父

とう

さんのいうことなら
聞
き

いてくれるだろうと思
おも

って、お父
とう

さんに
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話
はな

したのでした。ところがお兄
にい

さんたちは、
心
こころ

をいれかえてくれるどころか、父
ちちおや

親に告
つ

げ口
ぐち

したといって、ヨセフをますます憎
にく

む
ようになったのです。

またお兄
にい

さんたちは、ヤコブがヨセフに
だけ特

とくべつ

別な着
き も の

物を与
あた

えたので、ヨセフを
ねたんでいました。いちばん上

うえ

のお兄
にい

さ
んのルベンは、とても悪

わる

いことをしてしまっ
たために、お父

とう

さんから長
ちょうし

子の特
とっけん

権をもら
うことができませんでした。まさかお父

とう

さ
んは、弟

おとうと

のヨセフに特
とっけん

権を与
あた

えはしない
だろうかと、お兄

にい

さんたちは考
かんが

えるまでに
なっていました。

考
かんが

えてみよう：親
おや

が、ほかの兄
きょうだい

弟よりも、
ひとりの子

こ ど も

供だけをかわいがるのは、か
しこいことだと思

おも

いますか？ 子
こ ど も

供たちの間
あいだ

では、ひとりだけが親
おや

からひいきにされて
いると感

かん

じて、兄
きょうだい

弟の仲
なか

が悪
わる

くなることが
あります。しかし、たいていの親

おや

は、どの
子
こ ど も

供も同
おな

じように愛
あい

しています。兄
きょうだい

弟でも
一
ひ と り

人ひとりがちがうので、親
おや

たちは、それ
ぞれの子

こ ど も

供にとって最
さいぜん

善〔いちばんよいこ
と、ふさわしいこと〕のしつけを心

こころ

がけて
いるということを覚

おぼ

えておきましょう。

水
す い よ う び

曜日

ヨセフのお兄
にい

さんたちは彼
かれ

を憎
にく

んで
いましたが、心

こころ
のどこかでは、彼

かれ

にひかれていました。ヨセフは人
ひと

の役
やく

に立
た

つ子
こ ど も

供で、頼
たよ

りになり、やさしくて、しか
もハンサムでした。神

かみさま
様を愛

あい
し、よろこん

でしたがう少
しょうねん

年でもありました。けれども

お兄
にい

さんたちは、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に反
はん

する道
みち

をえらび、心
こころ

の中
なか

で憎
にく

しみを育
そだ

てていっ
たのでした。

ある晩
ばん

、ヨセフはふしぎな夢
ゆめ

を見
み

ました。
どんな夢

ゆめ

でしたか？ 創
そうせいき

世記 37：５－８。
その夢

ゆめ

の話
はなし

を聞
き

いたお兄
にい

さんたちは、こ
れまで以

いじょう

上に彼
かれ

を憎
にく

むようになりました。
それから、ヨセフは別

べつ

の夢
ゆめ

を見
み

ました。ど
んな夢

ゆめ

でしたか？ ９－11節
せつ

。それは何
なに

か
意
い み

味のある夢
ゆめ

にちがいないと、ヤコブは
思
おも

いました。

12 節
せつ

から14 節
せつ

まで読
よ

んでください。ヤ
コブは、息

む す こ

子たちを愛
あい

していました。上
うえ

の 10 人
にん

が家
か ち く

畜をつれて遠
とお

いところまで
行
い

き、なかなか戻
もど

らなかったので、彼
かれ

は
息
む す こ

子たちのことが心
しんぱい

配になりました。そこ
で、彼

かれ

らが無
ぶ じ

事かどうかを確
たし

かめるため、
ヨセフを送

おく

ったのでした。ヨセフは、くる
日
ひ

もくる日
ひ

も、お兄
にい

さんたちをさがし歩
ある

き
ました。

何
なんにち

日もたってから、やっとお兄
にい

さんたち
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を見
み

つけることができました。彼
かれ

らが無
ぶ じ

事
であることがわかって、ヨセフはどんなに
うれしかったことでしょう。ところがお兄

にい

さ
んたちは、ちっともうれしくありませんでし
た。それから彼

かれ

らは、信
しん

じられないような
ことをしたのです。19－24 節

せつ

。長
ちょうなん

男の
ルベンだけが、ヨセフを殺

ころ

すことに反
はんたい

対で
した。

ヨセフはけん命
めい

に叫
さけ

んで、穴
あな

から出
だ

して
くれるように頼

たの

みましたが、お兄
にい

さんたち
は、平

へ い き

気な顔
かお

ですわって食
しょくじ

事をしていま
した。

しばらくして、エジプトに向
む

かって旅
たび

を
している商

しょうにん

人の一
いちだん

団が、向
む

こうに見
み

えてき
ました。するとユダが、ヨセフを彼

かれ

らに売
う

り飛
と

ばしてしまおうと言
い

いました。みんな
が賛

さんせい

成しました。そんな恐
おそ

ろしいことはし
たくないと思

おも

った人
ひと

がいたとしても、だれ
もそれを言

い

い出
だ

す勇
ゆ う き

気はありませんでし
た。

ヨセフは、恐
おそ

れおののきました。奴
ど れ い

隷
になることは、死

し

ぬよりも恐
おそ

ろしいことだっ
たからです。いくらお願

ねが

いしても、むだで
した。とうとう彼

かれ

は、奴
ど れ い

隷として売
う

られて
しまったのです。ヨセフを連

つ

れた商
しょうにん

人たち
は、ふたたびエジプトへの道

みち

を進
すす

んでい
きました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様に従
したが

おうとしない人
ひと

たちは、神
かみさま

様にしたがう人
ひと

たちを憎
にく

み、か
らかうことがあります。なぜでしょう？ たと
えばかにされようとも、私

わたし

たちはいつも正
ただ

しいことをすべきではないでしょうか？ ヨ
ハネ第

だいいち

一の手
てが み

紙３章
しょう

の15 節
せつ

を読
よ

んでくだ

さい。ヨセフのお兄
にい

さんたちは、ヨセフを
じっさいに殺

ころ

しはしませんでしたが、それ
でも彼

かれ

らは人
ひとごろ

殺しであったと言
い

えるでしょう
か？ 

木
も く よ う び

曜日

いちばん上
うえ

のお兄
にい

さんのルベンは、
商
しょうにん

人たちがヨセフを買
か

ったとき、
そこにはいませんでした。彼

かれ
はあとで、こっ

そりヨセフを助
たす

け出
だ

すつもりでした。穴
あな

の
ところにもどってみると、ヨセフはすでに
売
う

られてしまっていました。どんなに嘆
なげ

い

ても、もう手
ておく

遅れです。それから、お兄
にい

さ
んたちはどうしましたか？ 創

そうせいき
世記 37：29

－35。

お兄
にい

さんたちは、ヨセフさえいなくなれ
ば、自

じ ぶ ん

分たちはもっと幸
こうふく

福になれると思
おも

っ
ていました。彼

かれ

らは、ヨセフを失
うしな

ったこと
を知

し

ったときの、ヤコブの悲
かな

しみを見
み

ま
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した。父
ちちおや

親の悲
かな

しんでいるようすを見
み

て、
自
じ ぶ ん

分たちのしたことの恐
おそ

ろしさがわかり、
とてもみじめな気

き も

持ちになりました。罪
つみ

を
ごまかすために、たくさんのうそをつかな
くてはいけませんでした。こわくて、いま
さら本

ほんとう

当のことは言
い

えませんでした。もし
彼
かれ

らがしたことをお父
とう

さんが知
し

ったら、彼
かれ

はもっとショックを受
う

けることでしょう。お
兄
にい

さんたちは、はじめて罪
つみ

の恐
おそ

ろしさを思
おも

い知
し

ることになりました。そして、はげし
い後

こうかい

悔〔自
じ ぶ ん

分のしたことを、あとになって
悔
く

やむこと〕におそわれたのでした。

そのころ、奴
ど れ い

隷の身
み

となったヨセフは、
エジプトに向

む

かっていました。彼
かれ

は、失
しつぼう

望
のどん底

ぞこ

にいました。やがて商
しょうにん

人の一
いちだん

団
は、ヨセフの家

か ぞ く

族が住
す

んでいた天
てんまく

幕から、
丘
おか

をひとつ越
こ

えたところにさしかかりまし
た。あの丘

おか

をこえたところに、大
だ い す

好きなお
父
とう

さんがいるはずです。もしお父
とう

さんに
今
いま

のようすを知
し

らせることができたら、彼
かれ

はなんとしても助
たす

けてくれるはずです。で
も、知

し

らせるすべはありません。ヨセフは、
自
じ ぶ ん

分がいなくなったことを知
し

ったら、お父
とう

さんはどんなに悲
かな

しむだろうと考
かんが

えました。

サタンは、神
かみさま

様の愛
あい

をうたがうように、
ヨセフを誘

ゆうわく

惑していたと思
おも

いますか？ もち
ろん、誘

ゆうわく

惑していたはずです。しかしヨセ
フは、すでに進

すす

むべき道
みち

をえらんでいまし
た。自

じ ぶ ん

分に何
なに

が起
お

ころうと、いつも神
かみさま

様を
愛
あい

し、信
しんらい

頼し、したがうことを決
き

めていた
のです。その決

けっしん

心を、変
か

えるつもりはあり
ませんでした。

イシマエル人
びと

というのは、ヨセフの大
おお

お
じ〔祖

そ ふ ぼ

父母の兄
きょうだい

弟〕にあたる、イシマエ

ルの子
し そ ん

孫でした。つまり、あの商
しょうにん

人たちは、
ヨセフの遠

とお

い親
しん

せきだったのです。旅
たび

を
しながら、彼

かれ

らは、ヨセフを注
ちゅうい

意して見
み

て
いました。ヨセフは奴

ど れ い

隷になったことを悲
かな

しんでいましたが、いつも礼
れ い ぎ た だ

儀正しくて気
き

がきくので、商
しょうにん

人たちはとても感
かんしん

心してい
ました。

考
かんが

えてみよう：どんなことがあっても神
かみさま

様
に信

しんらい

頼してしたがうのは、簡
かんたん

単なことです
か？ こんなに恐

おそ

ろしいことが自
じ ぶ ん

分に起
お

こる
のを、神

かみさま

様はなぜゆるされたのか、ヨセ
フはその理

り ゆ う

由を知
し

っていましたか？ ヨセフ
は、とてもおりこうな少

しょうねん

年でした。しかしこ
の世

せ か い

界では、いい人
ひと

たちに悪
わる

いことが起
お

こ
ることがあります。あなたは、たとえ何

なに

が
あっても、神

かみさま

様に信
しんらい

頼する決
けっしん

心をしていま
すか？ 

金
き ん よ う び

曜日

エジプトに着
つ

いてから、奴
ど れ い

隷のヨセ
フは、だれのもとに売

う
られていき

ましたか？ 創
そうせいき
世記39：１－６。ポテパルは、

ヨセフをとても信
しんらい

頼していましたね。そし
てヨセフは、神

かみさま
様に信

しんらい
頼していました。ポ

テパルも、ヨセフが拝
おが

んでいた神
かみさま

様につい
て、いろいろ学

まな
ぶことができたはずです。

ところが、ある日
ひ

とつぜん、すべてが変
か

わってしまいました。ポテパルの妻
つま

が、ヨ
セフについて、夫

おっと

にひどいうそを言
い

ったの
です。ポテパルは、かんかんに怒

おこ

りました。
彼
かれ

は、ヨセフに何
なに

をしましたか？ 20 節
せつ

。

ヨセフががっかりして、やる気
き

をなくし
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たとしても、無
む り

理もありません。ふたたび、
何
なに

も悪
わる

いことをしていないのに、ひどい
ことをされたのですから。けれどもヨセフ
は、神

かみさま

様に信
しんらい

頼しつづけることにしていま
した。牢

ろ う や

屋にいる間
あいだ

、神
かみさま

様はどのように
彼
かれ

を祝
しゅくふく

福なさいましたか？ 21－23節
せつ

。

じきにヨセフは、すべての囚
しゅうじん

人たちと知
し

り合
あ

いになりました。創
そうせいき

世記 40 章
しょう

の１－

８節
せつ

にでてくる、ふたりの囚
しゅうじん

人について読
よ

んでください。ヨセフは、自
じ ぶ ん

分なら、彼
かれ

ら
が見

み

た夢
ゆめ

の解
と

き明
あ

かしができるとは言
い

っ
ていません。それができるのは、神

かみさま

様だ
けであると言

い

っているのです。そして神
かみさま

様
は、ヨセフに夢

ゆめ

の意
い み

味を示
しめ

してくださいま
した。

ヨセフは、給
きゅうじやく

仕役の長
ちょう

に、三
み っ か

日のうち
に釈

しゃくほう

放されて〔牢
ろう

から出
だ

されること〕、も
との仕

し ご と

事にもどされると言
い

いました。とこ
ろが料

りょうりやく

理役の長
ちょう

には、三
み っ か

日のうちに死
し け い

刑
になると言

い

わなくてはいけませんでした。
給
きゅうじやく

仕役の長
ちょう

に解
と

き明
あ

かしを語
かた

ったあと、

ヨセフは彼
かれ

に、何
なに

をお願
ねが

いしましたか？ 
14、15節

せつ

。

すべて、夢
ゆめ

の解
と

き明
あ

かしのとおりになり
ました。給

きゅうじやく

仕役の長
ちょう

は、パロの宮
きゅうでん

殿にも
どされ、もとの仕

し ご と

事につきました。そして
料
りょうりやく

理役の長
ちょう

は、木
き

にかけられ、殺
ころ

されて
しまったのです。ヨセフは、１日

にち

でも早
はや

く
牢
ろ う や

屋から出
で

られるようになることを期
き た い

待し
ていました。しかし、早

はや

く自
じ ゆ う

由になりたい
というヨセフの夢

ゆめ

は、なかなかかないま
せんでした。23 節

せつ

。

ヨセフは、がっかりしましたが、それか
ら２年

ねんかん

間、牢
ろ う や

屋での仕
し ご と

事を、明
あか

るく忠
ちゅうじつ

実
におこなったのでした。

考
かんが

えてみよう：ヨセフが牢
ろ う や

屋にいる間
あいだ

、
神
かみさま

様は彼
かれ

とともにおられましたか？ 楽
たの

しみ
にしていたことがかなわなくて、がっかりし
たことはありませんか？ そういうとき、あな
たはどうしましたか？ すっかり機

き げ ん

嫌が悪
わる

く
なり、いつまでもめそめそしていましたか？ 
それとも、笑

え が お

顔をうかべて明
あか

るくふるまい
ましたか？ ヨセフは、どうしたでしょう？ 

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★創

そうせいき

世記 33 章
しょう

、35 章
しょう

、

　37 章
しょう

、39 章
しょう

、 

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.216-240

★あがないの歴
れ き し

史 p.117-126
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７才
さい

のアラステアは、家
か ぞ く

族といっしょ
にフィリピンに住

す
んでいました。

彼
かれ

の 両
りょうしん

親 は、
宣
せんきょうし

教師でした。
敵
てき

の軍
ぐんたい

隊がせ
めてきたとき、
彼
かれ

らの 命
いのち

もあ
ぶなくなりまし
た。

親
しんせつ

切なフィリピン人
じん

と中
ちゅうごくじん

国人は、宣
せんきょうし

教師
が山

やま

に逃
に

げるのを手
て つ だ

伝ってくれました。山
やま

にのがれた彼
かれ

らは、ヤシの葉
は

で小
こ や

屋を
建
た

てました。床
ゆか

は土
ど ま

間〔地
じ め ん

面をそのまま
使
つか

った床
ゆか

〕で、ブリキの箱
はこ

でできたかまど
があるだけでした。食

た

べ物
もの

は、少
すこ

しばか
りの米

こめ

と、牛
ぎゅうにゅう

乳のかんづめ２個
こ

だけでし
た。服

ふく

もわずかしかありません。しかたが
ないので、バナナとサツマイモばかりを食

た

べて生
せいかつ

活していました。それでも彼
かれ

らは、
家
か ぞ く

族そろって安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所にいられることを
感
かんしゃ

謝しました。

けれども火
ひ

を使
つか

うときは、とても用
ようじん

心し
ました。木

き

のあいだから煙
けむり

がたちのぼる
のを敵

てき

に見
み

られたら、そこに隠
かく

れ家
が

があ
ることがわかってしまいます。もしそうなっ
たら、かならずさがしにやってくることで
しょう。

ときどき、親
しんせつ

切な現
げ ん ち

地の人
ひと

たちがやって
きて、敵

てき

が近
ちか

づいていることを知
し

らせてく

れました。「いそいで、もっと奥
おく

のジャン
グルに隠

かく

れなさい」と言
い

いにきてくれるの
です。そんなとき
は、 少

すこ

しば かり
の持

も

ち物
もの

を手
て

に
とって、引

ひ っ こ

越しを
します。

村
むら

をたず ねて
も安

あんぜん

全なときは、
友
ゆうじん

人たちが教
おし

えてくれました。村
むら

に行
い

けば、
食
た

べ物
もの

を買
か

うことができました。

飛
ひ こ う き

行機だったら、彼
かれ

らを救
すく

い出
だ

すことが
できたかもしれませんが、飛

ひ こ う き

行機が着
ちゃくりく

陸
するための場

ば し ょ

所は、どこにもありませんで
した。危

き け ん

険なので、軍
ぐんかん

艦〔軍
ぐんたい

隊の船
ふね

〕は
島
しま

に近
ちか

づこうともしません。幼
おさな

いアラステ
アは、潜

せんすいかん

水艦〔海
うみ

の中
なか

をもぐって移
い ど う

動す
る船

ふね

〕だったら、自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

い出
だ

すこ
とができるはずだと考

かんが

えました。だれにも
見
み

られずに、島
しま

に近
ちか

づくことができるから
です。そこでアラステアは毎

まいにち

日、神
かみさま

様が
潜
せんすいかん

水艦を島
しま

に送
おく

ってくださるようにと祈
いの

り
ました。

アメリカ 人
じん

の パ イロットの 中
なか

に は、
戦
せ ん と う き

闘機を撃
う

ち落
お

とされても生
い

きのびて、
島
しま

に隠
かく

れている人
ひと

たちもいました。

ついに、アメリカ海
かいぐん

軍の偉
えら

い人
ひと

たちが、
島
しま

に助
たす

けを待
ま

っている人
ひと

たちがいることを
知
し

るようになりました。彼
かれ

らは、何
なんがつなんにち

月何日

お話
はな

しひろば 

潜
せんすいかん

水艦を祈
い の

りもとめるアラステア
エイミー・シェラード
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の何
な ん じ

時に、潜
せんすいかん

水艦で助
たす

けにいくというメッ
セージを送

おく

りました。そのために、いそ
いで準

じゅんび

備をしなくてはいけません。アラス
テアは、わくわくしてきました。自

じ ぶ ん

分の祈
いの

りがきかれることを知
し

ったからです。

いよいよ、その日
ひ

がやってきました。
潜
せんすいかん

水艦が水
すいめん

面にあらわれて、合
あ い ず

図をおくり
ました。合

あ い ず

図があったら、小
ちい

さいボートに
乗
の

りこむことになっていました。ところが、
潜
せんすいかん

水艦が、とつぜん水
みず

の中
なか

にもぐってしま
いました。

救
きゅうしゅつ

出を待
ま

っていた人
ひと

たちが小
ちい

さいボー
トに乗

の

りこもうとしたちょうどその時
とき

、敵
てき

の
軍
ぐんかん

艦が姿
すがた

をあらわしたのです。そのまま
通
とお

り過
す

ぎてくれることを期
き た い

待していました
が、錨

いかり

をおろしはじめました。救
きゅうしゅつ

出を待
ま

っ
ていた人

ひと

たちは、これで島
しま

を逃
に

げ出
だ

すチャ
ンスはなくなってしまったと思

おも

いました。

まもなく、 あたりが 暗
くら

くなりました。
潜
せんすいかん

水艦は、これ以
いじょうなが

上長く待
ま

つことはできな
いはずです。いったい、どうすればよいの
でしょう？ 彼

かれ

らは祈
いの

りました。それから小
ちい

さいボートに乗
の

って、静
しず

かに敵
てきかん

艦のまわり
をまわってみることにしました。敵

てき

に見
み

ら
れたり、物

ものおと

音を聞
き

かれたりすれば、攻
こうげき

撃
されて、いっかんの終

お

わりです。ふたたび、
潜
せんすいかん

水艦が水
すいめん

面にあらわれました。すばや
くボートの上

うえ

にいる人
ひと

たちを潜
せんすいかん

水艦に移
うつ

し、ふたたび水
みず

の中
なか

に沈
しず

んでいきました。
ようやく、逃

に

げることができたのです。そ
の５

い つ か ご

日後、彼
かれ

らは無
ぶ じ

事、別
べつ

の国
くに

にたどり
着
つ

いたのでした。

アラステアと彼
かれ

の両
りょうしん

親は、イエス様
さま

が、
彼
かれ

らの祈
いの

りに答
こた

えて潜
せんすいかん

水艦を送
おく

ってくだ

さったことを知
し

っていました。
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日
に ち よ う び

曜日

７本
ほん

のやせほそった麦
むぎ

の穂
ほ

が、７
本
ほん

のまるまると太
ふと

った麦
むぎ

の穂
ほ

を食
た

べてしまうのを、見
み

たことがありますか？ 
または、７頭

とう
のやせこけた牛

うし
が、７頭

とう
の

肥
こ

えた〔よく肉
にく

がついて太
ふと

っている〕牛
うし

を
食
た

べてしまい、それでもまだやせこけてい
るのを、見

み
たことがありますか？ これこそ、

エジプトの王
おうさま

様が夢
ゆめ

で見
み

た光
こうけい

景でした。
その夢

ゆめ
の意

い み
味を教

おし
えてくれる人

ひと
がだれもい

なかったので、王
おうさま

様は大
おお

いに悩
なや

み、心
しんぱい

配
しました。

エ ジ プトの 人
ひと

たち は、 自
じ ぶ ん

分 たち の
王
おうさま

様を、パロと呼
よ

んでいました。パロの
給
きゅうじやく

仕役の長
ちょう

をおぼえていますか？ パロの
夢
ゆめ

について聞
き

いた彼
かれ

は、ようやく何
なに

かを思
おも

い出
だ

しましたか？ そうです、自
じ ぶ ん

分が牢
ろ う や

屋で
みた夢

ゆめ

と、ヨセフのことを思
おも

い出
だ

したので
す。ヨセフのことをパロに話

はな

したら、王
おうさま

様
はすぐに、ヨセフを呼

よ

びにいかせました。

ヨセフはまだ、牢
ろ う や

屋の中
なか

にいました。
パロが自

じ ぶ ん

分に会
あ

いたがっていると聞
き

いたと
きのヨセフの驚

おどろ

きを、想
そうぞう

像することができ
ますか？ 

王
おうさま

様がなぜ自
じ ぶ ん

分に会
あ

いたがっているの
だろうと、ヨセフはふしぎに思

おも

ったはずで
す。それから、どうなりましたか？ 創

そうせいき

世記

41：14、15。

ここでもふたたび、ヨセフは、自
じ ぶ ん

分に夢
ゆめ

の解
と

き明
あ

かしができるとは、思
おも

ってもいま
せん。彼

かれ

は、パロになんと言
い

いましたか？ 
16 節

せつ

。

王
おうさま

様 から夢
ゆめ

の 話
はなし

を聞
き

いたヨセフに、
神
かみさま

様が夢
ゆめ

の意
い み

味を教
おし

えてくださいました。
まるまると太

ふと

った７本
ほん

の麦
むぎ

の穂
ほ

と、肥
こ

えた
７頭

とう
の牛

うし

は、これから７年
ねんかん

間、作
さくもつ

物がゆ
たかに実

みの

る豊
ほうさく

作の年
とし

がつづくことをあらわ
していました。そして７本

ほん

のやせほそった
麦
むぎ

の穂
ほ

と、やせこけた７頭
とう

の牛
うし

は、その
あとで、７年

ねんかん

間のききん〔作
さくもつ

物の収
しゅうかく

穫が
少
すく

なく、食
た

べ物
もの

が足
た

りなくなること〕がやっ

誠
せいじつ

実さが報
むく

われる

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「彼
かれ

はわたしの歩
あゆ

む道
みち

を知
し

っておられる。彼
かれ

がわたしを試
こころ

みら

れるとき、わたしは金
きん

のように出
で

てくるであろう」。

ヨブ記
き

23 章
しょう

10 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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てくることをあらわしていました。何
なに

か手
て

を打
う

たなければ、そのうち食
た

べるものが
なくなって、人

ひとびと

々は飢
う

えに苦
くる

しむことにな
ります。

ヨセフはパロに、だれか王
おうさま

様を助
たす

けて、
国
くにじゅう

中をききんに備
そな

えさせる人
ひと

をさがすよう
に言

い

いました。豊
ほうさく

作〔作
さくもつ

物がよく実
みの

って
収
しゅうかく

穫が多
おお

いこと〕の７年
ねん

のあいだに、た
くさんの食

た

べ物
もの

をたくわえることができた
ら、７年

ねん

のききんのあいだも、人
ひとびと

々がお
なかをすかせて苦

くる

しむことはなくなるで
しょう。

考
かんが

えてみよう：あなたは、自
じ ま ん

慢〔自
じ ぶ ん

分を
ほめ、とくいになること〕したことがありま
すか？ ヨセフは、夢

ゆめ

の解
と

き明
あ

かしができる
ことを、パロに自

じ ま ん

慢しましたか？ いいえ。
彼
かれ

は、何
な ん ど

度もなんども、神
かみさま

様が人
ひとびと

々のこと
を思

おも

って、あのような夢
ゆめ

を与
あた

えてくださった
と、パロに言

い

いました。神
かみさま

様がおられな
ければ何

なに

もできないことを、私
わたし

たちはしば
しば忘

わす

れてしまわないでしょうか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

ヨセフはパロに、夢
ゆめ

の意
い み

味と、王
おう

としてやるべきことを語
かた

りました。
パロは、ヨセフの意

い け ん
見にしたがうことにし

ましたか？ 創
そうせいき
世記 41：37－44。

ヨセフの人
じんせい

生は、あっというまに、かん
ぜんに変

か

わってしまいました。囚
しゅうじん

人として
牢
ろ う や

屋で暮
く

らしていたのに、とつぜん、エ
ジプトというすごい国

くに

の総
そ う り だ い じ ん

理大臣になった
わけですから。

おまけにパロは、ヨセフに妻
つま

も与
あた

えまし
た。彼

かのじょ

女の名
な ま え

前は、アセナテといいました。
そして、７年

ねん

の豊
ほうさく

作の期
き か ん

間がおわるまで
には、ふたりの息

む す こ

子が与
あた

えられていまし
た。ヨセフはふたりの息

む す こ

子に、なんという
名
な ま え

前をつけましたか？ また、どうしてその
ような名

な

がつけられたのでしょう？ 51、52
節
せつ

。

夢
ゆめ

の中
なか

でパロに告
つ

げられたとおり、７
年
ねん

のあいだは十
じゅうぶん

分すぎるほどの食
た

べ物
もの

が
ありました。その間

あいだ

、ヨセフは、あまった
食
た

べ物
もの

をためておくための倉
そ う こ

庫を、たくさ
ん建

た

てさせました。

そのあとで、７年
ねんかん

間の飢
き

きんがやって
きたわけです。しかし、準

じゅんび

備はできてい
ました。人

ひとびと

々が食
た

べ物
もの

を必
ひつよう

要としたとき、
パロは彼

かれ

らにむかって、何
なに

をするように言
い

いましたか？ 54、55節
せつ

。
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食
た

べ物
もの

がなくなって困
こま

ったのは、エジプ
トの人

ひとびと

々ばかりではありませんでした。56
節
せつ

と57節
せつ

を読
よ

んでください。

遠
とお

くはなれたカナンの地
ち

では、ある家
か ぞ く

族
が、このひどい飢

き

きんをどうやって乗
の

りき
ろうかと、頭

あたま

をかかえていました。創
そうせいき

世記

42：１－５。

ヨセフのお兄
にい

さんたちが、彼
かれ

を売
う

り飛
と

ばしてから、20 年
ねん

くらいたっていました。
年
ねんげつ

月がたてばたつほど、彼
かれ

らの後
こうかい

悔〔あ
とになって悔

く

やむこと〕はますます大
おお

きく
なっていきました。しかし、お父

とう

さんに
本
ほんとう

当のことを話
はな

す勇
ゆ う き

気はありませんでし
た。ヨセフはもう死

し

んでしまったにちがい
ない、と彼

かれ

らは思
おも

いました。けれども、エ
ジプトへ食

た

べ物
もの

を買
か

いに行
い

ったときには、
ヨセフのことが頭

あたま

から離
はな

れなくなっていた
のでした。

考
かんが

えてみよう：ヨセフのおかげで神
かみさま

様の
ことを知

し

るようになった人
ひと

たちが、エジプ
トにいましたか？ だれだか分

わ

かりますか？ 
私
わたし

たちも、自
じ ぶ ん

分の行
おこな

いによって、人
ひとびと

々に
神
かみさま

様のことを教
おし

えることができるでしょう
か？ 

火
か よ う び

曜日

エジプトが飢
き

きんのあいだは、ヨセ
フが、人

ひとびと
々に食

た
べ物

もの
を売

う
る仕

しごと
事

をまかされていました。ある日
ひ

、10 人
にん

の
男
おとこ

たちが、食
た

べ物
もの

を買
か

いにやってきました。
彼
かれ

らはヨセフを見
み

ても、だれだか分
わ

かりま
せんでしたが、ヨセフは彼

かれ
らを見

み
て、すぐ

にだれだか分
わ

かりました。彼
かれ

らを見
み

たとき、
ヨセフは驚

おどろ
いたにちがいありません。なぜ

なら、彼
かれ

らはヨセフのお兄
にい

さんたちだった
のですから。ヨセフに会

あ
ったとき、お兄

にい
さ

んたちはどうしましたか？ ヨセフは、どう
しましたか？ 創

そうせいき
世記 42：６－８。

ヨセフの頭
あたま

は、めまぐるしく動
うご

いていま
した。お兄

にい

さんたちのところに走
はし

っていっ
て、みんなと抱

だ

き合
あ

いたかったのですが、
その気

き も

持ちをけん命
めい

におさえました。彼
かれ

らは今
いま

でも、自
じ ぶ ん

分を憎
にく

んでいるだろうか？ 
それとも、心

こころ

を入
い

れかえてくれただろうか？ 
ベニヤミンは、どこにいるんだろう？ ベニ
ヤミンも、お兄

にい

さんたちに憎
にく

まれているの
だろうか？ 大

だ い す

好きなお父
とう

さんは、今
いま

でも
生
い

きているだろうか？ 

むかし見
み

た、お兄
にい

さんたちの麦
むぎ

の束
たば

が、
自
じ ぶ ん

分の麦
むぎ

の束
たば

を拝
おが

んだ夢
ゆめ

を、ヨセフは思
おも

い出
だ

しました。彼
かれ

らが心
こころ

を入
い

れかえたかど
うかを、確

たし

かめることにしました。彼
かれ

らに
わざとスパイの疑

うたが

いをかけて、いろいろ
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質
しつもん

問してみることにしました。９－17節
せつ

。

牢
ろ う や

屋に入
い

れられたお兄
にい

さんたちは、む
かしのことを思

おも

い出
だ

しながら、いろいろな
ことを考

かんが

えていました。お父
とう

さんのヤコブ
は、弟

おとうと

のベニヤミンを、けっしてエジプト
には行

い

かせないだろうと思
おも

いました。しか
し、このまま飢

き

きんがつづけば、食
た

べ物
もの

を買
か

いにエジプトにもどってこなくてはい
けません。自

じ ぶ ん

分たちは、どうなってしまう
のだろう？ ヨセフを奴

ど れ い

隷に売
う

ってしまった
自
じ ぶ ん

分たちも、奴
ど れ い

隷にされてしまうのだろう
か？ 

３
み っ か

日めに、ヨセフはふたたび、彼
かれ

らと
話
はなし

をしました。ヨセフはエジプトの言
こ と ば

葉を
使
つか

っていたので、あいだに通
つうやく

訳を入
い

れて
話
はな

します。彼
かれ

らはおたがいに相
そうだん

談し合
あ

い
ながら、エジプトの総

そ う り だ い じ ん

理大臣と話
はな

しました
が、彼

かれ

らの言
こ と ば

葉をヨセフがぜんぶ分
わ

かっ
ていることを、お兄

にい

さんたちは知
し

りません
でした。ヨセフは、そこから出

で

て行
い

きまし
た。これ以

いじょう

上、涙
なみだ

をこらえきれなくなった
からでした。18－24節

せつ

。

恐
おそ

れおののいた９人
にん

の男
おとこ

たちは、故
ふるさと

郷
にむかって旅

た び だ

立ちました。ただひとり、シ
メオンだけが、牢

ろ う や

屋に残
のこ

ることになりまし
た。彼

かれ

がいちばんヨセフを殺
ころ

したがって
いたことを、お兄

にい

さんたちは思
おも

い出
だ

しまし
た。

その日
ひ

の晩
ばん

、ロバにえさをあげようと、
穀
こくもつ

物の袋
ふくろ

をあけてみると、中
なか

には何
なに

が
入
はい

っていましたか？ 25－28 節
せつ

。何
なに

から
なにまで、おかしなことばかりです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ヨセフのお兄
にい

さ

んたちを怒
おこ

っておられたのでしょうか？ そ
れとも、本

ほんとう

当は彼
かれ

らを助
たす

けておられたので
しょうか？ どうやって、助

たす

けておられたので
しょう？ ヨセフは、怒

おこ

っていたと思
おも

います
か？ 

水
す い よ う び

曜日

家
い え

にもどったヨセフのお兄
にい

さんたち
は、エジプトで起

お
こったことを、

ぜんぶお父
とう

さんに話
はな

しました。今
こ ん ど

度エジ
プトへ行

い
くときには、ベニヤミンもいっしょ

に連
つ

れて行
い

かなくてはならないことも話
はな

し
ました。かならずベニヤミンを無

ぶ じ
事つれて

帰
かえ

ってくるからと言
い

っても、ヤコブは、「だ
めだ」と言

い
うだけでした。創

そうせいき
世記 42：29

－38。

とうとう、食
た

べ物
もの

が残
のこ

り少
すく

なくなりまし
た。ヤコブは息

む す こ

子たちに、食
た

べ物
もの

を買
か

いに、
またエジプトへ行

い

くように頼
たの

みました。し
かしユダは、エジプトの総

そ う り だ い じ ん

理大臣に言
い

わ
れたことをくりかえして、ベニヤミンをいっ
しょに行

い

かせてくれるよう、お父
とう

さんを
説
せっとく

得したのでした。ついに、ヤコブはな
んと言

い

いましたか？ 創
そうせいき

世記 43：11－14。

ふたたびエジプトにやってきたお兄
にい

さん
たちは、おどろき恐

おそ

れました。何
なに

が起
お

こっ
たのでしょう？ 15－18 節

せつ

。彼
かれ

らは、どう
しましたか？ 19－23節

せつ

。

家
いえ

づかさが親
しんせつ

切だったので、お兄
にい

さん
たちはほっとしました。ヨセフの家

いえ

には、
シメオンも連

つ

れてこられました。総
そ う り だ い じ ん

理大臣
に贈

おく

り物
もの

をさし上
あ

げる前
まえ

に、あれこれ説
せつめい

明
しなくてはいけませんでした。
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ヨセフが入
はい

ってくると、お兄
にい

さんたちは、
うやうやしく彼

かれ

にあいさつをしました。ヨ
セフは、お兄

にい

さんたちといっしょにいるベ
ニヤミンが気

き

になって、仕
し か た

方ありません
でした。29－31 節

せつ

。ヨセフは、どんな
気
き も

持ちでしたか？ 

食
しょくじ

事の席
せき

で、お兄
にい

さんたちはあること
に気

き

がついて、びっくりしました。きっち
り、年

とし

の順
じゅん

にすわらされたのです。しかも、
ベニヤミンのお皿

さら

だけ、お兄
にい

さんたちの
お皿

さら

よりも、食
た

べ物
もの

が５倍
ばい

も多
おお

く入
い

れられ
ていました。

ヨセフはこっそり、様
よ う す

子をうかがってい
ました。お兄

にい

さんたちはだれも、気
き

にして
いないようでした。しかし、もうひとつだけ、
きびしいテストを用

よ う い

意していました。それ
は何

なん

でしたか？ 

考
かんが

えてみよう：つぎの日
ひ

の朝
あさ

、旅
た び だ

立った
お兄

にい

さんたちは、どんな気
き も

持ちだったと思
おも

いますか？ 

木
も く よ う び

曜日

エジプトではすべてがうまくいった
ので、わがやに向

む
かって旅

た び だ
立った

ヨセフのお兄
にい

さんたちは、とてもほっとし
ていました。ベニヤミンは無

ぶ じ
事でした。シ

メオンも、いっしょに帰
かえ

ることになりまし
た。食

た
べ物

もの
も手

て
に入

はい
りました。あとは、

うちに戻
もど

るだけです。ところが、町
まち

の外
そと

ま
でくると、ヨセフの家

いえ
づかさが追

お
いかけて

くるではありませんか。今
きょう

日は、きげんが
悪
わる

そうです。

彼
かれ

はきびしい態
た い ど

度で、「どうして、私
わたし

の
主
しゅじん

人が大
たいせつ

切にしている、銀
ぎん

のコップをぬ
すんだのですか？ 」と質

しつもん

問しました。

お兄
にい

さんたちは、びっくりしました。だ
れも、コップを盗

ぬす

んではいません。それ
だけは確

たし

かだと思
おも

ったので、
もしコップがだれかの袋

ふくろ

の
中
なか

で見
み

つかったら、その袋
ふくろ

のもちぬしは殺
ころ

され、残
のこ

り
の者

もの

たちは奴
ど れ い

隷になっても
いいと言

い

ったのでした。

家
いえ

づかさは言
い

いました。
「いや、コップの見

み

つかった
袋
ふくろ

のもちぬしだけが、どれいになればい
い」と。家

いえ

づかさは、いちばん上
うえ

のお兄
にい

さんのものから始
はじ

めて、ひとつひとつ袋
ふくろ

を
調
しら

べました。そしてなんと、さいごの袋
ふくろ

、
つまりベニヤミンの袋

ふくろ

をあけると、中
なか

から
銀
ぎん

のコップが出
で

てきたのです。お兄
にい

さんた
ちは、どうしましたか？ 創

そうせいき

世記 44：13。

そのあいだヨセフは、自
じ ぶ ん

分の家
いえ

で待
ま

っ
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ていました。ベニヤミンを奴
ど れ い

隷にすると
言
い

ったら、お兄
にい

さんたちはどうするだろう
か？ 彼

かれ

をエジプトにおいて、帰
かえ

ってしまう
だろうか？ しばらくたって、お兄

にい

さんたち
が戻

もど

ってきました。ヨセフに話
はなし

をしたのは、
ユダでした。もしベニヤミンを連

つ

れてもど
らなかったら、お父

とう

さんは死
し

んでしまうだ
ろうと言

い

いました。それから彼
かれ

は、ベニヤ
ミンの代

か

わりに、自
じ ぶ ん

分を奴
ど れ い

隷にするようヨ
セフに頼

たの

んだのでした。

お兄
にい

さんたちが確
たし

かに変
か

わったことを、
ヨセフははっきりと知

し

りました。彼
かれ

は召
めしつかい

使
たちみんなに、部

へ や

屋から出
で

るよう命
めい

じまし
た。もう、通

つうやく

訳も必
ひつよう

要ありません。創
そうせいき

世記

45：１－４。

エジプトの総
そ う り だ い じ ん

理大臣がヨセフだって？ 
お兄

にい

さんたちは、信
しん

じられない気
き も

持ちで
した。何

なに

も言
い

うことができません。ヨセフ
は、どうするだろうか？ ベニヤミン以

い が い

外は、
奴
ど れ い

隷にされてもおかしくありません。ヨセ
フはすぐに、こわがらなくてもいいと、彼

かれ

らに告
つ

げました。５－８節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ヨセフは、神
かみさま

様を愛
あい

し、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、神
かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがうこと
を選

えら

んでいました。神
かみさま

様は、彼
かれ

の身
み

に起
お

こっ
たすべての悪

わる

いことを、祝
しゅくふく

福に変
か

えること
がおできになったでしょうか？ 私

わたし

たちがヨ
セフと同

おな

じ道
みち

を選
えら

んだら、神
かみさま

様は私
わたし

たちの
ためにも、そうしてくださるでしょうか？ ロー
マ８：28。

金
き ん よ う び

曜日

ヨセフがお兄
にい

さんたちに、本
ほんとう

当のこ
とを話

はな
してから、実

じつ
にいろいろな

ことが起
お

こりました。彼
かれ

はお兄
にい

さんたちに、
お父

とう
さんのヤコブと家

か ぞ く
族のみんなを、エ

ジプトへ連
つ

れてくるように頼
たの

みました。あ
と５年

ねん

は、飢
き

きんがつづくことになってい
たからです。エジプトに来

く
れば、食

た
べ物

もの

に困
こま

ることはありません。

ヨセフのお兄
にい

さんたちがエジプトにやっ
てきたという知

し

らせは、すぐにパロの耳
みみ

に
もとどきました。王

おうさま

様は、ヨセフの家
か ぞ く

族
がエジプトに移

うつ

ってくることを喜
よろこ

び、彼
かれ

ら
の手

て つ だ

伝いをするようにとの命
めいれい

令を下
くだ

しまし
た。パロは、ヨセフになんと言

い

いましたか？ 
創
そうせいき

世記 45：17－20。

お兄
にい

さんたちはうちに戻
もど

って、エジプト
の総

そ う り だ い じ ん

理大臣がヨセフであることをお父
とう

さん
に話

はな

しました。しかしヤコブは、その話
はなし

を、
すぐに信

しん

じることができませんでした。25
－28節

せつ

。
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ついに何
なんねん

年もたってから、ヤコブの息
む す こ

子
たちは、むかしのあやまちを告

こくはく

白しました。
ヨセフは、彼

かれ

らをゆるしてくれました。お
父
とう

さんは、彼
かれ

らをゆるしてくれるでしょう
か？ 息

む す こ

子たちが恐
おそ

ろしい罪
つみ

を犯
おか

したことの
ショックよりも、ヨセフが生

い

きているという
喜
よろこ

びのほうがまさっていました。

ヤコブは早
はや

くヨセフに会
あ

いたいと思
おも

いま
したが、それでも彼

かれ

は、エジプトに行
い

くこ
とが神

かみさま

様のご計
けいかく

画かどうかを確
たし

かめるほ
うが先

さき

だと考
かんが

えました。彼
かれ

はどうやって、
神
かみさま

様のみこころを知
し

りましたか？ 創
そうせいき

世記

46：１－６。

ユダは、みんなよりも先
さき

に行
い

って、家
か ぞ く

族
がまもなく着

つ

くことをヨセフに知
し

らせまし
た。ヨセフは、すぐにどうしましたか？ 28
－30節

せつ

。

ゴセンは、エジプトでいちばんいいと
ころでした。そこに住

す

むことができたら、
家
か ぞ く

族にとっても、いっしょに連
つ

れてきた
家
か ち く

畜にとっても、申
もう

し分
ぶん

ありません。パロ

は喜
よろこ

んで、その地
ち

を彼
かれ

らに与
あた

えました。

ヤコブは、その後
ご

17 年
ねん

も生
い

きました。
彼
かれ

は、とても幸
しあわ

せでした。長
なが

い人
じんせい

生のあ
いだに起

お

こったいろいろな出
で き ご と

来事をふり
かえって、彼

かれ

は神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝をささげました。
神
かみさま

様がいつも彼
かれ

と共
とも

にいてくださり、最
さ い ご

後
には、すべてを祝

しゅくふく

福に変
か

えてくださったか
らでした。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちの人
じんせい

生は、選
えら

ぶ道
みち

によって、大
おお

きく変
か

わってきますね。ヤコ
ブは、そのことを学

まな

びました。息
む す こ

子たちも
そうでした。サタンに耳

みみ

をかたむけるよう
に誘

ゆうわく

惑されるときも、正
ただ

しい道
みち

を選
えら

ぶよう、
神
かみさま

様はやさしく気
き

づかせてくださいます。
何
なに

が起
お

ころうとも、私
わたし

たちに対
たい

する神
かみさま

様の
愛
あい

がとだえることは、決
けっ

してありません。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★創
そうせいき

世記 40-50 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.239-272

★あがないの歴
れ き し

史 p.127-128
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だいぶ昔
むかし

の話
はなし

ですが、ジョンという
少
しょうねん

年が、お母
かあ

さんとおばあちゃん
と暮

く
らしていました。三

さんにん
人は、丘

おか
のそばの

小
ちい

さな丸
ま る た ご や

太小屋に住
す

んでいました。ジョン
には、兄

きょうだい
弟がいませんでした。遊

あそ
び相

あ い て
手

といえば、家
いえ

の番
ばんけん

犬としてかっていた、大
おお

きなコリー犬
けん

だけでした。この犬
いぬ

は、牛
うし

を
じょうずに牧

ぼくじょう
場から連

つ
れてくることができ

ました。また、ジョンとかくれんぼをして
遊
あそ

ぶのが大
だ い す

好きでした。

ジョンは、かたいなかの生
せいかつ

活が、たい
そう気

き

に入
い

っていました。こわいと思
おも

った
ことは、いちどもありませんでした。とこ
ろがある日

ひ

、家
いえ

から家
いえ

へと強
ごうとう

盗に押
お

し入
い

っ
ては、家

いえ

や納
な や

屋を燃
も

やしてしまう悪
わる

い人
ひと

た
ちの話

はなし

を、お母
かあ

さんがどこからか聞
き

いてき
たのです。丘

おか

の上
うえ

からは、その強
ごうとう

盗たち

がキャンプをはっている場
ば し ょ

所を見
み

ることが
できました。今

いま

となっては、安
あんぜん

全で平
へ い わ

和
な暮

く

らしどころではありません。

ある冬
ふゆ

の日
ひ

、親
しんせつ

切な近
きんじょ

所の人
ひと

がやって
きて、お母

かあ

さんとおばあちゃんに教
おし

えてく
れました。「強

ごうとう

盗たちが、明
あ し た

日このあたり
にやってくるそうよ。」

近
きんじょ

所の人
ひと

が帰
かえ

ってから、お母
かあ

さんは、
台
だいどころ

所にいるおばあちゃんのそばにすわり
ました。「どうしたらいいかしら？ 」と、
心
しんぱい

配そうな顔
かお

で言
い

いました。「強
ごうとう

盗がやっ
てきても、私

わたし

たちは、ほかに安
あんぜん

全な逃
に

げ
場
ば し ょ

所がないですから。」

ジョンは、だまってお母
かあ

さんを見
み

ていま
したが、彼

かのじょ

女の首
くび

にうでを回
まわ

して、キスを
しました。

彼
かれ

は言
い

いました。「お母
かあ

さん、神
かみさま

様にお
願
ねが

いすれば、かならず守
まも

ってく
ださるはずだよ。」

お母
かあ

さんは、にっこりしまし
た。「そうねジョン、神

かみさま

様はきっ
と守

まも

ってくださるわ。私
わたし

たち
が、ここからよそにいけないこ
とを、神

かみさま

様はごぞんじなのだ
から、きっと私

わたし

たちを助
たす

けて、
守
まも

ってくださるはずだわ。」

食
しょくじ

事をしてから、三
さんにん

人でひ
ざまずいて祈

いの

りました。お母
かあ

さんは、お祈
いの

りの中
なか

で次
つぎ

のよ

お話
はな

しひろば 

白
し ろ

い壁
かべ

のかくれが
エイミー・シェラード
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うに言
い

いました。「ああ神
かみさま

様、この家
いえ

のま
わりに壁

かべ

をきずき、私
わたし

たちをお守
まも

りくださ
い。」お祈

いの

りを終
お

えてたちあがったとき、
三
さんにん

人とも、神
かみさま

様が祈
いの

りに答
こた

えてくださるこ
とを確

かくしん

信し、心
こころ

は平
へいあん

安でみたされました。
その日

ひ

の晩
ばん

、ジョンはベッドの中
なか

で、神
かみさま

様
はどのような壁

かべ

をきずいてくださるんだろ
うと考

かんが

えていました。

つぎの日
ひ

の朝
あさ

、ジョンは、家
いえ

のまどか
ら外

そと

を見
み

てびっくりしました。「お母
かあ

さん、
おばあちゃん」と大

おおごえ

声で叫
さけ

びました。「外
そと

を見
み

てごらん。こんなにたくさんの雪
ゆき

、ぼ
くは今

いま

まで見
み

たことがないよ。家
いえ

のまわり
は、雪

ゆき

だらけだよ。」

神
かみさま

様はひとばんじゅう、おおつぶの雪
ゆき

を降
ふ

らせてくださり、強
つよ

い風
かぜ

を吹
ふ

かせてく
ださったのでした。じめんに落

お

ちた雪
ゆき

は、
風
かぜ

に吹
ふ

かれてまいあがり、とくに、強
ごうとう

盗
たちが通

とお

るはずの道
みち

にむかって、大
おお

きな
壁
かべ

のようになっていました。ジョンたちの
丸
ま る た ご や

太小屋は、外
そと

からまったく見
み

えなくなっ
ていたのです。

強
ごうとう

盗たちがいつ通
とお

ったかは、だれにも
分
わ

かりませんでした。けれども、しばらく
たってから、小

こ や

屋のすぐそばを通
とお

っていた
ことが分

わ

かりました。丸
ま る た ご や

太小屋は、強
ごうとう

盗
たちの目

め

から完
かんぜん

全にかくされたのでした。

ジョンはお母
かあ

さんに、「神
かみさま

様は人
にんげん

間の力
ちから

をかりなくても、いともかんたんに、あん
なにすごい壁

かべ

をきずいてくださったんだ
ね」と言

い

いました。

お母
かあ

さんはにっこり笑
わら

って、「そのとお
りよ、ジョン」と答

こた

えました。「いつでも
神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分を愛
あい

し信
しんらい

頼する人
ひと

たちを

守
まも

るために、どんな壁
かべ

でもきずくことがお
できになるのよ。」



44

日
に ち よ う び

曜日

ヤコブやヨセフが死
し

んでから、かな
りの年

ねんげつ
月がたちました。ヤコブの

息
むすこ

子たちの一
いちぞく

族は、まだエジプトに住
す

ん
でいましたが、最

さいしょ
初エジプトにやってきた

ときよりも、人
にんずう

数がかなりふえていました。

聖
せいしょ

書の中
なか

で、彼
かれ

らは「ヘブル人
びと

」とか「イ
スラエルの子

こ
ら」と呼

よ
ばれています。イス

ラエルというのは、神
かみさま

様がヤコブに与
あた

えた
新
あたら

しい名
なまえ

前でした。

神
かみさま

様は、ヤコブの一
いちぞく

族を、ひとつの国
くに

にまで大
おお

きくすると約
やくそく

束しておられました。
けれども、その国

くに

は、エジプトにではなく、
カナンの地

ち

につくられることになっていた
のでした。彼

かれ

らはいつ、カナンに戻
もど

れば
よいのでしょう？ 

エジプトの王
おうさま

様は、パロと呼
よ

ばれていま
した。ヨセフの家

か ぞ く

族にとても親
しんせつ

切だったパ
ロは、やがて死

し

にました。そして、その
次
つぎ

に王
おうさま

様になった新
あたら

しいパロは、ヨセフ
がエジプトの人

ひとびと

々を飢
き

きんから救
すく

ったこと
を、気

き

にもとめませんでした。かえって、
エジプトに住

す

んでいるイスラエル人
びと

たちが
どんどん増

ふ

えるのを見
み

て、彼
かれ

は心
しんぱい

配になっ
てきました。もしも戦

せんそう

争がおこったら、ど
うなるのだろう？ イスラエル人

びと
たちは、敵

てき

の味
み か た

方になってしまわないだろうか？ 

しかし、イスラエル人
びと

はいい仕
し ご と

事をし
ていたので、彼

かれ

らにエジプトから出
で

ていっ

神
かみさま

様によって備
そな

えられた救
きゅうしゅつしゃ

出者
そなそな

第
だい

6 章
しょう

きゅうしゅつしゃきゅうしゅつしゃ

出者 子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしはあなたの口
くち

と共
とも

にあって、

あなたの言
い

うべきことを教
おし

えるであろう」。

出
しゅつ

エジプト記
き

4 章
しょう

12 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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てほしいとは思
おも

いませんでした。では、ど
うすればよいのでしょう？ 部

ぶ か

下の人
ひと

たちか
ら、彼

かれ

らを奴
ど れ い

隷にしたらいいでしょうと言
い

われ、パロはそうすることにしました。彼
かれ

はまた、女
おんな

の人
ひと

までも、奴
ど れ い

隷にしてしまい
ました。パロはたくさんの大

おお

きな建
たてもの

物をた
てていて、イスラエル人

びと
に、建

たてもの

物の材
ざいりょう

料
となるレンガをむりやり作

つく

らせました。
奴
ど れ い

隷にされた彼
かれ

らは、たいそう苦
くる

しいめに
あっていました。

奴
ど れ い

隷にして苦
くる

しめたら、少
すこ

しはへるだろ
うと思

おも

われたのに、ヘブル人
びと

たちは、あ
いかわらず増

ふ

えつづけました。そこでつ
いに、パロは恐

おそ

ろしい命
めいれい

令を出
だ

しました。
ヘブル人

びと
に男

おとこ

の赤
あか

ちゃんが生
う

まれたら、
その場

ば

で殺
ころ

してしまえと、助
じ ょ さ ん ぷ

産婦さんたち
に命

めい

じたのでした。ところが助
じ ょ さ ん ぷ

産婦さんた
ちは、王

おうさま

様よりも神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

びました。もちろん、パロはカンカンにお
こりました。そこで彼

かれ

は、どんな命
めいれい

令を出
だ

しましたか？ 出
しゅつ

エジプト１：22。

考
かんが

えてみよう：17節
せつ

と20 節
せつ

を読
よ

んでく
ださい。パロよりも神

かみさま

様にしたがうことを
選
えら

んだ助
じ ょ さ ん ぷ

産婦さんたちを、神
かみさま

様は祝
しゅくふく

福な
さいましたか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

アムラムとヨケベデは、神
かみさま

様を愛
あい

す
るイスラエル人

びと
の夫

ふ う ふ
婦でした。彼

かれ

らには、アロンという息
むすこ

子と、ミリアムと
いう娘

むすめ
がいました。そしてさらに、もうひ

とり赤
あか

ちゃんが生
う

まれました。健
けんこう

康な、と

てもかわいらしい男
おとこ

の赤
あか

ちゃんでした。彼
かれ

らは、パロの恐
おそ

ろしい命
めいれい

令のことを知
し

って
いましたが、それにしたがおうとは思

おも
いま

せんでした。しかし、もしだれかがそのこ
とをばらしたら、どうなってしまうのでしょ
う？ 

３か月
げつ

のあいだは、なんとか赤
あか

ちゃん
を隠

かく

すことができました。けれども、赤
あか

ちゃ
んが大

おお

きくなるにつれて、なきごえもどん
どん大

おお

きくなってきますね。いったい、ど
うすればよいのでしょう？ この問

もんだい

題につい
て、家

か ぞ く

族みんなで祈
いの

りました。出
しゅつ

エジプト

２：３、４。

その結
け っ か

果、とても思
おも

い切
き

ったアイディア
がうかびました。赤

あか

ちゃんを入
い

れた小
ちい

さな
かごを、お姉

ねえ

さんのミリアムが見
み ま も

守ってい
るあいだ、家

か ぞ く

族の人
ひと

たちは熱
ねっしん

心に祈
いの

って
いました。

ここで、５節
せつ

と６節
せつ

を読
よ

んでください。
ミリアムの心

しんぞう

臓の鼓
こ ど う

動がどんどん高
たか

まって
いくようすを、想

そうぞう

像することができますか？ 
王
おうじょさま

女様が、赤
あか

ちゃんを見
み

つけたのです。
赤
あか

ちゃんの入
はい

ったかごを水
みず

から出
だ

して、赤
あか

ちゃんを抱
だ

き上
あ

げました。王
おうじょさま

女様は、赤
あか

ちゃんが気
き

に入
い

ったようでした。そのよう
すを見

み

たミリアムは、王
おうじょさま

女様に近
ちか

づいて
いきました。彼

かのじょ

女はていねいに、何
なに

を尋
たず

ねましたか？ ７節
せつ

。

王
おうじょさま

女様はミリアムを見
み

て、にっこりしま
した。彼

かのじょ

女の答
こた

えは、どのようなものでし
たか？ それから、どうなりましたか？ ８節

せつ

と９節
せつ

。ミリアムはあまりにうれしくて、そ
の気

き も

持ちを外
そと

に出
だ

さないようにするのが
大
たいへん

変だったはずです。
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もう赤
あか

ん坊
ぼう

がさわいでも、だれも心
しんぱい

配
する必

ひつよう

要はありません。しかもヨケベデ
は、自

じ ぶ ん

分の赤
あか

ちゃんの世
せ わ

話をすることで、
王
おうじょさま

女様からお金
かね

をもらえることになった
のです。その日

ひ

の朝
あさ

、神
かみさま

様が赤
あか

ちゃんを
守
まも

ってくださるようにと、彼
かれ

らはけん命
めい

に
祈
いの

りました。そしてその日
ひ

のうちに、彼
かれ

ら
の願

ねが

いはかなえられ、心
しんぱい

配は感
かんしゃ

謝と賛
さ ん び

美
にかわっていたのでした。

考
かんが

えてみよう：その日
ひ

、王
おうじょさま

女様の行
い

き
先
さき

を、 天
て ん し

使たちが 導
みちび

いていましたか？ 
王
おうじょさま

女様に向
む

かって、ミリアムが言
い

うべきこ
とをきちんと語

かた

れるように、天
て ん し

使たちが
助
たす

けてくれていましたか？ あなたのそばに
は、いつも、どんなときでも天

て ん し

使がいるこ
とを、あなたは知

し

っていますか？ 天
て ん し

使に
助
たす

けられた経
けいけん

験を、思
おも

い出
だ

すことができま
すか？ 

火
か よ う び

曜日

いつの日
ひ

か、神
かみさま

様が、イスラエル人
びと

たちをカナンへとつれかえる特
とくべつ

別
な人

ひと
をお送

おく
りになることを、ミリアムのお

父
とう

さんとお母
かあ

さんは知
し

っていました。その
特
とくべつ

別な働
はたら

きのために、神
かみさま

様は、自
じぶん

分たち
の赤

あか
ちゃんを助

たす
けてくださったにちがいな

いと、彼
かれ

らは考
かんが

えました。

お母
かあ

さんのヨケベデは、この赤
あか

ちゃん
があるていど大

おお

きくなったら、王
おうじょさま

女様が彼
かれ

を宮
きゅうでん

殿に住
す

まわせるようになることを知
し

っ
ていました。彼

かれ

といっしょにいられる短
みじか

い
あいだに、一

いっしょう

生のあいだ、神
かみさま

様を愛
あい

し、

信
しんらい

頼し、従
したが

う人
ひと

になることを教
おし

えこまなく
てはいけません。神

かみさま

様の助
たす

けを、彼
かのじょ

女は
どれほど熱

ねっしん

心に祈
いの

りもとめたことでしょう。
そして、彼

かのじょ

女の祈
いの

りはかなえられたのでし
た。

男
おとこ

の子
こ

が 12 才
さい

になると、王
おうじょさま

女様は彼
かれ

を息
む す こ

子としてむかえいれ、モーセと名
な

づ
けました。出

しゅつ

エジプト２：10。

モーセの家
か ぞ く

族が住
す

んでいた、そまつな
小
こ や

屋での生
せいかつ

活と、宮
きゅうでん

殿での生
せいかつ

活は、どれ
ほど違

ちが

っていたことでしょう。王
おうじょさま

女様のは
からいによって、モーセの教

きょういく

育には、もっ
ともすぐれた教

きょうし

師がやとわれました。モー
セの覚

おぼ

えが早
はや

いのには、パロも驚
おどろ

きまし
た。やがて、みんなが彼

かれ

を気
き

に入
い

り、ほ
めるようになっていました。

モーセは、お母
かあ

さんが熱
ねっしん

心に教
おし

えてく
れたことを、いつしか忘

わす

れてしまったでしょ
うか？ いいえ、かたときも忘

わす

れることはあ
りませんでした。エジプト人

びと

の教
きょうし

師たちは、
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エジプト人
びと

が拝
おが

んでいた神
かみがみ

々について教
おし

えました。けれども、彼
かれ

は決
けっ

して、これら
の神

かみがみ

々を拝
おが

むことはありませんでした。

いつしかモーセは、パロの軍
ぐんたい

隊の、勇
ゆう

かんで賢
かしこ

い司
し れ い か ん

令官になるまでに成
せいちょう

長して
いました。モーセがパロの軍

ぐんたい

隊をひき
いて戦

たたか

いに出
で

ていったときは、いつでも
勝
しょうり

利をおさめて帰
かえ

ってきました。モーセは
エジプト人

びと

たちから大
おお

いに喜
よろこ

ばれ、彼
かれ

が
次
つぎ

の王
おうさま

様にふさわしいと考
かんが

える者
もの

までいま
した。

しかしモーセ自
じ し ん

身も、イスラエルの
指
し ど う し ゃ

導者たちも、いつの日
ひ

か、奴
ど れ い

隷である
イスラエル人

びと

を自
じ ゆ う

由にするために、神
かみさま

様
が彼

かれ

を用
もち

いられるだろうと考
かんが

えていまし
た。彼

かれ

はひじょうにすぐれた軍
ぐんたい

隊の指
し き か ん

揮官
になっていたので、いつか神

かみさま

様が自
じ ぶ ん

分を
イスラエルの指

し ど う し ゃ

導者にして、エジプト人
びと

と
戦
たたか

わせ、イスラエルに勝
しょうり

利をもたらされる

のだろうと考
かんが

えていました。しかし、それ
が本

ほんとう

当に神
かみさま

様のご計
けいかく

画でしたか？ 

考
かんが

えてみよう：両
りょうしん

親といっしょにすごした
12 年

ねんかん

間は、モーセにとってどれほど重
じゅうよう

要
でしたか？ 両

りょうしん

親といっしょにすごしている
今
いま

の時
じ き

期は、あなたにとっても重
じゅうよう

要だと思
おも

いますか？ あなたのお父
とう

さんとお母
かあ

さん
が、あなたが神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、従
したが

うよ
うになることを望

のぞ

み、そのようにあなたを
教
おし

えているなら、これ以
いじょう

上に喜
よろこ

ぶべきこと
はありません。

水
す い よ う び

曜日

40才
さい

のとき、モーセは大
たいへん

変なま
ちがいをしてしまいました。出

しゅつ

エジプト記
き
２章
しょう
の11 節

せつ
から14 節

せつ
までを

読
よ

んでください。自
じぶん

分は神
かみさま

様を助
たす

けて、イ
スラエル人

びと

を自
じゆう

由にする働
はたら

きをしていると
思
おも

っていました。ただ、イスラエル人
びと

た
ちは、自

じゆう
由にしてもらう準

じゅんび
備ができていな

かったのです。

モーセのしたことを耳
みみ

にしたパロは、彼
かれ

を殺
ころ

すことにしました。モーセがイスラエ
ル人

びと

をひきいて、エジプトに敵
てきたい

対して戦
たたか

う
かもしれないと思

おも

ったからです。そのこと
を知

し

ったモーセは、命
いのち

からがらエジプトを
逃
に

げ出
だ

し、ミデアンというところにやって
きました。

ミデアンまでは、長
なが

いながい道
みち

のりで
した。エジプトからミデアンに逃

に

げていく
途
とちゅう

中、モーセはなんども泣
な

いたことでしょ
う。自

じ ぶ ん

分は、神
かみさま

様の期
き た い

待にこたえられな
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かった。自
じ ぶ ん

分はまったくだめな人
にんげん

間だ、と
感
かん

じました。神
かみさま

様は、もう決
けっ

して、自
じ ぶ ん

分を
用
もち

いてイスラエル人
びと

を自
じ ゆ う

由にしようとはな
さらないだろう、と思

おも

いました。

モーセは、王
おうじょさま

女様のことを考
かんが

えました。
彼
かのじょ

女もパロも、モーセのことをかわいがっ
てくれました。でも彼

かれ

にとっては、王
おうじょさま

女様
よりも、ほんとうのお母

かあ

さんであるヨケベ
デと、その教

おし

えのほうがもっと大
だ い じ

事でした。
母
ははおや

親から教
おし

えられたことを、彼
かれ

はいつまで
も忘

わす

れませんでした。どんなことがあって
も、神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、したがおうと思
おも

いました。

これからどうしようかと考
かんが

えながら、ミデ
アンの井

い ど

戸のそばに立
た

っていたら、若
わか

い
女
おんな

の人
ひと

たちが、羊
ひつじ

の群
む

れをつれてやって
きました。モーセはどうして、彼

かのじょ

女たちを
助
たす

けたのですか？ 16 節
せつ

と17 節
せつ

を読
よ

んで

ください。

７人
にん

の若
わか

い女
じょせい

性たちは、ほんとうの
神
かみさま

様を拝
おが

む人
ひと

の娘
むすめ

たちでした。やがて、
女
おんな

の人
ひと

たちは羊
ひつじ

たちをつれて家
いえ

に帰
かえ

って
しまいましたが、それからどうなるのか、
モーセにはまったく分

わ

かりませんでした。
その日

ひ

の夕
ゆうがた

方までに、神
かみさま

様はどうやって、
すべてを解

かいけつ

決してくださいましたか？ 18
節
せつ

から21節
せつ

までを読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はなおも、モーセを
見
み ま も

守っておられましたか？ たとえあやまち
を犯

おか

しても、神
かみさま

様は私
わたし

たちを愛
あい

してくださ
いますか？ 

木
も く よ う び

曜日

モーセは、そまつな小
こ や

屋から宮
きゅうでん

殿
に移

うつ
り、パロの軍

ぐんたい
隊の司

しれいかん
令官か

ら羊
ひつじか

飼いになりました。

羊
ひつじ

という生
い

き物
もの

を、よく知
し

っていますか？ 
あまり賢

かしこ

い動
どうぶつ

物ではありません。羊
ひつじ

を飼
か

う
には、注

ちゅうい

意ぶかく世
せ わ

話をしてあげなくては
いけません。そうしないと、羊

ひつじ

は自
じ ぶ ん

分で、
多
おお

くのやっかいな問
もんだい

題をまねくことがある
からです。40 年

ねん

という年
ねんげつ

月のあいだに、
モーセは、とてもがまんづよく、親

しんせつ

切で、
用
ようじんぶか

心深い人
ひと

になっていました。

そのあいだずっと、彼
かれ

は、エジプトにい
るかわいそうなイスラエル人

びと

たちのことを
考
かんが

えていました。出
しゅつ

エジプト２：23。とき
どき山

やま

を見
み

ながら、人
にんげん

間は神
かみ

と比
くら

べると、
なんて小

ちい

さくて弱
よわ

いのだろうと思
おも

ったこと
でしょう。羊

ひつじ

たちの番
ばん

をしながら、彼
かれ

はた
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くさんの詩
し

や歌
うた

を作
つく

りました。また、聖
せいれい

霊
に導

みちび

かれて、創
そ う せ い き

世記を書
か

きました。

ある日
ひ

、羊
ひつじ

たちの世
せ わ

話をしていたとき、
モーセは、あるとても変

か

わったものを目
め

に
しました。それは何

なん

でしたか？ モーセは、
どうしましたか？ 出

しゅつ

エジプト３：１－10。

モーセは、たいへん驚
おどろ

きました。エジ
プトを逃

のが

れてミデアンにやってきてから、
もう二

に ど

度と、神
かみさま

様に用
もち

いられてイスラエル
の人

ひとびと

々を助
たす

け出
だ

す働
はたら

きをすることはない
だろうと思

おも

っていたからです。

モーセはなんと、神
かみさま

様は大
おお

きなまちが
いをしているといって、神

かみさま

様をときふせよ
うとしたのです。ご自

じ ぶ ん

分のやることにまち
がいはないことを、神

かみさま

様は、しんぼうづ
よくお語

かた

りになりました。自
じ ぶ ん

分は何
なに

をどう
言
い

っていいか分
わ

からないと、モーセは言
い

い張
は

りました。神
かみさま

様はご自
じ ぶ ん

分がいっしょに
いて、彼

かれ

を助
たす

けるから、何
なに

も心
しんぱい

配はいら
ないと、言

い

われました。エジプトに行
い

って

やるべきことと、パロに向
む

かって言
い

うべき
ことを、神

かみさま

様はそのとき教
おし

えてくださいま
したが、それでもモーセは、自

じ ぶ ん

分にでき
るとはどうしても思

おも

えませんでした。

神
かみさま

様は、あきらめませんでした。こんど
は奇

き せ き

跡をおこなって、モーセに信
しん

じさせよ
うとなさいました。出

しゅつ

エジプト４：１－９。
モーセが神

かみさま

様を信
しんらい

頼することができるよう
にと、神

かみさま

様は、あらゆる手
て

をつくされまし
た。

それでもモーセは、自
じ ぶ ん

分はふさわしくな
いと思

おも

いこんでいました。こんどは、どん
な言

い

い訳
わけ

をしましたか？ 10 節
せつ

。エジプト
軍
ぐん

の勇
ゆうかん

敢な司
し れ い か ん

令官であったころと比
くら

べる
と、どれほど変

か

わっていたことでしょう。

とうとう、パロへの話
はなし

は、モーセのお兄
にい

さんであるアロンにさせることを、神
かみさま

様は
承
しょうち

知なさいました。しかしそうであっても、
指
し ど う し ゃ

導者はモーセで、アロンは彼
かれ

の代
か

わり
に話

はなし

をするだけです。モーセの謙
けん

そんな
〔へりくだった〕態

た い ど

度は神
かみさま

様を喜
よろこ

ばせまし
たが、彼

かれ

はもっと神
かみさま

様に信
しんらい

頼すべきでし
たね。

考
かんが

えてみよう：したがいたくないとき、
私
わたし

たちも、お父
とう

さんやお母
かあ

さんと言
い

い争
あらそ

っ
たり、あれこれ言

い

い訳
わけ

したりすることがあ
りますか？ そうするのは簡

かんたん

単ですが、それ
は正

ただ

しいことでしょうか？ 

金
き ん よ う び

曜日

モーセは、エジプトに向
む

かっていま
した。途

とちゅう
中、アロンが彼

かれ
を待

ま
って
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いました。イスラエルの人
ひと

たちは、彼
かれ

らを
信
しん

じてくれるでしょうか？ パロはどうでしょ
うか？ 出

しゅつ

エジプト４：27－５：２。

パロがとてもがんこになって、彼
かれ

らの
要
ようきゅう

求をことわることを、神
かみさま

様は前
まえ

もって
モーセに知

し

らせてありました。出
しゅつ

エジプト

３：19、20。

奴
ど れ い

隷 たちをどこか に 行
い

か せるな ん
て、 パロは 考

かんが

えようともしませんでし
た。じっさいに、彼

かれ

はたいそう怒
おこ

って、
これまでよりももっと意

い じ わ る

地悪になりまし
た。出

しゅつ

エジプト５：６－14。

イスラエルの人
ひと

たちは、これまでもた
いへんな仕

し ご と

事を無
む り

理やりさせられてきま
したが、さらにひどい目

め

にあわされてしま
いました。自

じ ぶ ん

分でわらをさがして、レンガ
を作

つく

らねばならないとしたら、これまでと
同
おな

じ数
かず

のレンガを作
つく

るのは、ぜったいに
無
む り

理です。じきに彼
かれ

らは、パロに向
む

かって
苦
くじょう

情〔不
ふ へ い

平や不
ふ ま ん

満〕を言
い

うようになりまし
た。けれども王

おうさま

様は、考
かんが

えを変
か

えようとし
ませんでした。

次
つぎ

に彼
かれ

らは、モーセとアロンに向
む

かって
文
も ん く

句を言
い

いました。しかし、モーセとアロ
ンは、神

かみさま

様から言
い

われたことをやってい
ただけです。こんどは、モーセが不

ふ へ い

平を
言
い

う番
ばん

です。彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分を助
たす

けることので
きるただひとりのお方

かた

に、苦
くる

しい思
おも

いを
ぶつけたのでした。彼

かれ

は、神
かみさま

様に向
む

かっ
てなんと言

い

いましたか？ 22 節
せつ

と23節
せつ

。

神
かみさま

様はモーセに、ご自
じ ぶ ん

分がどれだけす
ごい力

ちから

をもっているか、念
ねん

をおして言
い

わ
れました。これまで神

かみさま

様は、アブラハム、
イサク、ヤコブとの約

やくそく

束を守
まも

ってこられま
した。とうぜん、イスラエルの人

ひと

たちを
自
じ ゆ う

由にするという約
やくそく

束も、守
まも

るつもりでし
た。最

さ い ご

後には、パロをふくむすべての人
ひと

が、
神
かみ

はただひとりであることと、神
かみさま

様にでき
ないことは何

なに

もないことを知
し

るようになる
のでした。

考
かんが

えてみよう：何
なに

もかもうまくいかないと
きでも、神

かみさま

様に信
しんらい

頼しつづけるというのは、
かんたんなことでしょうか？ しかし、そうす
ることだけが、安

あんぜん

全な道
みち

なのではないで
しょうか？ アブラハムもイサクもヤコブも、
そのことを悟

さと

りました。彼
かれ

らの物
ものがたり

語を忘
わす

れ
ることなく、いつでも神

かみさま

様に信
しんらい

頼すること
を選

えら

びましょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

１－６章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.273-299

★あがないの歴
れ き し

史 p.128-142
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お話
はな

しひろば 

フロイドと目
め

の見
み

えないポニー
エイミー・シェラード

フロイドは、もうずっと前
まえ

からポニー
がほしいと思

おも
っていました。そし

てある日
ひ

、お母
かあ

さんにこう言
い

いました。「お
母
かあ

さん、ぼくはイエス様
さま

になんどもお願
ねが

い
したんだけど、ポニーは手

て
に入

はい
らなかった

よ。どうしてイエス様
さま

は、ぼくにポニーを
くださらないんだろう？ 
」

お母
かあ

さんは、次
つぎ

のよう
に言

い

いました。「イエス
様
さま

は、いろんな方
ほうほう

法で、
私
わたし

たちの祈
いの

りにこたえて
くださるということを忘

わす

れたの？ ときには、私
わたし

た
ちが忍

にんたい

耐づよく待
ま

つこと
を望

のぞ

まれるのよ。もちろ
ん、すぐに答

こた

えてくださ
ることだってあるわ。ま
たあるときには、私

わたし

たち
の望

のぞ

むものが、あまりい
い結

け っ か

果をもたらさないこ
とをご存

ぞん

じで、私
わたし

たちの期
き た い

待どおりに答
こた

え
てくださらないときだってあるのよ。だか
ら、忍

にんたい

耐づよく祈
いの

りながら、ポニーを買
か

う
お金

かね

をためつづけなさい。」

フロイドは、自
じ ぶ ん

分のもっているお金
かね

のこ
とを考

かんが

えました。什
じゅういちけんきん

一献金はいつも欠
か

か
さずささげ、イエス様

さま

は自
じ ぶ ん

分を祝
しゅくふく

福して
くださっていると思

おも

っていました。こんど
はお母

かあ

さんのアドバイスどおりにやってみ

ることにしました。貯
ちょきん

金をやりつづけて、
忍
にんたい

耐することに決
き

めたのでした。

それからある日
ひ

、たった 15ドルで売
う

り
に出

だ

されている、ポニーの話
はなし

を耳
みみ

にした
のです。フロイドは貯

ちょきん

金したお金
かね

をもって、
お父

とう

さんとお母
かあ

さん、そして三
さんにん

人の妹
いもうと

たち
といっしょに、ポニーを見

み

に行
い

きました。

ポニーがいるところに
やってくると、飼

か

い主
ぬし

が言
い

いました。「子
こ ど も

供のために
このポニーを買

か

うなら、や
めといたほうがいいです
よ。こいつは目

め

に腫
は

れ物
もの

があって、もうほとんど目
め

が見
み

えなくなっているんで
す。だから、こんなに安

やす

い
値
ね だ ん

段で売
う

りに出
だ

しているん
ですよ。」

フロイドは、 ポニーに
乗
の

ってみました。これよりも高
たか

いポニーを
買
か

うお金
かね

はありませんし、しかも彼
かれ

は、こ
の馬

うま

が気
き

に入
い

ってしまったのです。お父
とう

さんとお母
かあ

さんが、目
め

の腫
は

れ物
もの

について、
飼
か

い主
ぬし

にいろいろ尋
たず

ねてくれました。目
め

の腫
は

れ物
もの

を切
き

り落
お

としたら、もしかしたら、
もっとよく見

み

えるようになるかもしれないと
考
かんが

えた彼
かれ

らは、この馬
うま

を買
か

うことにしまし
た。家

いえ

につれ帰
かえ

ってから、目
め

を治
なお

せるか
どうか、いろいろ調

しら

べてみることにしまし
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た。

家
いえ

に戻
もど

った彼
かれ

らは、まず、イエス様
さま

の
助
たす

けを祈
いの

り求
もと

めました。それから、ポニー
の目

め

の手
しゅじゅつ

術をする前
まえ

に、目
め

にヒマシ油
ゆ

を
ぬりました。するとなんと、一

いっしゅうかんご

週間後には、
ポニーの目

め

が見
み

えるようになっていたので
す。家

か ぞ く

族のみんなは、どんなに喜
よろこ

んだこ
とでしょう。

もとの飼
か

い主
ぬし

は、ポニーの目
め

が見
み

えるよ
うになったと聞

き

いて、たいそう驚
おどろ

きました。

フロイドのポニーを買
か

いたいという人
ひと

た
ちも、現

あらわ

れました。もちろん、売
う

るつもり
はありません。フロイドと妹

いもうと

たちは、ポニー
をとてもかわいがりました。馬

うま

も、彼
かれ

らの
ことが大

だ い す

好きでした。ひとりづつ代
か

わりば
んこで馬

うま

に乗
の

るのが、彼
かれ

らにとって、いち
ばん楽

たの

しい時
じ か ん

間になりました。

何
なに

よりもフロイドにとって良
よ

かったのは、
イエス様

さま

はかならず祈
いの

りにこたえてくださ
るというお母

かあ

さんの言
こ と ば

葉にしたがい、それ
が本

ほんとう

当であることを学
まな

んだことでした。

イエス様
さま

が私
わたし

たちの祈
いの

りにこたえてくだ
さると信

しん

じ、そのことを忘
わす

れないかぎり、
決
けっ

して失
しつぼう

望することはありません。イエス
様
さま

に信
しんらい

頼することを選
えら

び、忍
にんたい

耐して祈
いの

りつ
づけるならば、彼

かれ

は、いつでも最
さいぜん

善の〔い
ちばんよい〕方

ほうほう

法でこたえてくださること
を、私

わたし

たちは知
し

るようになるでしょう。イ
エス様

さま

は、私
わたし

たち一
ひ と り

人ひとりを愛
あい

してくだ
さっているのですから。
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ご自
じ ぶ ん

分の力
ちから

をあらわす神
かみさま

様
ちからちから

第
だい

7 章
しょう

かみさまかみさま

様様
かみさまかみさま

様様
かみさまかみさま

様様
かみさまかみさま

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「災
わざわ

いはあなたに臨
のぞ

まず、

悩
なや

みはあなたの天
てんまく

幕に近
ちか

づくことはない」。

詩
し へ ん

篇 91 編
へん

10 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句

日
に ち よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、もう何
なんねん

年
もエジプトに住

す
んでいました。エ

ジプト人
びと

のまちがった行
おこな

いを見
み

るのに
慣
な

れてしまった彼
かれ

ら
は、 神

かみさま
様 を 礼

れいはい
拝 し、

その律
りっぽう

法を守
まも

ること
について、だんだん
不
ふちゅうい

注意になっていきま
した。イスラエルの神

かみ

は、その民
たみ

が奴
ど れ い

隷に
なるのを防

ふせ
ぐ力

ちから
がな

いといって、エジプト
人
びと

たちは彼
かれ

らをばか
にしました。それはす
なわち、神

かみさま
様ご自

じ し ん
身

をばかにすることでし
た。

モーセとアロンが
パロに向

む

かって、イス
ラエルの民

たみ

を去
さ

らせ

るよう求
もと

めたとき、王
おうさま

様がなんと言
い

ったか
覚
おぼ

えていますか？ 出
しゅつ

エジプト５：２。その
あとで、彼

かれ

はイスラエル人
びと

たちに、もっと
きつい仕

し ご と

事をさせたのでした。その仕
し う

打
ちがあまりにもひどかったので、彼

かれ

らの多
おお

くは、モーセが戻
もど

ってこなければよかった
のにと思

おも

ったほどでした。モーセがエジプ
トに戻

もど

ってからというもの、彼
かれ

らの生
せいかつ

活は、
これまでよりももっと
苦
くる

しくなっていたの
でした。

　たしかに、それ
は戦

せんそう

争のようなもの
でした。 サタン は、
神
かみさま

様の約
やくそく

束が果
は

たさ
れるのをじゃまする
ためなら、どんなこ
とでもしていました。
それは、神

かみさま

様が、ご
自
じ ぶ ん

分の民
たみ

を自
じ ゆ う

由にす
るという約

やくそく

束でした。
がんこなパロは、サ
タンに協

きょうりょく

力していま
した。反

はんたい

対に、モー
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セとアロン、そしてイスラエルの年
ねんちょうしゃ

長者た
ちは、神

かみさま

様に協
きょうりょく

力していました。彼
かれ

らは、
がっかりしているイスラエル人

びと

たちに向
む

かって、神
かみさま

様はかならず約
やくそく

束を守
まも

ってくだ
さるといって、みんなを励

はげ

ましたのでした。

出
しゅつ

エジプト記
き

７章
しょう

の１節
せつ

から６節
せつ

まで
を読

よ

んでください。それから、３節
せつ

と４節
せつ

をもういちど読
よ

んでください。神
かみさま

様はここ
で、何

なに

を言
い

おうとしておられるのでしょう？ 
神
かみさま

様は、すべての人
ひと

を愛
あい

しておられます
ね。み子

こ

であられる神
かみ

〔イエス〕様
さま

は、
すべての人

ひと

のために死
し

のうとしておられま
した。そのようなお方

かた

が、どうして、だれ
かの心

こころ

をかたくな〔がんこ〕にするという
のでしょうか？ そのことについて、しばら
く考

かんが

えてみましょう。

夏
なつ

の暑
あつ

い日
ひ

に、ろうのかたまりを、お
皿
さら

の上
うえ

においたとします。そのそばに、
泥
どろ

をこねてつくったお皿
さら

をおきます。日
ひ

ざ
しがどんどんあつくなっていくと、ろうはど
うなりますか？ やわらかくなりますね。や
わらかいろうで、暗

くら

やみを照
て

らすろうそく
を作

つく

ることもできます。泥
どろ

のお皿
さら

はどうな
りますか？ どんどんかたくなりますね。

ろうは、神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、したがう
ことを選

えら

んだ人
ひと

の心
こころ

のようなものです。泥
どろ

は、サタンのうそを信
しん

じることを選
えら

んだ人
ひと

の心
こころ

のようなものです。神
かみさま

様は、日
にっこう

光の
ように、すべての人

ひと

に愛
あい

をそそいでくださ
います。そして一

ひ と り

人ひとりは、どちらの心
こころ

をもつかを、自
じ ぶ ん

分で選
えら

ぶのです。パロは、
どちらの心

こころ

を選
えら

びましたか？ 

考
かんが

えてみよう：あなたは今
き ょ う

日、どちらの

心
こころ

をもつことを選
えら

びますか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

サタンは魔
まじゅつ

術〔マジック〕ができる
ことを、あなたは知

し
っていました

か？ ときには、ほんとうに奇
きせき

跡をおこなう
ことだってできるのです。イエス様

さま
がふた

たびおいでになる前
まえ

には、彼
かれ

はたびたび
不
ふ し ぎ

思議なわざをおこなうようになるでしょ
う。黙

もくしろく
示録 13：13。モーセとアロンは、

神
かみさま

様に言
い

われて、パロの前
まえ

で奇
き せ き

跡をおこ
ないました。そのとき、何

なに
が起

お
こりました

か？ 出
しゅつ

エジプト７：８－12。

サタンは、魔
ま じ ゅ つ し

術師たちの杖
つえ

を、ほんもののヘビのように
見
み

せかけました。しかし、ア
ロンのヘビが、これらのヘビを飲

の

みこんで
しまいました。神

かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の力
ちから

につ
いて考

かんが

えるチャンスを、パロに与
あた

えようと
しておられたのでした。ところが、パロは
何
なに

をしましたか？ 13 節
せつ

。

エジプト人
びと

たちが拝
おが

んでいた神
かみがみ

々のひ
とつに、ナイル川

がわ

がありました。パロは、
毎
まいあさ

朝ナイル川
がわ

へ行
い

き、その川
かわ

にむかって
祈
いの

りをささげていました。祈
いの

りのなかで、
その川

かわ

をほめたたえました。また、その
川
かわ

のおかげで作
さくもつ

物が育
そだ

ち、食
た

べ物
もの

が与
あた

え
られることを感

かんしゃ

謝しました。その川
かわ

がどう
なってしまうと、モーセはパロに告

つ

げまし
たか？ 17 節

せつ

と18 節
せつ

。

神
かみさま

様が告
つ

げられたとおりのことが、起
お

こりましたか？ 家
いえ

のなかの水
みず

にいたるま
で、水

みず

は一
ひとしずく

滴のこらず血
ち

になってしまいま
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した。川
かわ

の魚
さかな

は死
し

んでしまい、くさいにお
いが一

いちめん

面にただよいました。水
みず

を得
え

るた
めに、人

ひとびと

々は何
なに

をしなければなりませんで
したか？ 24 節

せつ

。

しかしまたもや、サタンは魔
ま じ ゅ つ し

術師たちを
使
つか

って、同
おな

じ奇
き せ き

跡をおこなえるように見
み

せ
かけたのでした。パロの心

こころ

は和
やわ

らげられま
したか？ それとも、ますますかたくな〔が
んこ〕になりましたか？ その災

わざわ

いは、ど
のくらいつづきましたか？ 22 節

せつ

と23 節
せつ

、

25節
せつ

。

つぎに神
かみさま

様は、べつの災
わざわ

いをおくると、
パロに警

けいこく

告なさいました。こんどは、どの
ような災

わざわ

いでしたか？ 出
しゅつ

エジプト８：１、２。
カエルは、どこに現

あらわ

れましたか？ ３節
せつ

と

６節
せつ

。寝
ね

るところも、食
た

べるところも、水
みず

の中
なか

も、どこもかしこもカエルだらけでし
た。

こんども魔
ま じ ゅ つ し

術師たちは、同
おな

じ奇
き せ き

跡をおこ
なえるように見

み

せかけましたか？ ７節
せつ

。し
かし、カエルがあまりにも多

おお

いの
で、パロは困

こま

りはててしまいまし
た。彼

かれ

は、モーセに何
なに

をお願
ねが

いし
ましたか？ ８節

せつ

。

王
おうさま

様が望
のぞ

んだ時
じ か ん

間にカエ
ルの災

わざわ

いはやむことを、モー
セは約

やくそく

束しました。そのとおりになりまし
たか？ ９－15節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パロは、どのような心
こころ

を
選
えら

んでいましたか？

火
か よ う び

曜日

ブヨとは、どのようなものか知
し

って
いますか？ そもそも、とても小

ちい
さ

くて見
み

えにくい虫
むし

です。けれども、その虫
むし

にかまれたら、かゆくてたまらなくなりま
す。出

しゅつ

エジプト記
き
８章
しょう
の16 節

せつ
と17 節

せつ
を

読
よ

んでください。

こんどはエジプトの魔
ま じ ゅ つ し

術師たちも、神
かみさま

様
のまねをして、ブヨを出

だ

すことはできませ
んでした。エジプトの神

かみがみ

々よりも、ヘブル
人
びと

の神
かみさま

様のほうがまさっていることが、彼
かれ

らにも分
わ

かりはじめていました。

朝
あさはや

早く、パロが川
かわ

を拝
おが

みに出
で

ていった
ら、そこにモーセがやってきました。イス
ラエルを去

さ

らせることをパロが拒
こば

みつづ
けたら、次

つぎ

に何
なに

が起
お

こるとモーセは言
い

いま
したか？ 20－23節

せつ

。

こんどは、いたるところにアブが現
あらわ

れま
した。スズメバチのように大

おお

きくて、ブ
ンブンと羽

はね

を鳴
な

らし、チクッと針
はり

を刺
さ

し
て血

ち

を吸
す

うアブの大
たいぐん

群です。イスラエル
人
びと

が住
す

んでいたゴセンの地
ち

だけは、アブ
がやってきませんでした。

パロは、モーセとアロンを呼
よ

びました。
こんどこそ、あまり遠

とお

くでな
ければ行

い

ってもよろしいと、
彼
かれ

は言
い

いました。モーセは、どうしました
か？ アブは、どうなりましたか？ そしてパ
ロは、どうしましたか？ 30－32節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はパ
ロに、なんどもチャンスを
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お与
あた

えになりましたね。この時
とき

も、パロは
だれの言

い

うことを聞
き

いていましたか？ 神
かみさま

様
は、まだまだチャンスを与

あた

えつづけられる
のでしょうか？ 神

かみさま

様は、忍
にんたい

耐づよいお方
かた

で
すか？ 

水
す い よ う び

曜日

天
て ん

の神
かみさま

様だけが本
ほんとう

当の神
かみさま

様である
ことを、パロとエジプト人

びと
たちに

分
わ

からせるために、いろんな方
ほうほう

法が用
もち

い
られました。アブの災

わざわ
いのあと、エジプ

ト人
びと

の動
どうぶつ

物たちが、病
びょうき

気におそわれまし
た。たくさんのロバやラクダや羊

ひつじ
、馬

うま
や牛

うし

たちが死
し

にました。パロは、イスラエル人
びと

の動
どうぶつ

物たちがどうなっているのか気
き

になっ
て、ゴセンに家

けらい
来をつかわしました。なん

と、イスラエル人
びと

の動
どうぶつ

物たちは無
ぶ じ

事でし
た。そのことを知

し
った王

おうさま
様は、これまでよ

りもカンカンに怒
いか

り、ますますがんこになっ
てしまいました。出

しゅつ

エジプト９：７。

体
からだ

に、腫
は

れ物
もの

〔おでき〕ができたこと
はありますか？ 痛

いた

いですよ！とつぜん、エ
ジプト人

びと
と、生

い

き残
のこ

った彼
かれ

らの動
どうぶつ

物たちは、
ひどい腫

は

れ物
もの

に悩
なや

まされました。しかしそ
れでも、パロは神

かみさま

様に降
こうさん

参して、イスラ

エル人
びと

を去
さ

らせようとはしませんでした。
11 節

せつ

と12節
せつ

。

災
わざわ

いは、ますますひどいものになってい
きました。つぎに神

かみさま

様は、すべての動
どうぶつ

物
たちを屋

や ね

根の下
した

に避
ひ な ん

難させるよう、パロに
警
けいこく

告しました。さもないと、雷
かみなり

と雹
ひょう

の嵐
あらし

に
やられてしまうことでしょう。多

おお

くのエジプ
ト人

びと
は、動

どうぶつ

物たちを避
ひ な ん

難させました。彼
かれ

らが拝
おが

んでいた神
かみがみ

々よりも、天
てん

の神
かみさま

様のほ
うがまさっていることを、エジプト人

びと
たち

はすでに思
おも

い知
し

っていたのでした。

雹
ひょう

の嵐
あらし

は、どれほどひどいものでした
か？ 23－26節

せつ

。この時
とき

、パロは何
なに

をし、
なんと言

い

いましたか？ 彼
かれ

は、本
ほ ん き

気だった
と思

おも

いますか？ 27、28、34節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、パロを愛
あい

してお
られましたか？ 神

かみさま

様にしたがう道
みち

を選
えら

ぶよ
う、このいばった王

おうさま

様に、何
な ん ど

度もなんども
チャンスが与

あた

えられてましたか？ 

木
も く よ う び

曜日

パロの召
めしつか

使いたちは、彼
かれ

がなぜ、が
んこに意

い じ
地をはりつづけるのか

理
り か い

解できませんでした。ヘブル人
びと

の神
かみさま

様
のほうが、エジプトのどの神

かみがみ
々よりもはる

かに強
つよ

いことは、もうはっきりしていまし
た。残

のこ
ったすべての緑

みどり
を食

く
いつくす、イナ

ゴ〔バッタ〕の災
わざわ

いがやってくるとモーセ
が言

い
ったとき、召

めしつかい
使たちはパロになんと言

い

いましたか？ 出
しゅつ

エジプト10：７。その 災
わざわ

いは、どれほどひどいものでしたか？ 14
節
せつ
と15節

せつ
。
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このときパロは、いそいでモーセとアロ
ンを呼

よ

びました。がんこな彼
かれ

も、召
めしつかい

使た
ちが正

ただ

しいことがはっきり分
わ

かったの
でした。神

かみさま

様は、じわじわとエジ
プトに罰

ばつ

を与
あた

えておられました
が、それはすべて、パロがまちがっ
た道

みち

を選
えら

んだせいでした。16 節
せつ

から

20節
せつ

までを読
よ

んでください。しかしまたも、
パロはイスラエルを去

さ

らせようとはしませ
んでした。

次
つぎ

の災
わざわ

いは、とつぜんやってきました。
しかも、たいへん恐

おそ

ろしいものでした。
神
かみさま

様は、モーセに何
なに

をするように言
い

われ
ましたか？ 21 節

せつ

と22 節
せつ

。それは、ただ
暗
くら

いだけではなく、完
かんぜん

全なやみ、つまり
真
ま

っ暗
くらやみ

闇でした。三
み っ か か ん

日間、まったく何
なに

も見
み

えない状
じょうたい

態がつづきました。明
あか

るいラン
プも、役

やく

に立
た

ちませんでした。空
く う き

気その
ものが、とても重

おもくる

苦しく感
かん

じられて、息
いき

を
するのも骨

ほね

がおれました。人
ひとびと

々は、手
て

さぐ
りで家

いえ

の中
なか

を歩
ある

きまわりました。いったん

外
そと

に出
で

たら、二
に ど

度ともどれない感
かん

じがしま
した。どれほど恐

おそ

ろしいものであったか、
想
そうぞう

像できますか？ 

イスラエル人
びと

たちの住
す

んでいるところ
は、どうでしたか？ 23 節

せつ

。

パロはもういちどモーセを呼
よ

び、イスラ
エルを行

い

かせることについて話
はな

し合
あ

おうと
しました。しかしモーセは、パロが神

かみさま

様
の言

い

われることにまったくしたがうと約
やくそく

束
しなければ、災

わざわ

いは終
お

わらないと言
い

いわ
たしました。このときパロは、前

まえ

よりももっ
と怒

おこ

っていました。彼
かれ

はなんと言
い

いました
か？ 28 節

せつ

。

パロはモーセに向
む

かって、二
に ど

度と会
あ

い
にくるなといいました。しかし神

かみさま

様は、も
うひとつだけ、警

けいこく

告を与
あた

えようとしておら
れました。もしパロが、イスラエルを

自
じ ゆ う

由にすることをあくまでも断
ことわ

るな
ら、神

かみさま

様は、彼
かれ

とエジプト人
びと

たちの
上
うえ

に、もっとも恐
おそ

ろしい罰
ばつ

をもたらそうと
しておられました。それは、どのようなも
のでしたか？ 出

しゅつ

エジプト11：４、５。

考
かんが

えてみよう：多
おお

くの人
ひと

が、サタンのう
そを信

しん

じることを選
えら

ぶのは、なんと悲
かな

しい
ことでしょう！神

かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分がイスラエル
の人

ひと

たちを愛
あい

し、彼
かれ

らを気
き

にかけておられ
ることを、どのような方

ほうほう

法で示
しめ

されました
か？ それらの方

ほうほう

法を、いくつか思
おも

い出
だ

すこ
とができますか？ あなたを愛

あい

していること
を示

しめ

すために、神
かみさま

様が用
もち

いられた方
ほうほう

法も、
いくつかあげてみてください。
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金
き ん よ う び

曜日

神
か み

様
さま

はイスラエル人
びと

に、滅
ほろ

びの天
てんし

使
がエジプト中

じゅう
をまわる夜

よる
にどう

やって備
そな

えるべきかを、きっちりと詳
くわ

しく
教
おし

えてくださいました。彼
かれ

らは、何
なに

をしな
くてはいけませんでしたか？ 出

しゅつ

エジプト

12：３－13。

どの家
か ぞ く

族も、神
かみさま

様から言
い

われたとおりに、
注
ちゅうい

意ぶかく用
よ う い

意をしました。そのようすを、
想
そうぞう

像することができますか？ 子
こ ど も

供たちは、
ぶつぶつ文

も ん く

句を言
い

いながらしたがったと
思
おも

いますか？ 神
かみさま

様から言
い

われた場
ば し ょ

所に、
きちんと血

ち

がぬられているかどうかは、大
おお

きい子
こ ど も

供たちが調
しら

べたかもしれません。

真
ま よ な か

夜中に、何
なに

が起
お

こりましたか？ 29－
33節

せつ

。

自
じ ぶ ん

分の子
こ ど も

供と、 他
ほか

のすべてのういご
〔最

さいしょ

初に生
う

まれた子
こ ど も

供〕の命
いのち

を助
たす

けるに
は、もう手

て お く

遅れになってから、パロはよう
やく降

こうさん

参しました。ただし、自
じ ぶ ん

分がどれほ
ど愚

おろ

かで悪
わる

かったかを、後
こうかい

悔した〔あと
になって悔

く

やんだ〕わけではありませんで
した。しかしついに、神

かみさま

様の約
やくそく

束がその
とおりになるのを、どんなにじゃましようと
しても無

む り

理だということが、彼
かれ

にも分
わ

かっ
たのでした。

その日
ひ

の夜
よる

を記
き ね ん

念するために、毎
まいとし

年イ
スラエル人

びと
たちは、過

す

ぎ越
こ

しの祭
まつ

りをする
ようになりました。その祭

まつ

りは、エジプト
からの救

きゅうしゅついがい

出以外に、何
なに

を思
おも

い出
だ

させてく
れるものでしたか？ 

子
こひつじ

羊は、私
わたし

たちが神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、
したがうことを選

えら

ぶならば、いつの日
ひ

かイ
エス様

さま

が、いじわるで残
ざんこく

酷なサタンから、
私
わたし

たちを永
えいきゅう

久に自
じ ゆ う

由にしてくださることを、
思
おも

い出
だ

させてくれるものでした。家
いえ

の入
いりぐち

口
の柱

はしら

にぬられた血
ち

が、イスラエルの人
ひと

た
ちを守

まも

ってくれたように、イエス様
さま

は私
わたし

た
ちを助

たす

け、守
まも

ってくださるのです。

子
こひつじ

羊を食
た

べるというのは、神
かみ

の小
こひつじ

羊で
あられるイエス様

さま

の言
こ と ば

葉、つまり聖
せいしょ

書の
みことばから学

まな

ぶということです。みこと
ばは、私

わたし

たちの心
こころ

を強
つよ

くして、サタンのう
そに負

ま

けないようにする霊
れい

の食
た

べ物
もの

である
と、イエス様

さま

は言
い

われました。ヨハネ６：
63。

イエス様
さま

が死
し

んでくださったあとは、
子
こひつじ

羊を殺
ころ

してささげる必
ひつよう

要はなくなりま
した。ほんものの神

かみ

の小
こひつじ

羊が、ささげら
れたからです。今

こんにち

日、教
きょうかい

会では、過
す

ぎ越
こ
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しの祭
まつ

りではなく、聖
せい

さん式
しき

というのを
行
おこな

っています。聖
せい

さん式
しき

のブドウジュー
スは、イエス様

さま

が死
し

ぬときに流
なが

された血
ち

を思
おも

い出
だ

させてくれます。また聖
せい

さん式
しき

の
パンは、イエス様

さま

が命
いのち

のパンであられる
ことを思

おも

い出
だ

させてくれます。33 節
せつ

、35

節
せつ

。命
いのち

のパンを食
た

べるというのは、みこと
ば〔聖

せいしょ

書〕を心
こころ

にたくわえるということです。

考
かんが

えてみよう：人
ひと

は、罰
ばつ

を受
う

けたからと
いって、心

こころ

から従
したが

うようになるでしょうか？ 
そうしなければならないからという理

り ゆ う

由で、
私
わたし

たちが従
したが

うようになることを、神
かみさま

様は望
のぞ

んでおられるでしょうか？ それとも、私
わたし

た
ちが心

こころ

から喜
よろこ

んで従
したが

うようになることを、
望
のぞ

んでおられるでしょうか？ 

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

７：１－ 12：33

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.299-322

★あがないの歴
れ き し

史 p.142-146
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フレッドはまだ５才
さい

にしかならない
のに、ずっとメガネをかけていな

くてはいけないと言
い

われました。最
さいしょ

初はお
もしろくなるぞと思

おも
いましたが、まもなく、

その考
かんが

えはまちがっていることが分
わ

かりま
した。

「お母
かあ

さん、ぼくの鼻
はな

と耳
みみ

がとっても痛
いた

いの」と、不
ふ へ い

平を言
い

いました。

お母
かあ

さんが、痛
いた

いと
ころに薬

くすり

をぬってくれ
ました。それからフレッ
ドに、メガネをケース

にしまうとき以
い が い

外は、決
けっ

してはずしてはい
けませんと念

ねん

をおしました。メガネをこわ
したり、なくしたりするかもしれないから
です。ところが、フレッドはすぐに忘

わす

れて
しまうので、お母

かあ

さんはなんども、メガネ
をきちんとしまうように注

ちゅうい

意しなければな
りませんでした。

ある朝
あさ

、お父
とう

さんが、「フレッド、お
父
とう

さんは馬
うま

たちにエサをあげるから、お
前
まえ

は牛
うし

たちを牧
ぼくじょう

場〔まきば―家
か ち く

畜を放
はな

し
飼
が

いにする場
ば し ょ

所〕に連
つ

れていってくれな
いかな」とお願

ねが

いしました。それは、フ
レッドがメガネをかけるようになってから、
一
いっしゅうかん

週間くらいたったころのことでした。

フレッドは、お父
とう

さんのお手
て つ だ

伝いをする
ことが何

なに

よりも好
す

きでした。小
ちい

さい杖
つえ

を手
て

にもって、牛
うし

の群
む

れの後
うし

ろをゆっくり歩
ある

い

ていたフレッドは、なんだか大
お と な

人になった
ような気

き ぶ ん

分でした。「やあ、ブロッサム！や
あ、デイジー！やあ、みんな！」と、牛

うし

た
ちにむかって大

おおごえ

声で呼
よ

びかけました。

お母
かあ

さんが、そんな彼
かれ

のようすを見
み

て
いました。ときどきフレッドは、何

な ん ど

度かこ
しをおろして、サンダルから土

つち

ととげをふ
るい落

お

としていました。

１時
じ か ん

間くらいたってから、フレッドは
走
はし

って家
いえ

に入
はい

ってきて、うれしそうに言
い

い
ました。「お母

かあ

さん、もう最
さいこう

高だったよ。
鳥
とり

の巣
す

を見
み

つけたんだけど、卵
たまご

が４個
こ

も
入
はい

っていたんだ。とつぜん母
ははどり

鳥がぼくに
近
ちか

づいてきて、けがをしたふりをしながら、
ぼくを誘

さそ

い出
だ

そうとしたんだよ。でも、そ
れはぼくを巣

す

から遠
とお

ざけるための作
さくせん

戦だろ
うと分

わ

かったので、そのまましばらく探
さが

し
たら、思

おも

ったとおり、近
ちか

くに巣
す

を見
み

つけた
の。」

お母
かあ

さんが尋
たず

ねました。「卵
たまご

はさわらな
かったでしょうね？ 」

フレッドは、「もちろん、さわってないよ」
と答

こた

えました。「しばらく観
かんさつ

察して、ヒナが
卵
たまご

からかえるのを見
み

たいんだ。」

それから、お母
かあ

さんが心
しんぱい

配そうな声
こえ

で
尋
たず

ねました。「フレッド、メガネはどこにあ
るの？ 」

「ああ、忘
わす

れてきてしまった。鼻
はな

が痛
いた

く
なったので、サンダルの土

つち

を落
お

とそうとし

お話
はな

しひろば 

なくしたメガネ
エイミー・シェラード
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てすわったときに、はずしてそばにおいた
の。巣

す

のすぐそばにあるはずだから、今
いま

すぐとりに行
い

ってくるよ」と言
い

って、かけ
出
だ

していきました。

ところが、捜
さが

してもさがしても、メガネ
は見

み

つかりませんでした。お父
とう

さんがやっ
てきて、さがすのを手

て つ だ

伝ってくれました。
しかし、それでもメガネは見

み

つかりません
でした。

午
ご ご

後になって、フレッドが、疲
つか

れきった
ようすで家

いえ

に入
はい

ってきました。「お母
かあ

さん、
牛
うし

たちが牧
ぼくじょう

場からもどってくるときに、ぼ

くのメガネを踏
ふ

んづけてしまうんじゃない
かな？ 」と、心

しんぱい

配そうに言
い

いました。

お母
かあ

さんは、「恐
おそ

らくそうなるでしょうね」
と答

こた

えました。

フレッドは、「お母
かあ

さん、ぼくといっしょ
に行

い

って、もういちどさがすのを手
て つ だ

伝って

くれないかな？ 」と尋
たず

ねました。

お母
かあ

さんとフレッドは、草
くさ

や木
き

のあいだ
を、けん命

めい

にさがしました。それから、ふ
たりでひざまずいて祈

いの

りました。「イエス
様
さま

、ぼくにはメガネが必
ひつよう

要です。うちは貧
まず

しいので、ほかに新
あたら

しいメガネを買
か

うお金
かね

はありません」と、フレッドが祈
いの

りました。「ど
うか、見

み

つけられるように、助
たす

けてくださ
い。」

お祈
いの

りのあと、彼
かれ

らが祈
いの

っていた場
ば し ょ

所
から、ほんの１メートルほど離

はな

れたところ
に、夕

ゆ う ひ

日をうけて、キラキラと光
ひか

っている
何
なに

かがフレッドの目
め

にとまりました。なん
とそれは、ずっとさがしていたメガネでは
ありませんか。すぐに、お母

かあ

さんに声
こえ

を
かけると、彼

かのじょ

女は急
いそ

いでやってきました。
フレッドは、「お祈

いの

りしたから、きっとイエ
ス様

さま

が助
たす

けてくださると思
おも

っていたよ」と、
目
め

をかがやかせて言
い

いました。それから、
ふたりはもう一

い ち ど

度ひざまずいて、イエス様
さま

に感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげたのでした。
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日
に ち よ う び

曜日

ついに、イスラエルの人
ひと

たちは自
じゆう

由
の身

み
となりました。もう奴

ど れ い
隷では

ないのです。彼
かれ

らは、カナンの地
ち

に向
む

かっ

ていました。ものすごい数
かず

の人
ひと

たちでした。
おそらく、二

にひゃくまんにん
百万人はいたでしょう。

出
しゅつ

エジプト記
き

12 章
しょう

の33 節
せつ

を読
よ

んでく
ださい。エジプト人

びと

たちは、彼
かれ

らに、国
くに

か
ら出

で

て行
い

ってもらいたいと思
おも

うほどになっ
ていました。

イスラエル人
びと

たちは奴
ど れ い

隷
であったために、どんなに
一
いっしょうけんめいはたら

生懸命働いても、仕
し ご と

事の
報
ほうしゅう

酬〔賃
ちんぎん

金〕をもらったこと
はありませんでした。そんな
彼
かれ

らにモーセは、エジプトを
出
で

る前
まえ

に、エジプト人
びと

たちか
ら金

きん

や銀
ぎん

や衣
い ふ く

服をもらいな
さいと言

い

いました。35，36
節
せつ

。このようにして長
ながねん

年の働
はたら

きの報
ほうしゅう

酬を得
え

たイスラエル人
びと

たちは、貧
びんぼう

乏のままではなく、
あるていどの財

ざいさん

産をもってエ
ジプトを出

で

て行
い

きました。

彼
かれ

らと一
いっしょ

緒に、大
おおぜい

勢のエ
ジプト人

びと

もエジプトを出
で

るこ
とにしました。 中

なか

には、 天
てん

ついに自
じ ゆ う

由に！
じ ゆ うじ ゆ う

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「彼
かれ

らを安
やす

らかに導
みちび

かれたので彼
かれ

らは恐
おそ

れることがな

かった。しかし海
うみ

は彼
かれ

らの敵
てき

をのみつくした」。

詩
し へ ん

篇 78 編
へん

53 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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の神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するように
なった人

ひと

もいました。た
だほとんどの人

ひと

は、災
さいがい

害
から逃

に

げたかったか、旅
たび

に出
で

るほうがおもしろい
と思

おも

ったのでした。モー
セは彼

かれ

らを、「入
い

り混
ま

じっ
た 群

ぐんしゅう

衆 」（出
しゅつ

エジプト

12：38）または「寄
よ

り集
あつ

まりびと」（民
みんすうき

数記 11：４）
と呼

よ

びましたが、しばし
ば彼

かれ

らが、いろんな騒
さわ

ぎ
や問

もんだい

題を引
ひ

き起
お

こすこと
になりました。

エジプトを出
で

たイスラエル人
びと

たちは、
規
き り つ

律も規
き そ く

則もない、ばらばらの集
しゅうだん

団だった
と思

おも

いますか？ いいえ、違
ちが

います。覚
おぼ

え
ていますか？ モーセはかつてエジプト軍

ぐん

の指
し き か ん

揮官〔偉
えら

い人
ひと

〕でしたので、みんな
をきちんとまとめることができました。

考
かんが

えてみよう：何
なんびゃくねん

百年も前
まえ

、神
かみさま

様はアブ
ラハムに、彼

かれ

の子
し そ ん

孫は外
がいこく

国で苦
くる

しい目
め

に
あうけれども、多

おお

くの財
ざいさん

産をもってカナン
に戻

もど

ってくるであろうと言
い

われました。その
通
とお

りになったでしょうか？ 神
かみさま

様はまた、彼
かれ

らが大
おお

きな国
くに

になるとも言
い

われました。そ
のようになろうとしていたでしょうか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

ついにイスラエル人
びと

は、カナンへの
旅
たび

に出
で

ました。前
まえ

を見
み

ると、空
そら

に何
なに

が見
み

えましたか？ 出
しゅつ

エジプト記
き
13

章
しょう
21、22 節

せつ
を読

よ
み

ましょう。 神
かみさま

様 が、
美
うつく

しい雲
くも

を使
つか

って、
彼
かれ

らの旅
たび

を導
みちび

いてお
られました。

昼
ひ る ま

間 は、 雲
くも

が 影
かげ

を作
つく

って、暑
あつ

さから
守
まも

ってくれました。
夜
よる

に な ると、 雲
くも

は
美
うつく

しい 火
ひ

の 柱
はしら

に変
か

わり、暖
あたた

かい熱
ねつ

と光
ひかり

を与
あた

えてくれました。
すごいですね！昼

ひる

も
夜
よる

も、神
かみさま

様がともにおられたのです。

実
じつ

は、エジプトでイスラエル人
びと

たちが
住
す

んでいたところから、カナンはそれほど
遠
とお

くないところにありました。しかし、もし
一
いちばんちか

番近い道
みち

を通
とお

ってカナンに向
む

かったとし
たら、ペリシテ人

びと

が住
す

んでいるところを通
とお

らなくてはなりませんでした。ペリシテ人
びと

は天
てん

の神
かみさま

様の敵
てき

であり、イスラエル人
びと

は
ペリシテ人

びと

を恐
おそ

れていました。また、イス
ラエル人

びと

は神
かみさま

様に信
しんらい

頼するということを、
もっともっと学

まな

ぶ必
ひつよう

要がありました。17 節
せつ

と18 節
せつ

を読
よ

んでください。雲
くも

が紅
こうかい

海に向
む

かって彼
かれ

らを導
みちび

いていくと、人
ひとびと

々はそわそ
わしてきました。モーセはなぜ、私

わたし

たちを
別
べつ

の道
みち

に連
つ

れていくのだろう？ モーセで
はなく、神

かみさま

様が自
じ ぶ ん

分たちを導
みちび

いておられる
ことが、彼

かれ

らには分
わ

かりませんでした。

じきに、紅
こうかい

海が見
み

えてきました。南
みなみ

のほ
うには高

たか

い山
やま

が見
み

えます。もしパロの気
き

が変
か

わって、彼
かれ

らを追
お

いかけてきたら、ど
うなってしまうのでしょう？ きっと、追

お

いつ
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められてしまうことでしょう。

考
かんが

えてみよう：天
てん

の神
かみさま

様はエジプトの
神
かみがみ

々よりもはるかに強
つよ

いことを、すでにイ
スラエル人

びと

たちは見
み

てきたのではありませ
んでしたか？ 彼

かれ

らを怖
こわ

がらせようとしてい
たのは、誰

だれ

だったと思
おも

いますか？ 

火
か よ う び

曜日

イスラエル人
びと

たちがエジプトを出
で

た
後
あと

で、災
さいがい

害はやみました。けれど
もパロと彼

かれ
の家

け ら い
来たち、またエジプトの

祭
さ い し

司たちは、相
あ い か

変わらず神
かみさま

様を憎
にく

んでい
ました。さらに彼

かれ
らは、イスラエル人

びと
を去

さ

らせなければよかったと思
おも

うようになった
のです。

祭
さ い し

司や国
くに

の偉
えら

い人
ひと

たちが、パロと相
そうだん

談
を始

はじ

めました。あの災
さいがい

害は、本
ほんとう

当は神
かみさま

様
からのものではなかったということになり、
やっぱりイスラエルの神

かみ

よりは自
じ ぶ ん

分たち
の神

かみがみ

々のほうが強
つよ

いのだと考
かんが

えるようにな
りました。さらに、エジプトで起

お

こったこ
とを他

ほか

の国
くにぐに

々の人
ひと

たちが聞
き

いたら、自
じ ぶ ん

分
たちはどう思

おも

われるだろうか？ そこで彼
かれ

ら
は、自

じ ぶ ん

分たちの奴
ど れ い

隷や金
きん

や銀
ぎん

を取
と

り戻
もど

す
ことにしたのです。

イスラエル人
びと

の中
なか

には戦
たたか

いに慣
な

れた
兵
へいたい

隊がいないことを、パロは知
し

っていまし
た。自

じ ぶ ん

分の強
つよ

い軍
ぐんたい

隊なら、きっと簡
かんたん

単に
彼
かれ

らをエジプトに連
つ

れ戻
もど

すことができる、
とエジプトの王

おう

は考
かんが

えました。彼
かれ

はまた
戦
せんしゃ

車や兵
へいたい

隊、祭
さ い し

司や偶
ぐうぞう

像の神
かみがみ

々を引
ひ

き連
つ

れて、イスラエル人
びと

を連
つ

れ戻
もど

しに行
い

こうと

思
おも

いました。

そこでパロは、600 台
だい

の戦
せんしゃ

車とたくさん
の兵

へいたい

隊を集
しゅうごう

合させ、じきに出
しゅっぱつ

発しました。
パロも一

いっしょ

緒に行
い

きました。

パロの軍
ぐんたい

隊は、イスラエル人
びと

たちよりも、
早
はや

く進
すす

むことができるでしょうか？ 大
おおぜい

勢の
人
ひと

や動
どうぶつ

物たちが通
とお

った道
みち

を追
お

って進
すす

むの
は、簡

かんたん

単だったと思
おも

いますか？ 

イスラエル人
びと

たちをあの場
ば し ょ

所に導
みちび

かれ
たのは、神

かみさま

様でした。イスラエル人
びと

がエ
ジプトを出

で

た後
あと

でパロが追
お

いかけてくるこ
とは、すでにモーセに伝

つた

えてありました。
最
さ い ご

後にどうなるかということまでも、すべ
てモーセに伝

つた

えてありました。

考
かんが

えてみよう：サタンがついにあきらめ
て、神

かみさま

様のご計
けいかく

画のじゃまをするのをやめ
ることは、決

けっ

してありません。サタンよりも
神
かみさま

様が強
つよ

いことを、あなたは喜
よろこ

んでいます
か？ 

水
す い よ う び

曜日

このとき、イスラエルの人
ひと

たちが
キャンプをしていた場

ば し ょ
所は、横

よこ
の

ほうに高
たか

い山
やま

がそびえ、すぐ前
まえ

のほうに
は紅

こうかい
海が広

ひろ
がっていました。神

かみさま
様から送

おく

られた美
うつく

しい雲
くも

は、なおもそこにとどまっ
ていたのに、彼

かれ
らはびくびくしていました。

パロが後
うし

ろから追
お

いかけてきたらどうしよ
う？ 

突
とつぜん

然、 だ れ か が 叫
さけ

びました。「大
たいへん

変
だー！」その知

し

らせは、すぐにキャンプ
中
じゅう

に広
ひろ

まりました。「エジプト人
びと

たちが追
お
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いかけてくるぞ。」確
たし

かに、遠
とお

くのほうか
ら、エジプトの軍

ぐんたい

隊がこちらに向
む

かってき
ます。太

たいよう

陽の光
ひかり

にあたって、彼
かれ

らのよろい
かぶとがきらきら光

ひか

っています。

恐
おそ

ろしさのあまり、人
ひとびと

々はたちまちパニッ
クにおちいりました。神

かみさま

様に祈
いの

っている人
ひと

たちもいます。しかしほとんどの人
ひと

は、モー
セを責

せ

め始
はじ

めたのです。出
しゅつ

エジプト記
き

14

章
しょう

の11 節
せつ

、12 節
せつ

を読
よ

んでください。モー
セはどのように答

こた

えましたか？ 13 節
せつ

、14

節
せつ

。

すぐに、二
ふた

つのふしぎなことが起
お

こりま
した。最

さいしょ

初に何
なに

が起
お

こりましたか？ 19 節
せつ

、

20 節
せつ

を読
よ

んでください。エジプト人
びと

たち
は、イスラエル人

びと

たちを見
み

ることができな
くなりました。ところが、雲

くも

の反
はんたいがわ

対側では、
光
ひかり

がイスラエルの人
ひと

たちを一
ひとばんじゅう

晩中、明
あか

る
く照

て

らしていました。

神
かみさま

様が行
おこな

われた二
ふた

つ目
め

の奇
き せ き

跡は何
なん

でし
たか？ 21 節

せつ

、22 節
せつ

。

それは、実
じつ

に驚
おどろ

くべき奇
き せ き

跡でした。も
のすごい風

かぜ

が吹
ふ

いて、海
うみ

が二
ふた

つに分
わ

かれ
たのです。両

りょうがわ

側には水
みず

の高
たか

い壁
かべ

ができて、
壁
かべ

と壁
かべ

の間
あいだ

には、広
ひろ

い、かわいた道
みち

がで
きあがりました。

人
ひとびと

々はすぐに、紅
こうかい

海の向
む

こう岸
ぎし

に向
む

かっ
て歩

ある

き始
はじ

めました。

神
かみさま

様はふたたび、神
かみさま

様にできないこと
は何

なに

もないことを明
あき

らかにされたのでし
た。詩

しへん

篇 77：19、20。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はこれまでも、ご
自
じ ぶ ん

分におできにならないことは何
なに

もないこ

とを、何
な ん ど

度も示
しめ

してこられたのではなかっ
たですか？ 神

かみさま

様が行
おこな

われたいくつもの驚
おどろ

く
べき奇

き せ き

跡を、人
ひとびと

々はどれほどすぐに忘
わす

れて
しまったことでしょう。

木
も く よ う び

曜日

パロは心
しんぱい

配していませんでした。前
まえ

のほうには海
うみ

があり、横
よこ

には山
やま

が
そびえ、後

うし
ろには彼

かれ
の軍

ぐんたい
隊が待

ま
ちかまえ

ているので、イスラエル人
びと

は追
お

いつめられ
ていることが、彼

かれ
には分

わ
かっていました。

朝
あさ

になって、エジプト軍
ぐん

のじゃまをし
ていた雲

くも

が引
ひ

き上
あ

げられました。する
と、前

まえ

のほうにいるはずのイスラエル人
びと

が、一
ひ と り

人もいなくなっているではありませ
んか。海

うみ

を見
み

ると、広
ひろ

い、かわいた道
みち

が、
向
む

こう岸
ぎし

までつながっていました。パロは
カンカンに怒

おこ

りました。

「あとを追
お

え」と命
めいれい

令しました。出
しゅつ

エジ

プト記
き

14：23。愚
おろ

かな悪
わる

い王
おう

は、何
なに

が
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何
なん

でもイスラエル人
びと

を捕
つか

まえてやる、と心
こころ

に決
き

めました。しかし、イスラエルの人
ひとびと

々
を自

じ ゆ う

由にすると、神
かみさま

様が約
やくそく

束しておられた
のでした。次

つぎ

に、何
なに

が起
お

こったでしょうか？ 
24 節

せつ

、25節
せつ

。

今
こ ん ど

度は、だれがパニックにおちいってい
ますか？ 戦

せんしゃ

車の車
しゃりん

輪が動
うご

かなくなったり、
はずれたりしています。驚

おどろ

いた馬
うま

たちが、
後
うし

ろ足
あし

で立
た

ちあがっています。何
なに

もかもう
まくいきません。雲

くも

は、火
ひ

の柱
はしら

に変
か

わりま
した。雷

かみなり

の音
おと

がひびきわたり、稲
いなずま

妻がひ
らめきわたります。詩

しへん

篇 77：17、18。

今
いま

となっては、 パロの 軍
ぐんたい

隊 の 中
なか

で、
奴
ど れ い

隷を捕
つか

まえてやろうと考
かんが

えている人
ひと

は誰
だれ

もいません。みんな必
ひ っ し

死になって、もと
来
き

た道
みち

に戻
もど

ろうとしています。しかし、も
う手

て お く

遅れです。神
かみさま

様は、モーセに何
なに

をし
なさいと言

い

われましたか？ 出
しゅつ

エジプト記
き

14：26－30。

ついに、敵
てき

はいなくなりました。彼
かれ

らを
追
お

いかけてきたパロの軍
ぐんたい

隊は、いなくなっ
てしまいました。

イスラエルの人
ひと

たちをエジプトから出
で

て
いかせないために、サタンと悪

あ く て ん し

天使たち
は、できるかぎりのことをしました。しかし、
彼
かれ

らの負
ま

けです。

考
かんが

えてみよう：パロのがんこな選
えら

びのせ
いで、どれだけの苦

くる

しみや問
もんだい

題が引
ひ

き起
お

こされたでしょうか？ 彼
かれ

の国
くに

を、10 の恐
おそ

ろ
しい災

さいがい

害がおそいました。全
ぜ ん ぶ

部の災
さいがい

害を
言

い

うことができますか？ サタンに仕
つか

えるの
は、何

なん

と悲
かな

しくみじめなことでしょう。

金
き ん よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、無
ぶ じ

事、紅
こうかい

海
の向

む
こう岸

ぎし
にたどり着

つ
きました。

あとを追
お

いかけてきたパロの軍
ぐんたい

隊は、み
んなおぼれてしまいました。イスラエルの
人
ひと

たちはとても喜
よろこ

び、感
かんしゃ

謝しました。彼
かれ

ら
は旅

たび
を続

つづ
ける前

まえ
に、神

かみさま
様に感

かんしゃ
謝を表

あらわ
すお

祝
いわ

いをしました。

モーセは美
うつく

しい歌
うた

を作
つく

りました。彼
かれ

は
人
ひとびと

々に、パロと奴
ど れ い

隷の身
み ぶ ん

分から自
じ ぶ ん

分たち
を救

すく

い出
だ

された神
かみさま

様をたたえる、特
とくべつ

別な
歌
うた

を教
おし

えました。出
しゅつ

エジプト記
き

15 章
しょう

の１

節
せつ

から５節
せつ

を読
よ

んでください。

イスラエル人
びと

は、長
なが

い年
ねんげつ

月の間
あいだ

エジプ
トにいました。その間

あいだ

に、彼
かれ

らはエジプト
のいろいろな悪

わる

いものを見
み な

慣れてしまい、
それほど悪

わる

いと思
おも

わなくなっていました。
そしていつの間

ま

にか、彼
かれ

らもそういった悪
わる

いことをやるようになっていました。彼
かれ

ら
の多

おお

くが、本
ほんとう

当の神
かみさま

様を信
しん

じていながら、
エジプトの偶

ぐうぞう

像も拝
おが

んでいました。

神
かみさま

様のご計
けいかく

画というのは、彼
かれ

らが他
ほか

の
国
くにぐに

々の模
も は ん

範〔見
み な ら

習うべき手
て ほ ん

本〕となるよ
うな、特

とくべつ

別の幸
こうふく

福〔しあわせ〕な民
たみ

とな
ることでした。彼

かれ

らが神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼す
るようになってほしいと、神

かみさま

様は望
のぞ

んでお
られました。また神

かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがうこ
とを、望

のぞ

んでおられました。そうすれば、
彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福することができるからです。そ
うすれば、他

ほか

の国
くにぐに

々の人
ひと

たちも、本
ほんとう

当の
神
かみさま

様を知
し

りたいと思
おも

うようになったことで
しょう。
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考
かんが

えてみよう：悪
わる

いものを見
み

るのは、
安
あんぜん

全なことでしょうか？ どうして安
あんぜん

全ではな
いのですか？ 神

かみさま

様を知
し

らない人
ひと

たち、ま
たは神

かみさま

様を愛
あい

さず従
したが

おうともしない人
ひと

たち
と親

した

しく交
まじ

わるのは、安
あんぜん

全なことでしょう
か？ 

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★出

しゅつ

エジプト 12：34-42,50，　

51；13：17 － 15：21

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.323-334

★あがないの歴
れ き し

史 p.147-155
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「おじいちゃん、お話
はなし

をもう一
ひと

つ
聞
き

かせて」と孫
まご

たちがせがみ
ます。おじいちゃんは、次

つぎ
のようなお話

はなし
を

してくれました：

おじいちゃんが８歳
さい

のころ、母
ははおや

親が死
し

んでしまってね。それからすぐに、一
ひ と り

人ぼっ
ちになってしまった。でも、ファーマー・
ブラウンという親

しんせつ

切な人
ひと

がいて、奥
おく

さんも
いい人

ひと

で、その夫
ふ う ふ

婦が子
こ ど も

供だったおじい
ちゃんを引

ひ

き取
と

り、育
そだ

ててくれたんだ。

ある朝
あさ

、食
しょくじちゅう

事中に、ファーマー・ブラウ
ンがこう言

い

ったんだ。「ジョー、私
わたし

たちは
今
き ょ う

日、市
い ち ば

場に行
い

くんだけど、留
る す

守の間
あいだ

に、
森
もり

へ行
い

って、木
き

の上
うえ

にタカが作
つく

った巣
す

を
こわしてくれないだろうか。木

き

に登
のぼ

ってか
ら、巣

す

が使
つか

えないようめちゃくちゃにする
んだ。タカはうちのニワトリを盗

ぬす

んで食
た

べ
る、危

き け ん

険な鳥
とり

だから。」

ブラウン夫
ふ う ふ

婦が大
おお

きな自
じ ど う し ゃ

動車で出
で

かけ
た後

あと

、森
もり

に行
い

ったんだ。それからいくつ
かの木

き

に登
のぼ

って、言
い

われたとおり、タカの
巣
す

を次
つぎ

から次
つぎ

へとこわしていった。一
いっぽん

本だ
け、ほかの木

き

よりも大
おお

きな古
ふる

い木
き

があって、
てっぺん近

ちか

くまで登
のぼ

ってみると、大
おお

きな枝
えだ

が折
お

れていた。下
した

を見
み

ると、枝
えだ

が折
お

れた
ところに穴

あな

があいていたんだ。思
おも

ったとお
り、その穴

あな

の中
なか

にタカの巣
す

があった。お
じいちゃんは、そこをおりていって、タカ

の巣
す

を足
あし

でけってこ
わしてやろうと思

おも

っ
た。ところが思

おも

いが
けないことに、巣

す

の
下
した

は、深
ふか

いほら穴
あな

に
なっていたんだ。巣

す

をこわしたら、足
あし

を
置
お

くところがなくなっ
て、おじいちゃんは
いきなり、深

ふか

い穴
あな

の
中
なか

に落
お

っこちてしまった。

とても恐
おそ

ろしかった。真
ま

っ暗
くら

な木
き

のほ
ら穴

あな

に閉
と

じ込
こ

められてしまったのだから。
懸
けんめい

命にその穴
あな

を登
のぼ

って外
そと

へ出
で

ようとした
んだけど、木

き

の内
うちがわ

側はつるつるしていて、
全
ぜんぜん

然うまくいかなかった。その穴
あな

の中
なか

で、
死
し

んでしまうんじゃないかと思
おも

ったよ。外
そと

からは、ただの古
ふる

い木
き

にしか見
み

えず、中
なか

に人
ひと

がいることは、誰
だれ

にも分
わ

からないはず
だから。

「イエス様
さま

、どうか僕
ぼく

を助
たす

けてください」
と懸

けんめい

命に祈
いの

ったよ。

それから、木
き

の横
よこ

のほうに、小
ちい

さなす
き間

ま

があることに気
き

づいたんだ。そのす
き間

ま

から古
ふる

い道
ど う ろ

路が見
み

えたんだけど、あ
の道

みち

を通
とお

る人
ひと

はほとんどいないので、やっ
ぱり誰

だれ

にも見
み

つけてもらえないのではない
かと心

しんぱい

配だった。

ところが、しばらくして、一
いちだい

台の荷
に ば し ゃ

馬車

お話
はな

しひろば 

木
き

の中
なか

で祈
い の

るジョー
エイミー・シェラード
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がその道
みち

をやってくるのが見
み

えたんだ。
おじいちゃんがどんなにうれしかったか、
想
そうぞう

像できるかい？ 馬
ば し ゃ

車が木
き

の近
ちか

くをと
おったときに、木

き

の中
なか

から力
ちから

いっぱい叫
さけ

んでみた。

すると、馬
ば し ゃ

車に乗
の

っていた男
おとこ

の人
ひと

が、
あたりをきょろきょろ見

み ま わ

回し始
はじ

めた。声
こえ

の
主
ぬし

がどこにいるかは、想
そうぞう

像もつかなかっ
たと思

おも

うよ。もちろん、おじいちゃんは叫
さけ

び続
つづ

けた。そしたら、男
おとこ

の人
ひと

は馬
ば し ゃ

車を降
お

りて、ゆっくり木
き

のほうに歩
ある

いてきたんだ。

「そこで何
なに

をしているんだ？ 」と男
おとこ

の人
ひと

が尋
たず

ねたので、おじいちゃんは、どうやっ
て木

き

の中
なか

に閉
と

じ込
こ

められたかを話
はな

した。
それから、「木

き

に穴
あな

をあけて、僕
ぼく

をここか
ら出

だ

してください」と頼
たの

んだ。

すぐにその人
ひと

はおのを持
も

ってきて、木
き

に穴
あな

をあけ、おじいちゃんを助
たす

け出
だ

してく
れた。とてもありがたかったよ。

男
おとこ

の人
ひと

は、ふしぎがっている様
よ う す

子で、
「馬

うま

たちが、どうして向
む

きを変
か

えてこの古
ふる

い道
みち

に入
はい

って行
い

ったのか、私
わたし

には分
わ

から
ないんだ」と言

い

った。「もう何
なんねん

年もこの道
みち

を通
とお

ったことはなかったんだから」とね。

だから、おじいちゃんは、「どうしてだか、
僕
ぼく

は分
わ

かりますよ」と言
い

ったんだ。「僕
ぼく

が
イエス様

さま

に、誰
だれ

かをここに来
こ

させて、僕
ぼく

をここから助
たす

け出
だ

してください、と祈
いの

った
ので、イエス様

さま

がおじさんをここに送
おく

って
くださったんですよ。」
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日
に ち よ う び

曜日

ついにイスラエルの人
ひと

たちは、彼
かれ

らを奴
ど れ い

隷として残
ざんこく

酷にあつかっ
たパロとエジプトの主

しゅじん
人たちから自

じゆう
由に

なったのです。紅
こうかい

海の向
む

こう岸
ぎし

にたどり
着
つ

いたので、もう安
あんしん

心です。まるで夢
ゆめ

の
ようでした。

イスラエルの民
たみ

をカナンへと導
みちび

いてい
た人

ひと

は誰
だれ

でしたか？ モーセでしたね。で
も、彼

かれ

らを導
みちび

いていたのは、本
ほんとう

当にモー
セでしたか？ どこを通

とお

るかを決
き

めていた
のはモーセでしたか？ いいえ。彼

かれ

らを
導
みちび

いていたのは、美
うつく

しい雲
くも

でした。そし
て、雲

くも

の中
なか

にいたのは？ そう、神
かみさま

様でした。

神
かみさま

様はいつも、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

を見
み ま も

守って
おられました。彼

かれ

らが神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様
に頼

たよ

るなら、いつでも彼
かれ

らとともにいて助
たす

けると、神
かみさま

様は約
やくそく

束しておられました。

でも、神
かみさま

様のほかに、イスラエルの人
ひと

たちを別
べつ

のところに誘
さそ

い出
だ

そうとしていた
者
もの

がいましたか？ それは誰
だれ

でしたか？ そ

う、サタンですね。彼
かれ

は初
はじ

めは、イスラ
エル人

びと

たちをエジプトから去
さ

らせないよう
にがんばっていましたが、その戦

たたか

いに敗
やぶ

れたのでした。戦
たたか

いに負
ま

けたので、もうサ
タンはイスラエルの人

ひと

たちを誘
ゆうわく

惑するの
をやめたと思

おも

いますか？ いいえ、そんな
ことはありませんでした。

選
えら

べるのは、 二
ふた

つに一
ひと

つしかありま
せん。神

かみさま

様かサタンの、どちらかです。

メラでの神
かみさま

様の約
やくそく

束
かみさまかみさま

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたのうち主
しゅ

を恐
おそ

れ、そのしもべの声
こえ

に聞
き

き従
したが

い、

暗
くら

い中
なか

を歩
ある

いて光
ひかり

を得
え

なくても、なお主
しゅ

の名
な

を頼
たの

み、おの

れの神
かみ

にたよる者
もの

はだれか」。イザヤ 50 章
しょう

10 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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神
かみさま

様は私
わたし

たちを救
すく

いたいと望
のぞ

んでおられ
ます。サタンは私

わたし

たちを滅
ほろ

ぼしたいと望
のぞ

ん
でいます。

ヨハネによる福
ふくいんしょ

音書 14章
しょう

の６節
せつ

を読
よ

ん
でください。

考
かんが

えてみよう：エデンの園
その

で、サタンが
エバに最

さいしょ

初のうそをついた時
とき

から、彼
かれ

の
うそがやむことはありませんでした。イエ
ス様

さま

がもう一
い ち ど

度おいでになるときまで、サ
タンは自

じ ぶ ん

分のうそを人
ひとびと

々に信
しん

じ込
こ

ませよう
と、がんばり続

つづ

けることでしょう。私
わたし

たち
は毎

まいにち

日、また一
いちにち

日のうちに何
な ん ど

度も、誰
だれ

のい
うことを聞

き

くかを自
じ ぶ ん

分で選
えら

ぶのです。神
かみさま

様
を選

えら

び続
つづ

けましょう。私
わたし

たちを本
ほんとう

当に愛
あい

し、私
わたし

たちの幸
こうふく

福を望
のぞ

んでおられるのは、
神
かみさま

様なのですから。

月
げ つ よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、神
かみさま

様が与
あた

えると約
やくそく

束してくださった地
ち

に向
む

かって旅
たび

を始
はじ

めました。約
やくそく

束の地
ち

と呼
よ

ば
れている場

ば し ょ
所のことです。しかし、そこを

神
かみさま

様からいただく前
まえ

に、学
まな

ばなくてはなら
ない大

たいせつ
切な大

たいせつ
切な事

こと
がありました。神

かみさま
様

は必
かなら

ず約
やくそく

束を守
まも

られる力
ちからづよ

強いお方
かた

である
ことを、信

しん
じる必

ひつよう
要がありました。彼

かれ
らは、

信
しんこう

仰によって神
かみさま

様に頼
たよ

ることを学
まな

ぶ必
ひつよう

要
があったのです。

信
しんこう

仰があれば、心
こころ

から信
しんらい

頼する〔信
しん

じ
て頼

たよ

りにする〕ことができます。親
した

しい友
とも

だちがいて、その友
とも

だちがいつでも約
やくそく

束
を守

まも

るなら、私
わたし

たちはその人
ひと

を信
しんらい

頼する

ようになりますよね。しかし、人
ひと

は信
しんらい

頼
を裏

う ら ぎ

切ることがあります。約
やくそく

束を守
まも

らない
ことがあります。裏

う ら ぎ

切られると、その人
ひと

を
信
しんよう

用しなくなります。その人
ひと

を信
しんらい

頼できな
くなります。

イスラエルの人
ひと

たちにとって、神
かみさま

様に全
まった

く頼
たよ

ることは、簡
かんたん

単ではありませんでした。
なぜですか？ 神

かみさま

様はいつでも約
やくそく

束を守
まも

っ
てこられましたか？ その通

とお

りです。神
かみさま

様が
信
しんらい

頼や期
き た い

待を裏
う ら ぎ

切られたことは、一
い ち ど

度も
ありませんでした。神

かみさま

様にとってむずかし
過
す

ぎる事
こと

は一
ひと

つもないということを、これ
まで何

な ん ど

度も示
しめ

してこられました。

人
にんげん

間が罪
つみ

を犯
おか

して以
い ら い

来、サタンはすべ
ての人

ひと

を誘
ゆうわく

惑して、神
かみさま

様についてのうそ
を信

しん

じ込
こ

ませようとしてきました。けれど
も神

かみさま

様は、選
えら

ぶ力
ちから

がサタンに奪
うば

われない
ように、私

わたし

たちを守
まも

ってこられました。だ
からサタンは、私

わたし

たちに彼
かれ

のうそを無
む り

理や
り信

しん

じ込
こ

ませることはできません。すべて
は、私

わたし

たちの選
えら

びにかかっているのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はイスラエルの人
ひと

た
ちを助

たす

け、祝
しゅくふく

福したかったので、彼
かれ

らが
神
かみさま

様に頼
たよ

るようになることを望
のぞ

んでおられ
ました。私

わたし

たちに対
たい

しても、同
おな

じように望
のぞ

んでおられるでしょうか？ 

火
か よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、いつでも約
やくそく

束を守
まも

ってくだ
さいます。しかしサタンは、私

わたし
た

ちに神
かみさま

様の力
ちから

と愛
あい

を疑
うたが

わせようと望
のぞ

み、
そのために働

はたら
いているのです。



72

イスラエルの人
ひと

たちにとって、神
かみさま

様に
全
まった

く頼
たよ

ることを学
まな

ぶのは、むずかしいこと
でしたか？ その通

とお

りです。神
かみさま

様が何
な ん ど

度も
愛
あい

と力
ちから

を示
しめ

してくださったのに、おまけに
神
かみさま

様の雲
くも

がいつでも彼
かれ

らを導
みちび

いていたの
に、彼

かれ

らは心
しんぱい

配ばかりしていて、まだ神
かみさま

様
を疑

うたが

っていました。

紅
こうかい

海にたどり着
つ

いたとき、彼
かれ

らは怖
こわ

くな
りました。自

じ ぶ ん

分たちを導
みちび

いている雲
くも

の中
なか

には神
かみさま

様がおられ、彼
かれ

らを奴
ど れ い

隷の身
み

から
自
じ ゆ う

由にすると約
やくそく

束してくださったことを、
忘
わす

れてしまったのです。パロの軍
ぐんたい

隊が追
お

いかけてくるのを見
み

たとき、彼
かれ

らは恐
きょうふ

怖に
満
み

たされました。

その時
とき

、神
かみさま

様があの驚
おどろ

くべき奇
き せ き

跡をお
こなってくださり、彼

かれ

らはパロとその軍
ぐんたい

隊
から救

すく

われたのでした。その後
あと

、彼
かれ

らは
どのように感

かん

じましたか？ 出
しゅつ

エジプト14：

31。

旅
たび

を続
つづ

けて前
ぜんしん

進する時
とき

でした。もちろ
ん、あの美

うつく

しい雲
くも

は、今
いま

でも彼
かれ

らを導
みちび

い
ていました。ようやく彼

かれ

らは、神
かみさま

様とモー
セを信

しん

じるようになっていました。

三
み っ か か ん

日間、 歩
ある

き続
つづ

けました。まわりの
土
と ち

地は荒
あ

れはて、かわいていました。水
みず

のたくわえが、だんだん底
そこ

をついてきまし
た。みんなのどが渇

かわ

いてきて、水
みず

をさが
していました。出

しゅつ

エジプト記
き

15：22。

またも彼
かれ

らは、どちらかを選
えら

ぶ分
わ

かれ目
め

にきていました。神
かみさま

様を信
しん

じて頼
たよ

るでしょ
うか？ それとも不

ふ へ い

平を言
い

うのでしょうか？ 

突
とつぜん

然、だれかが叫
さけ

びました。「水
みず

だ！水
みず

があるぞ！」みんな、いっせいに水
みず

のほう
へ走

はし

っていきます。

ところが、その喜
よろこ

びは、長
なが

くは続
つづ

きませ
んでした。何

なに

が問
もんだい

題だったのでしょう？ 23
節
せつ

。彼
かれ

らは、がっかりしてしまいました。
ようやく水

みず

を見
み

つけたと思
おも

ったのに！彼
かれ

ら
はどうしたでしょうか？ 24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

も、美
うつく

しい雲
くも

の中
なか

にはだれがおられましたか？ 私
わたし

たちのそば
にも、いつも誰

だれ

かがおられますか？ そのお
方
かた

は、いつでも私
わたし

たちを見
み

ておられ、私
わたし

たちの言
い

うことを聞
き

いておられるのを、私
わたし

たちは忘
わす

れることがありますか？ それこそ、
サタンが望

のぞ

んでいることではないでしょう
か？ 

水
す い よ う び

曜日

のどの渇
かわ

きは、まだおさまっていま
せん。ようやく見

み
つけた水

みず
は、ひ
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どい味
あじ

でした。神
かみさま

様に信
しんらい

頼するよりも、イ
スラエルの人

ひと
たちは、すぐにどういう行

こうどう
動

をとりましたか？ 出
しゅつ
エジプト15：24。モー

セはどうしましたか？ 25 節
せつ

。

モーセは、助
たす

けが必
ひつよう

要なときに、誰
だれ

も
がやるべきことをしました。そして再

ふたた

び、
神
かみさま

様にとって、むずかし過
す

ぎておできにｎ
ならないことは何

なに

もないことが示
しめ

されまし
た。

人
にんげん

間も動
どうぶつ

物も飲
の

みたいだけ水
みず

を飲
の

んだ
後
あと

で、神
かみさま

様はイスラエルの人
ひと

たちに、もう
一
ひと

つのすばらしい約
やくそく

束を与
あた

えてくださいま
した。どんな約

やくそく

束でしたか？ 26 節
せつ

。

神
かみさま

様は私
わたし

たちに、健
けんこう

康になるための
簡
かんたん

単な規
き そ く

則〔決
き

まり〕を与
あた

えてくださいま
した。エジプト人

びと

たちの病
びょうき

気は、これら
の規

き そ く

則に従
したが

っていないことが原
げんいん

因でした。
彼
かれ

らは体
からだ

に良
よ

くないものを食
た

べたり飲
の

んだ
りしていたから、ひどい病

びょうき

気にかかってい

たのです。

たばこを吸
す

う人
ひと

を知
し

っていますか？ お酒
さけ

やコーヒーやコーラを飲
の

む人
ひと

を知
し

ってい
ますか？ おかしばっかり食

た

べる人
ひと

、運
うんどう

動
しない人

ひと

、夜
よ ふ

更かしをする〔夜
よる

おそくまで
起
お

きている〕人
ひと

、また体
からだ

に悪
わる

いことばかり
している人

ひと

を知
し

っていますか？ たとえ自
じ ぶ ん

分
の体

からだ

をいいかげんにあつかっても、神
かみさま

様
は私

わたし

たちを病
びょうき

気から守
まも

ってくださるでしょ
うか？ 

考
かんが

えてみよう：健
けんこう

康の法
ほうそく

則〔守
まも

らなけれ
ばならない決

き

まり〕をいくつ知
し

っています
か？ いくつかあげてみてください。それら
の決

き

まりに従
したが

おうと努
どりょく

力していますか？ 

木
も く よ う び

曜日

今
きょ

日
う

は、神
かみさま

様が与
あた

えてくださった
健
けんこう

康の法
ほうそく

則〔守
まも

らなければなら
ない決

き
まり〕について、もう少

すこ
し考

かんが
えてみ

ましょう。それらの決
き

まりに従
したが

うのは簡
かんたん

単
ですか？ それともむずかしいですか？ 
従
したが

うのは大
たいへん

変ですか？ 

病
びょうき

気になって病
びょういん

院へ行
い

くと、お金
かね

がか
かります。しかし、健

けんこう

康の法
ほうそく

則に従
したが

うのに、
お金

かね

はかかりません。

神
かみさま

様はすでに、イスラエルの人
ひと

たちが
多
おお

くの健
けんこう

康の法
ほうそく

則に従
したが

えるように、手
て だ す

助
けをしておられました。彼

かれ

らは、たくさん
日
にっこう

光に当
あ

たっていました。いい水
みず

が飲
の

め
るように、神

かみさま

様は奇
き せ き

跡をおこなってくださ
いました。

きれいな空
く う き

気もいっぱいありました。歩
ある
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くのは一
いちばん

番いい運
うんどう

動ですが、彼
かれ

らはそれ
も実

じっこう

行していました。一
いちにち

日 中
じゅう

歩
ある

いた後
あと

は、
きっとよく眠

ねむ

れたことでしょう。エジプトに
いたころの食

しょくじ

事は、あまり健
けんこう

康によくあり
ませんでした。なぜなら、エジプト人

びと

の
悪
わる

い習
しゅうかん

慣をまねていたからです。

節
せっせい

制とはどういう意
い み

味でしょうか？ 体
からだ

に
よくないものをとらず、体

からだ

にいいものをほ
どほど〔ちょうどよい加

か げ ん

減〕にとることです。

一
いちばんたいせつ

番大切なのが、神
かみさま

様に信
しんらい

頼する〔信
しん

じて頼
たよ

りにする〕ことです。イスラエルの
人
ひと

たちには、それが最
もっと

も必
ひつよう

要でしたね。
神
かみさま

様はけん命
めい

に、彼
かれ

らに信
しんらい

頼を学
まな

ばせよ
うとしておられました。

考
かんが

えてみよう：八
やっ

つの健
けんこう

康の法
ほうそく

則を
復
ふくしゅう

習してみましょう。八
やっ

つとも憶
おぼ

えたか、
確
たし

かめてみましょう。そして、自
じ ぶ ん

分はいく
つ従

したが

っているか数
かぞ

えてみましょう。

金
き ん よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちが奴
ど れ い

隷として
残
ざんこく

酷に扱
あつか

われていたころから、ほ
んの数

すうじつ
日しかたっていませんでした。しか

し、その短
みじか

い間
あいだ

に、どれだけのことが起
お

こっ
たでしょう。

エジプトを去
さ

るときの彼
かれ

らは、とてもわ
くわくしていました。出

しゅっぱつ

発するとすぐに美
うつく

しい雲
くも

が現
あらわ

れて、昼
ひ る ま

間は影
かげ

となり、夜
よる

は
光
ひかり

を放
はな

って旅
たび

を導
みちび

いてくれました。

ところが、雲
くも

に導
みちび

かれて紅
こうかい

海までやって
くると、彼

かれ

らはそわそわしてきました。パ
ロの気

き

が変
か

わって自
じ ぶ ん

分たちを追
お

いかけて
きたら、どうなってしまうのだろう？ 両

りょうがわ

側
には山

やまやま

々がそびえ、前
ぜんぽう

方に海
うみ

が広
ひろ

がって
いるところで、後

うし

ろからパロの軍
ぐんたい

隊が追
お

っ
てきたら。もう逃

に

げられません。彼
かれ

らは、
エジプトに追

お

いもどされてしまうでしょう。
そのようになりましたか？ 神

かみさま

様は、どのよ

だれにも否
ひ て い

定できないくらい素
す ば

晴らしい、

８つのお医
い し ゃ

者さんがいます。太
たいよう

陽に水
みず

、新
しんせん

鮮

な空
く う き

気、運
うんどう

動、そして食
しょくじ

事、睡
すいみん

眠、節
せっせい

制、

神
かみさま

様に信
しんらい

頼するーこれらはみな、あなたに健
けんこう

康を与
あた

えてくれます。

それは、あなたが知
し

っている、すべての名
めいせい

声や富
とみ

よりも、

はるかに優
すぐ

れているのです。
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うにして彼
かれ

らをお救
すく

いになったでしょう？ 

再
ふたた

び、彼
かれ

らはわくわくしていました。な
ぜなら、もう二

に ど

度と、エジプトで奴
ど れ い

隷にな
る心

しんぱい

配がなくなったからです。ところが、
それからほんの数

す う じ つ ご

日後に、彼
かれ

らは他
ほか

のこ
とを心

しんぱい

配していました。それが何
なん

だった
か憶

おぼ

えていますか？ そして何
なに

が起
お

こりまし
たか？ 

神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分たちを導
みちび

いておられること
と、神

かみさま

様にとっておできにならないことは
ないことを、彼

かれ

らは何
なん

とすぐに忘
わす

れてし
まったことでしょう。

メラというところでキャンプしている間
あいだ

に、神
かみさま

様はすばらしい約
やくそく

束を与
あた

えてくださ
いました。出

しゅつ

エジプト15 章
しょう

の26 節
せつ

をも
う一

い ち ど よ

度読んでください。

何
なん

というすばらしい、愛
あい

の神
かみさま

様でしょう！
私
わたし

たちが、敵
てき

であるサタンの魔
ま

の手
て

を逃
のが

れて、安
あんぜん

全で幸
こうふく

福になることを、神
かみさま

様は
何
なに

よりも望
のぞ

んでおられるのです。そのため
に、十

じっかい

戒というものを与
あた

えてくださいまし
た。また、これらの戒

いまし

めに従
したが

うことができ
るように助

たす

けてくださると、約
やくそく

束なさいま
した。十

じっかい

戒に従
したが

うことを選
えら

ぶとき、心
しんぱい

配し
たり恐

おそ

れたりする必
ひつよう

要はなくなるのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分を愛
あい

し、
信
しんらい

頼し、従
したが

うすべての人
ひと

に、
約
やくそく

束なさった地
ち

で、 早
はや

く
私
わたし

たちといっしょに過
す

ごし
たいと望

のぞ

んでおられます。
神
かみさま

様が約
やくそく

束を必
かなら

ず守
まも

るお
方
かた

であることを、決
けっ

して忘
わす

れないようにしましょう。そ

の事
こと

が分
わ

かったら、幸
しあわ

せな気
き も

持ちになりま
すね。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

 15；22-27

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.335-339

★あがないの歴
れ き し

史 p.156-157
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ジェニーは八
はっさい

歳の
女
おんな

の子
こ

で、もっ
と小

ちい
さいころから、ずっ

と安
あんそくにちがっこう

息日学校に行
い

って
いました。聖

せいしょ
書の詩

し へ ん
篇

23 篇
ぺん

や、他
ほか

にもたくさ
んの聖

せ い く
句を知

し
っていま

した。また、他
ほか

の子
こ ど も

供
たちといっしょに主

しゅ
の祈

いの

りをするのが大
だ い す

好きでし
た。けれども、自

じぶん
分で神

かみさま
様に祈

いの
る方

ほうほう
法は

知
し

りませんでした。自
じゆう

由にイエス様
さま

にお 話
はなし

ができることを知
し

りませんでした。家
か ぞ く

族で
礼
れいはい

拝をするということも知
し

りませんでした。
食
しょくじ

事のときに祈
いの

ることさえ知
し

りませんでし
た。

ジェニーのお父
とう

さんとお母
かあ

さんも教
きょうかい

会へ
行
い

っていましたが、家
か て い

庭で朝
あさ

と夕
ゆう

の礼
れいはい

拝
をすることはなく、食

しょくじ

事の前
まえ

に感
かんしゃ

謝の祈
いの

り
をささげることもなかったのです。

ジェニーには、アナベルというお友
とも

だち
がいました。ある日

ひ

、アナベルのお母
かあ

さ
んがジェニーのお母

かあ

さんに、「ジェニーを
一
いちにち

日うちであずかってもいいですか」と尋
たず

ねました。娘
むすめ

のジェニーとアナベルがとて
も仲

なか

が良
よ

いことを知
し

っていたお母
かあ

さんは、
こころよく承

しょうち

知しました。

ジェニーはお気
き

に入
い

りの人
にんぎょう

形を持
も

って、
アナベルのうちへ遊

あそ

びに行
い

きました。二
ふ た り

人

は時
じ か ん

間のたつのも忘
わす

れ
て、とても楽

たの

しく過
す

ごし
ました。あっという間

ま

に
お昼

ひる

の時
じ か ん

間になり、ア
ナベルのお母

かあ

さんに「お
昼
ひる

ごはんですよ」と言
い

わ
れたときは、驚

おどろ

いたほど
でした。

食
しょくじ

事の前
まえ

に、アナベ
ルのお父

とう

さんが、おい
しい食

た

べ物
もの

をイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝し、祝
しゅくふく

福を
願
ねが

う祈
いの

りをささげました。夕
ゆうしょく

食の時
とき

も同
おな

じ
でした。夕

ゆうしょく

食の後
あと

で、アナベルのお父
とう

さ
んが、「ジェニーをおうちへ連

つ

れていく前
まえ

に、礼
れいはい

拝をしよう」と言
い

いました。みん
なで賛

さ ん び か

美歌を歌
うた

ってから聖
せいしょ

書を読
よ

み、そ
れからひざまずいて祈

いの

りました。アナベル
も祈

いの

りました。アナベルは、一
ついたち

日 中
じゅう

楽
たの

し
く過

す

ごせたことをイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝し、ジェ
ニーとジェニーの家

か ぞ く

族を祝
しゅくふく

福してください
と祈

いの

りました。

礼
れいはい

拝の後
あと

、アナベルがジェニーに、あ
る遠

とお

い国
くに

で宣
せんきょうし

教師〔伝
でんどうしゃ

道者〕として働
はたら

い
た人

ひと

たちについての本
ほん

を見
み

せてくれました。
「毎

まいにち

日、寝
ね

る前
まえ

に、お母
かあ

さんが、この本
ほん

の中
なか

から、物
ものがたり

語を一
ひと

つずつ読
よ

んでくれる
の」とアナベルが言

い

いました。「毎
まいにち

日、寝
ね

る時
じ か ん

間が待
ま

ち遠
とお

しいわ」。

その日
ひ

の夜
よる

、自
じ ぶ ん

分のへやにもどったジェ

お話
はな

しひろば 

神
か み さ ま

様にお話
はな

しするジェニー
エイミー・シェラード
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ニーは、なかなか寝
ね

つけませんでした。
「私

わたし

のお父
とう

さんとお母
かあ

さんも教
きょうかい

会へ行
い

き、
アナベルのお父

とう

さんやお母
かあ

さんと同
おな

じくら
いいい人

ひと

たちなのに、どうしてうちは、ア
ナベルの家

か ぞ く

族のようにお祈
いの

りをしないのか
しら？ 」と考

かんが

えていました。そして、明
あ し た

日
になったら、お父

とう

さんとお母
かあ

さんに聞
き

いて
みることにしました。

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、朝
あさ

ごはんのときに、ジェ
ニーはお父

とう

さんとお母
かあ

さんに、アナベルと
いっしょにやった、いろんな楽

たの

しいことに
ついて話

はな

しました。それから、次
つぎ

のように
言
い

いました。「アナベルのお父
とう

さんとお母
かあ

さんは、食
しょくじ

事の前
まえ

にかならずお祈
いの

りをし、
毎
まいにち

日、朝
あさ

と夕
ゆうがた

方には家
か ぞ く

族で礼
れいはい

拝をし、夜
よる

ねる前
まえ

にはまたお祈
いの

りをするのに、どうし
てうちではやらないの？ 」

ジェニーのお父
とう

さんとお母
かあ

さんは、たが
いに顔

かお

を見
み あ

合わせました。それから、お父
とう

さんが言
い

いました。「ジェニー、お祈
いの

りとか
礼
れいはい

拝とかはとても大
たいせつ

切なことなのに、うちで
はずっとやらなくてごめんよ。お父

とう

さんたち
もイエス様

さま

が大
だ い す

好きだけど、私
わたし

たちの両
りょうしん

親
は、家

かていれいはい

庭礼拝も、食
しょくじ

事のお祈
いの

りもやったこ
とがなかったんだ。あまりよく考

かんが

えないで、
ただ自

じ ぶ ん

分の親
おや

のまねをしていたんだね。で
も、今

き ょ う

日すぐにでも、それを改
あらた

めて変
か

えて
いこう」。

アナベルと彼
かのじょ

女の家
か ぞ く

族が、ジェニーに祈
いの

り方
かた

を教
おし

えてくれました。ジェニーは、自
じ ぶ ん

分
が教

おそ

わったことを、お父
とう

さんとお母
かあ

さんに
話
はな

しました。イエス様
さま

はあなたにも、イエ
ス様

さま

と交
まじ

わるすばらしい方
ほうほう

法を、他
ほか

の人
ひとびと

々
に伝

つた

えてほしいと望
のぞ

んでおられます。
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日
に ち よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、紅
こうかい

海を離
はな

れ、美
うつく

しい雲
くも

に導
みちび

かれて、カナン
への旅

たび
を続

つづ
けていました。その雲

くも
の中

なか
に

は、だれがおられましたか？ 雲
くも

は、彼
かれ

ら
を導

みちび
く以

い が い
外に、昼

ひ る ま
間は何

なに
をしましたか？ 

夜
よる

は何
なに

をしましたか？ 神
かみさま

様が、常
つね

にいっ
しょにおられたということですね。

紅
こうかい

海のそばのキャンプ地
ち

を離
はな

れてから、
三
み っ か す す

日進んだころ、イスラエルの人
ひと

たちは、
人
にんげん

間にとっても動
どうぶつ

物にとってもぜひ必
ひつよう

要な
ある物

もの

がなくなりました。それは何
なん

でした
か？ 水

みず

でしたね。

彼
かれ

らが旅
たび

していた場
ば し ょ

所は、モーセが
何
なんねん

年も羊
ひつじ

を飼
か

っていたところでした。彼
かれ

は、
雲
くも

が彼
かれ

らをどこへ導
みちび

くのか、そのことが気
き

がかりでした。雲
くも

がメラへ向
む

かったのを見
み

て、モーセはがっかりしました。なぜでしょ
うか？ 

メラに水
みず

があることは知
し

っていましたが、
まずくて飲

の

めないことも分
わ

かっていました。

人
ひとびと

々が神
かみ

に信
しんらい

頼し〔信
しん

じて頼
たよ

りにするこ
と〕、これまでになされた奇

き せ き

跡を思
おも

い出
だ

す
ようにと、モーセは強

つよ

く望
のぞ

みました。

彼
かれ

らは、そうしたでしょうか？ いいえ。
神
かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めることはしないで、すべ
てをモーセのせいにしました。まったく愚

おろ

かなことですね。けれどもモーセは、い
つでもそうしてきたように、助

たす

けることの
できる、ただひとりのお方

かた

に助
たす

けを求
もと

めま
した。神

かみさま

様は彼
かれ

に、何
なに

をするように言
い

わ
れましたか？ 

神
かみさま

様はもう一
い ち ど

度、イスラエルの人
ひと

たちに、
ご自

じ ぶ ん

分を信
しんらい

頼して従
したが

うようにと言
い

われまし
た。そうすれば、彼

かれ

らを祝
しゅくふく

福することがで
きるのでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は今
いま

でも、私
わたし

たちと
一
いっしょ

緒にいて、私
わたし

たちを助
たす

けたいと望
のぞ

んでお
られますか？ 次

つぎ

の聖
せ い く

句に書
か

かれていること
を、いつも覚

おぼ

えましょう。へブル13：６、8。

天
てん

からの食
た

べ物
ものたた

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしの神
かみ

は、ご自
じ し ん

身の栄
えいこう

光の富
とみ

の中
なか

から、あなたが

たのいっさいの必
ひつよう

要を、キリスト・イエスにあって満
み

た

して下
くだ

さるであろう」。ピリピ人
びと

への手
て が み

紙４章
しょう

19 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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月
げ つ よ う び

曜日

メラの次
つぎ

に、雲
くも

はイスラエルの人
ひと

たちをどこへ導
みちび

きましたか？ 出
しゅつ

エジプト記
き
15 章
しょう
の27 節

せつ
を読

よ
んでくださ

い。しばらく休
やす

むには、実
じつ

にふさわしい
場
ば し ょ

所でした。ところが数
すうじつ

日たつと、また
雲
くも

が動
うご

きだしました。彼
かれ

らは雲
くも

について
行
い

かなければなりませんでした。

間
ま

もなく、イスラエル人
びと

たちは、自
じ ぶ ん

分
たちが旅

たび

している場
ば し ょ

所には、あまり食
た

べ
物
もの

がないことに気
き

づきました。さらに、
持
も

っていた食
た

べ物
もの

は、どんどん少
すく

なくなっ
ていきました。

まだ食
た

べ物
もの

がなくなっていたわけではな
く、おなかがすいていたわけでもないの
に、またすぐに心

しんぱい

配し、文
も ん く

句を言
い

う悪
わる

いく
せが出

で

てきたのです。どこで食
た

べ物
もの

を手
て

に入
い

れればいいのだろう？ 食
た

べる物
もの

が見
み

つからなかったら、どうしよう？ みんな、
飢
う

え死
じ

にしてしまうのだろうか？ ああ、ど
うしよう…どうしよう…！

それから彼
かれ

らは、長
ながねん

年エジプトで楽
たの

しん
でいたあることを思

おも

い出
だ

し、それをなつか
しく思

おも

っていました。出
しゅつ
エジプト16：２、３。

もう一
い ち ど

度、神
かみさま

様に信
しんらい

頼するチャンスが
与
あた

えられました。そしてまたもや、彼
かれ

らは
失
しっぱい

敗しました。神
かみさま

様は、モーセとアロンに
何
なん

と言
い

われましたか？ ４－８節
せつ

。

人
ひとびと

々は自
じ ぶ ん

分たちにではなく、神
かみさま

様に向
む

かってつぶやいていたのだということを、
モーセとアロンは彼

かれ

らに悟
さと

らせようとしま
した。神

かみさま

様は、彼
かれ

らの心
こころ

を、すべてお
見
み と お

通しでした。

突
とつぜん

然、まぶしい光
ひかり

が現
あらわ

れました。人
ひとびと

々は、
その光

ひかり

を見
み

ようとしました。雲
くも

が、太
たいよう

陽の
ように輝

かがや

いていたのです。その時
とき

、神
かみさま

様
がモーセに語

かた

りかけられました。何
なん

と言
い

わ
れましたか？ 10－12節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：お そらく、 そこに は
二
にひゃくまんにんいじょう

百万人以上の人
ひと

たちがいました。そ
して神

かみさま

様は、みんなに食
た

べ物
もの

を与
あた

えると
約
やくそく

束なさったのです。いったいどうやって、
食

た

べ物
もの

を用
よ う い

意しようとしておられたのでしょ
うか？ 

火
か よ う び

曜日

神
か み

様
さま

がイスラエルの人
ひと

たちに与
あた

えら
れた約

やくそく
束を、もういちど読

よ
んでく

ださい。出
しゅつ
エジプト16：12。

イスラエルの人
ひと

たちの食
た

べ物
もの

がなくな
りかけていたときに、もしあなたが彼

かれ

ら
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と一
いっしょ

緒にキャンプをしていたとしたら、ど
うやって神

かみさま

様は、全
ぜんいん

員のために食
た

べ物
もの

を
用
よ う い

意なさって、約
やくそく

束を果
は

たすおつもりだろ
うかと考

かんが

えたことでしょう。

夕
ゆうがた

方になって、突
とつぜん

然、たくさんの鳥
とり

のは
ばたく音

おと

が聞
き

こえてきます。上
うえ

を見
み

ると、
何
なんぜん

千、何
なんまん

万というウズラの大
たいぐん

群がこちらに
向
む

かってきます。とても低
ひく

いところを飛
と

ん
でいたので、簡

かんたん

単につかまえることができ
ました。神

かみさま

様が、約
やくそく

束を守
まも

られたのです。

次
つぎ

の日
ひ

はどうでしたか？ 神
かみさま

様は、空
そら

から
食
た

べ物
もの

を降
ふ

らせると言
い

われました。しかし、
夜
よる

の間
あいだ

に、食
た

べ物
もの

が降
ふ

ってくるような音
おと

は
聞
き

こえませんでした。

朝
あさ

になって、人
ひとびと

々はテントの中
なか

から外
そと

を
見
み

ました。何
なに

が見
み

えましたか？ 

お父
とう

さんやお母
かあ

さんが、子
こ ど も

供たちに、
「こっちへ来

き

て、外
そと

を見
み

なさい」と言
い

って
いる様

よ う す

子が想
そうぞう

像できますか？ 子
こ ど も

供たちは、
目
め

をこすりながら、「いったい何
なん

なの？ 」

と尋
たず

ねていました。こうして、その食
た

べ物
もの

は、
「マナ」と名

な

づけられました。「マナ」とは、
「何

なん

だろう」という意
い み

味です。出
しゅつ

エジプト

記
き

16章
しょう

の15節
せつ

と31節
せつ

を読
よ

んでください。
詩
し へ ん

篇 78 篇
へん

の 25 節
せつ

では、天
て ん し

使のパンと
呼
よ

ばれています。

それはとてもおいしく、お母
かあ

さんたちは、
それを使

つか

って、いろんな料
りょうり

理を作
つく

ることが
できました。粉

こな

にしたり、煮
に

たり焼
や

いたり
することができました。それぞれの家

か ぞ く

族の
一
ひ と り

人ひとりが、どれだけマナをとるべきか
は、神

かみさま

様が教
おし

えてくださいました。出
しゅつ
エジ

プト記
き
16 章

しょう

の16 節
せつ

から18 節
せつ

を読
よ

んで
ください。

地
じ め ん

面に残
のこ

されたマナは、どうなりました
か？ 21 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：天
て ん し

使のパンを食
た

べること
を、想

そうぞう

像してみてください。神
かみさま

様は今
いま

で
も、私

わたし

たちに良
よ

い食
た

べ物
もの

を与
あた

えようとして
おられますか？ 私

わたし

たちが、良
よ

い食
た

べ物
もの

を
楽
たの

しむことを、望
のぞ

んでおられますか？ 健
けんこう

康
で丈

じょうぶ

夫な体
からだ

を作
つく

ってくれる食
た

べ物
もの

を、私
わたし

た
ちがおいしく食

た

べられるように、お父
とう

さん
とお母

かあ

さんはいろいろ工
く ふ う

夫し、努
どりょく

力してく
れています。私

わたし

たちも、両
りょうしん

親に協
きょうりょく

力すべき
ではないでしょうか？ 

水
す い よ う び

曜日

体
か ら だ

にいい食
た

べ物
もの

は、食
た

べてもおい
しいと決

き
まっていますか？ どうで

しょうか？ 
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砂
さ と う

糖とあぶらがたくさん入
はい

っているお
菓

か し

子ばかりを食
た

べている子
こ ど も

供たちは、
神
かみさま

様が私
わたし

たちのためにつくられた果
くだもの

物を、
おいしくないと感

かん

じることがあります。

エジプト人
びと

たちの食
しょくじ

事の習
しゅうかん

慣は、あまり
良
よ

くありませんでした。そのために、多
おお

く
の人

ひと

が、死
し

ぬほどの病
びょうき

気にかかっていま
した。サタンが人

ひとびと

々を苦
くる

しめ、滅
ほろ

ぼそうと
していたことを、彼

かれ

らは知
し

らなかったので
す。

悪
わる

い食
しょくじ

事の習
しゅうかん

慣を、良
よ

いものに変
か

える
ことが、人

ひと

にとって一
いちばん

番むずかしいことを、
サタンはよく知

し

っています。あなたは知
し

っ
ていましたか？ 

私
わたし

たちが自
じ ぶ ん

分の体
からだ

に良
よ

くないことを選
えら

ぶ
とき、神

かみさま

様は悲
かな

しまれますが、私
わたし

たちを
無
む り

理やり健
けんこう

康の法
ほうそく

則〔守
まも

らなければなら
ない決

き

まり〕に従
したが

わせようとはなさいませ
ん。選

えら

ぶのは、私
わたし

たちの自
じ ゆ う

由です。

もしお父
とう

さんが、車
くるま

のガソリンタンクに
ソーダを入

い

れたら、きっと車
くるま

は動
うご

かなくな
るでしょう。悪

わる

い食
た

べ物
もの

を選
えら

んで口
くち

に入
い

れ
ると、私

わたし

たちの体
からだ

も調
ちょうし

子がおかしくなりま
す。体

からだ

に合
あ

わないものを食
た

べたからといっ
て、それらの良

よ

くない食
た

べ物
もの

に合
あ

うよう
に、神

かみさま

様が私
わたし

たちの体
からだ

の仕
し く

組みを変
か

えら
れることはありません。あるいは、それら
の食

た

べ物
もの

によって引
ひ

き起
お

こされた問
もんだい

題を、
原
げんいん

因を除
のぞ

かずに解
かいけつ

決なさることもありませ
ん。

かつてイスラエルの人
ひと

たちは奴
ど れ い

隷であ
り、とても残

ざんこく

酷に扱
あつか

われていましたが、い
つでも食

た

べ物
もの

は十
じゅうぶん

分にありました。ところ
が、いつの間

ま

にか、彼
かれ

らはエジプト人
びと

の
まねをするようになっていました。そして
エジプトを去

さ

るころには、多
おお

くの悪
わる

い習
しゅうかん

慣
が身

み

についていて、それらの悪
あくしゅうかん

習慣を変
か

える必
ひつよう

要があったのです。神
かみさま

様は、彼
かれ

ら
が健

けんこう

康で幸
こうふく

福になる手
て だ す

助けをしたい、そ
のために良

よ

い選
えら

びをしてほしいと望
のぞ

んでお
られました。

コリント人
びと

への第
だいいち

一の手
てが み

紙６章
しょう

の19節
せつ

と20 節
せつ

を読
よ

んでください。自
じ ぶ ん

分の体
からだ

をど
のように扱

あつか

うかで、肉
にくたいてき

体的にも精
せいしんてき

神的〔心
こころ

の面
めん

〕にも、大
おお

きな違
ちが

いが生
う

まれることを、
多
おお

くの人
ひと

は分
わ

かっていません。神
かみさま

様が私
わたし

たちに語
かた

りかけるのは、私
わたし

たちの考
かんが

え、
すなわち心

こころ

をつかさどる〔支
し は い

配する〕、脳
のう

を通
とお

してなのです。私
わたし

たちが神
かみさま

様の栄
えいこう

光
をあらわすのは、十

じっかい

戒に従
したが

うことによって
なのです。反

はんたい

対に、私
わたし

たちが神
かみさま

様の戒
いまし

め
に従

したが

わないことを選
えら

ぶのを、サタンは望
のぞ

んでいるのです。
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考
かんが

えてみよう：あなたには、変
か

えるべき
悪
わる

い食
しょくじ

事の習
しゅうかん

慣がありますか？ 何
なに

か思
おも

い
つくことはありますか？ あなたが正

ただ

しいこ
とを選

えら

ぶなら、神
かみさま

様は、それを実
じっこう

行する
手
て だ す

助けをしてくださいます。

木
も く よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちが、神
かみさま

様に信
しんらい

頼
して従

したが
うようになるまで、かなり

時
じかん

間がかかることを、神
かみさま

様はご存
ぞんじ

知でした。
彼
かれ

らがまず、自
じぶん

分たちの問
もんだい

題に気
き

づくこと
を、神

かみさま
様は望

のぞ
んでおられました。

神
かみさま

様が、マナを与
あた

えると言
い

われたとき、
覚
おぼ

えておくべき、ある大
たいせつ

切なことについて
も話

はな

されました。出
しゅつ
エジプト記

き
16 章

しょう

の

16 節
せつ

から26節
せつ

を読
よ

んでください。

彼
かれ

らはいつ、マナを集
あつ

めることになって
いましたか？ どれくらい集

あつ

めるべきでした
か？ 一

ひ と り

人ひとりに十
じゅうぶん

分なだけの量
りょう

がありま
したか？ 

次
つぎ

の日
ひ

までマナをとっておいたら、どう
なると、神

かみさま

様は言
い

われましたか？ 

週
しゅう

の六
む い か め

日目には、どうしなさいと、神
かみさま

様
は言

い

われましたか？ その日
ひ

に集
あつ

めたマナ
も、次

つぎ

の日
ひ

には腐
くさ

ってしまいましたか？ 

マナは、安
あんそくにち

息日にも降
ふ

りましたか？ なぜ
降
ふ

らなかったのですか？ 

イスラエル人
びと

に最
さいぜん

善の食
た

べ物
もの

を与
あた

えて、
悪
わる

い食
しょくじ

事の習
しゅうかん

慣を変
か

える手
て だ す

助けをしたこ
とに加

くわ

えて、安
あんそくにち

息日をきよく守
まも

ることは、
エデンの園

その

でアダムとエバにその戒
いまし

めが

与
あた

えられたときと同
おな

じくらい大
たいせつ

切であるこ
とを、彼

かれ

らに覚
おぼ

えてほしいと、神
かみさま

様は望
のぞ

ま
れました。

神
かみさま

様は毎
まいしゅう

週、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

に、安
あ ん そ く び

息日を
きよく守

まも

ることを覚
おぼ

えさせるために、奇
き せ き

跡
をおこなわれたのでした。

考
かんが

えてみよう：安
あんそくにち

息日は、今
いま

でも大
たいせつ

切で
すか？ もちろん、大

たいせつ

切ですね。神
かみさま

様の言
い

われるとおりに、安
あんそくにち

息日をきよく守
まも

らない
人
ひと

は、大
おお

きな祝
しゅくふく

福を受
う

けそこなっています。
おまけに、神

かみさま

様のいちばん大
たいせつ

切な戒
いまし

めを
破
やぶ

っているのです。

金
き ん よ う び

曜日

今
きょ

日
う

は、いろいろなことを考
かんが

えてみ
ましょう。

健
けんこう

康の法
ほうそく

則〔守
まも

らなければならない決
き

まり〕を与
あた

えてくださったのは、神
かみさま

様でした。
これらの法

ほうそく

則に従
したが

うならば、健
けんこう

康になり、
この地

ちじょう

上で幸
こうふく

福に生
い

きることができるので
す。しかし神

かみさま

様は、私
わたし

たちのために、もっ
とすばらしいことを計

けいかく

画しておられます。
ヨハネによる福

ふくいんしょ

音書６章
しょう

の51節
せつ

を読
よ

んで
ください。

イエス様
さま

は、どのようなパンであると
言
い

っておられますか？ 生
い

きたパンである
と、言

い

っておられますね。マナのように、
イエス様

さま

も、天
てん

からこの世
せ か い

界におりて来
こ

ら
れました。私

わたし

たちをサタンから救
すく

うために、
また永

えいえん

遠に続
つづ

く命
いのち

を与
あた

えるために、おい
でになったのでした。私

わたし

たちはただ、イ
エス様

さま

を愛
あい

し、彼
かれ

を信
しんらい

頼し、従
したが

うことを選
えら
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べばよいのです。

私
わたし

たちはどうやって、その
生
い

きたパンを食
た

べるのでしょ
う？ イエス様

さま

について学
まな

ぶ
ことによって、それを食

た

べる
のです。では、どうやって、イエス様

さま

につ
いて学

まな

ぶのでしょう？ 神
かみさま

様の言
こ と ば

葉である、
聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強することによって学
まな

ぶのです。
また、毎

まいにちいの

日祈ることによって、イエス様
さま

に
助
たす

けをお願
ねが

いすることができます。

35 節
せつ

でイエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分が命
いのち

のパ
ンであると言

い

われました。神
かみさま

様の律
りっぽう

法
〔命

めいれい

令、おきて〕や、生
せいめい

命の法
ほうそく

則に従
したが

わ
なくても、幸

こうふく

福に生
い

きることができると
思
おも

っている人
ひと

たちは、サタンのうそにだま
されているのです。そのような人

ひと

たちは、
決
けっ

して幸
しあわ

せで、満
み

たされた人
じんせい

生を送
おく

ること
はできません。サタンが勧

すす

める食
しょくじ

事をす
ればするほど、また、幸

こうふく

福になれると彼
かれ

が言
い

っている生
せいかつ

活を続
つづ

ければつづけるほ
ど、体

からだ

はますます不
ふ け ん こ う

健康になり、心
こころ

はど
んどん不

ふ こ う

幸になっていきます。

だから、 私
わたし

たちには、 生
い

きたパンが
必
ひつよう

要なのです。私
わたし

たちは毎
まいにち

日、そのパン
を食

た

べる必
ひつよう

要があります。朝
あさ

、日
ひ

が昇
のぼ

る
とすぐに、マナをとらなくてはいけません
でした。日

ひ

が高
たか

くなって暑
あつ

くなると、マナ
はとけて、なくなってしまいました。その
ように、命

いのち

のパンも、朝
あ さ お

起きて、忙
いそが

しい
一
いちにち

日が始
はじ

まる前
まえ

に、食
た

べる必
ひつよう

要がありま
す。出

しゅつ
エジプト記

き
16：21。金

き ん よ う び

曜日には、
安
あんそくにち

息日の前
まえ

に、すべての仕
し ご と

事をすませて
おくべきです。そうすれば、安

あんそくにち

息日の間
あいだ

じゅ
う、他

ほか

の日
ひ

にやることをあれこれ考
かんが

えるこ

となく、安
あんそくにち

息日という特
とくべつ

別なマナを喜
よろこ

んで
いただくことができるよう
になります。

今
いま

すぐ、イエス様
さま

に
お願

ねが

いして、本
ほんとう

当に幸
しあわ

せ
な生

い

き方
かた

を選
えら

ぶことができるように、助
たす

け
ていただきましょう。この地

ちじょう

上でそのよう
な生

い

き方
かた

ができれば、じきに天
てんごく

国で、イ
エス様

さま

と永
えいえん

遠にくらすことができるように
なります。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★出
しゅつ

エジプト記
き

 16 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.336-344

★あがないの歴
れ き し

史 p.156-162
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ジェレミーは農
の う ふ

夫でした。今
いま

から
百
ひゃくねんいじょう

年 以 上 も昔
むかし

の人
ひと

です。その
ころは、テレビもラジオも、洗

せんたくき
濯機も、

電
で ん き

気の明
あ

かりもない
時
じ だ い

代 でした。 今
いま

あ
るもので、その頃

ころ
な

かったものは、他
ほか

に
もたくさんありまし
た。自

じどうしゃ
動車を持

も
って

いる人
ひと

は、ほとんど
いませんでした。ま
た持

も
っていたとして

も、昔
むかし

の自
じどうしゃ

動車は、
今
いま

のものとはだいぶ違
ちが

っていました。ど
ちらかと言

い
えば、高

こうきゅう
級な、馬

うま
なしで走

はし
る

馬
ばしゃ

車のような乗
の

り物
もの

でした。多
おお

くの人
ひと

は、
自
じどうしゃ

動車を見
み

たこともなく、それを持
も

ってい
るのは、大

おおがねも
金持ちの人

ひと
たちだけでした。

　ジェレミーは貧
びんぼう

乏でしたが、決
けっ

して
不
ふ へ い

平は言
い

いませんでした。彼
かれ

は優
やさ

しい夫
おっと

であり、父
ちちおや

親でした。彼
かれ

と奥
おく

さんと子
こ ど も

供た
ちは、イエス様

さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

に信
しんらい

頼
していました。雨

あめ

が十
じゅうぶん

分に降
ふ

らなくても、
嵐
あらし

がやってきて、畑
はたけ

の小
こ む ぎ

麦やトウモロコシ
がやられても、家

か ぞ く

族と家
か ち く

畜が生
い

きるのに
必
ひつよう

要なだけの作
さくもつ

物が育
そだ

ち、冬
ふ ゆ ば

場を乗
の

り切
き

るだけの食
た

べ物
もの

が与
あた

えられていることを
感
かんしゃ

謝しました。

ジェレミーは、いつでも動
どうぶつ

物たちをか

わいがりました。決
けっ

してたたいたり、こき
使
つか

ったりするようなことはありませんでし
た。いつでも十

じゅうぶん

分にえさを与
あた

え、冬
ふゆ

の間
あいだ

は、
こごえたりしないよ
うに気

き

を配
くば

りました。
特
とく

に、 二
に と う

頭 の 年
とし

を
とったラバには感

かんしゃ

謝
していました。長

ながねん

年
の間

あいだ

、ずっと忠
ちゅうじつ

実に
働
はたら

いてくれたからで
す。

ラバを飼
か

っていた
ので、農

の う ふ

夫のジェレミーは、畑
はたけ

を耕
たがや

し、そ
こでとれた作

さくもつ

物を町
まち

に運
はこ

んでいって売
う

るこ
とができました。そして、もうけたお金

かね

で、
家
か ぞ く

族のためにいろいろな食
た

べ物
もの

を買
か

うこ
とができました。ラバたちは、ペットとし
ても喜

よろこ

ばれていました。子
こ ど も

供たちを背
せ な か

中
に乗

の

せて、大
おお

いに楽
たの

しませてくれたのです。

家
か ぞ く

族の人
ひと

たちは皆
みな

、安
あんそくにち

息日に教
きょうかい

会へ行
い

くのを、とても楽
たの

しみにしていました。け
れども、教

きょうかい

会からかなり離
はな

れたところに住
す

んでいて、ラバたちも年
とし

をとっていたので、
教
きょうかい

会へ行
い

くのは月
つき

に二
に か い

回だけでした。

それから、とても悲
かな

しいことが起
お

こりま
した。ラバが二

に と う

頭とも重
おも

い病
びょうき

気にかかっ
て、死

し

んでしまったのです。大
だ い じ

事なラバが
二
に と う

頭ともいなくなって、ジェレミーは途
と ほ う

方
に暮

く

れてしまいました。ラバがいなくて

お話
はな

しひろば 

ジェレミーのラバたち―パート 1
イヴォンヌ・ダースト
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は、畑
はたけ

を耕
たがや

すことができません。農
のうさくもつ

作物
を育

そだ

てることができなくなったら、それを
売
う

って、お金
かね

をもうけることもできません。
お金

かね

がなければ、家
か ぞ く

族を養
やしな

うために必
ひつよう

要
なものを買

か

うこともできません。さらに、
荷
に ば し ゃ

馬車を引
ひ

いてくれるラバがいないので、
馬
ば し ゃ

車に乗
の

って教
きょうかい

会へ行
い

くこともできなくな
りました。歩

ある

いて行
い

くには、町
まち

は遠
とお

すぎま
した。

それでも、ジェレミーと家
か ぞ く

族の人
ひと

たちは、
イエス様

さま

に信
しんらい

頼していたので、熱
ねっしん

心にお
祈
いの

りしました。「イエス様
さま

、忠
ちゅうじつ

実な二
に と う

頭の
ラバが、死

し

んでしまいました。ラバがいな
くなった今

いま

、どうやって生
せいかつ

活していけばい
いのか分

わ

かりません。ラバを買
か

うお金
かね

もあ
りません。どうか、私

わたし

たちを助
たす

けてくださ
い。また、どうすればよいか教

おし

えてくださ
い。アーメン」。

家
か ぞ く

族のみんなで祈
いの

っている間
あいだ

、ジェレ
ミーは、次

つぎ

の日
ひ

に、町
まち

で特
とくべつ

別な市
い ち ば

場が
開
ひら

かれることを思
おも

い出
だ

しました。そのこと
を奥

おく

さんに話
はな

した後
あと

で、二
ふ た り

人とも、その
市
い ち ば

場に行
い

くべきだと感
かん

じました。でも、売
う

るための物
もの

は何
なに

も持
も

っていないし、何
なに

か
を買

か

うお金
かね

もありませんでした。

「行
い

っても、むだ足
あし

になりそうだね」と
ジェレミーが言

い

いました。「おまけに、柵
さく

とニワトリ小
ご や

屋の修
しゅうり

理をしなくてはいけな
いし、農

のうじょう

場でやる仕
し ご と

事は、ほかにいくら
でもあるから」。ところが結

けっきょく

局、市
い ち ば

場へ行
い

くことにしたのです。

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

先
せ ん

週
しゅう

は、神
かみさま

様がマナを降
ふ

らせられ
たところを学

まな
びましたが、 今

こんしゅう
週

も、神
かみさま

様にとって、ご自
じぶん

分の民
たみ

をやしなう
のは何

なん
でもないことを教

おし
えるために行

おこな
われ

た、もう一
ひと

つの奇
きせき

跡について学
まな

びましょう。
神
かみさま

様は、おいしい「天
てんし

使のパン」をくださ
いました。モーセはアロンに、何

なに
をするよ

うに言
い

いましたか？ 出
しゅつ
エジプト16：32、

33。

１オメルは、だいたい 11 カップ（2.2
リットル）でした。聖

せいじょ

所が建
た

てられた後
あと

で、
このマナは、そこに保

ほ ぞ ん

存されることになり
ました。それは腐

くさ

ることなく、神
かみさま

様の力
ちから

と
愛
あい

をいつでも思
おも

い出
だ

させるものとなりまし
た。

次
つぎ

に、35 節
せつ

を読
よ

んでください。イスラ
エル人

びと

がカナンの地
ち

に入
はい

るまで、四
よんじゅうねん

十年
もかかったということでしょうか？ なぜで
しょうか？ そのことについては、後

あと

で学
まな

び
ます。

イスラエルの人
ひと

たちが次
つぎ

にキャンプをし
たところは、レピデムと呼

よ

ばれていました。
そこはオアシス〔砂

さ ば く

漠の中
なか

で、水
みず

がわき、
木
き

がはえているところ〕で、旅
たびびと

人たちは、
そこで水

みず

を得
え

ることができました。ところ
が、来

き

てみると、どうでしたか？ 出
しゅつ
エジプ

ト17：１。

ここに来
く

る前
まえ

、十
じゅうぶん

分な水
みず

がなかったとき
に、何

なに

が起
お

こったか憶
おぼ

えていますか？ 人
ひとびと

々
は、あれから変

か

わったと思
おも

いますか？ ２
節
せつ

を読
よ

んでください。

岩
いわ

から水
みず

が！
みずみず

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「そのパンは与
あた

えられ、その水
みず

は絶
た

えることがない」。

イザヤ 33 章
しょう

16 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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何
なに

か、前
まえ

にも似
に

たようなことがありまし
たよね？ でも、さらに悪

わる

くなっています。
この時

とき

には、人
ひとびと

々はカンカンに怒
おこ

っていて、
モーセを殺

ころ

そうとまでしていました。４節
せつ

を読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：すべてがうまくいっている
ときに、神

かみさま

様に信
しんらい

頼〔信
しん

じて頼
たよ

りにすること〕
しているというのは、簡

かんたん

単ですよね。本
ほんとう

当
に神

かみさま

様に信
しんらい

頼しているかどうかを知
し

ること
ができるのは、私

わたし

たちにはどうにもならな
い何

なに

かが起
お

きるときだけです。これまでの
ところ、そのようなことが起

お

こるたびに、
つまりテストを受

う

けるたびに、イスラエル
人
びと

は、落
らくだい

第〔試
し け ん

験に落
お

ちる〕点
てん

ばかりとっ
てきました。神

かみさま

様は、あなたをテストされ
るとしたらどうですか？ 神

かみさま

様に、信
しんらい

頼し続
つづ

けますか？ 神
かみさま

様は、それを望
のぞ

んでおられ
るのです。「たとえ何

なに

が起
お

こっても、また死
し

ぬことになっても、私
わたし

はあなたに信
しんらい

頼する
ことを選

えら

びます」と言
い

ってほしいのです。

月
げ つ よ う び

曜日

困
こ ま

ったことが起
お

きるたびに、モーセ
は神

かみさま
様に相

そうだん
談しました。イスラエ

ルの人
ひと

たちが水
みず

を必
ひつよう

要としていたこの時
とき

、
神
かみさま

様は、何
なに

をするようにと言
い

われました
か？ 出

しゅつ
エジプト17：５、６。

モーセと長
ちょうろう

老たちがどこに行
い

こうとして
いたのか、人

ひとびと

々はふしぎに思
おも

っていたこと
でしょう。彼

かれ

らはキャンプを離
はな

れて、ホレ
ブに向

む

かっていましたが、何
なに

が起
お

ころうと
していましたか？ モーセとアロンと長

ちょうろう

老た

ちの前
まえ

の岩
いわ

の上
うえ

にあった、あざやかな雲
くも

の中
なか

には、だれがおられましたか？ もうい
ちど、６節

せつ

を読
よ

んでください。

彼
かれ

らが岩
いわ

のところに来
く

ると、モーセは
神
かみさま

様に言
い

われたとおりに、羊
ひつじか

飼いの杖
つえ

を
とって、その岩

いわ

を打
う

ちました。たちまち水
みず

がほとばしり〔いきおいよく流
なが

れ出
で

ること〕、
川
かわ

のように流
なが

れ落
お

ちました。詩
しへん

篇 78 篇
へん

の

15節
せつ

と16節
せつ

を読
よ

んでください。

人
ひとびと

々がどうしたか、想
そうぞう

像できますか？ 
きっと、「水

みず

だ！水
みず

が出
で

たぞ！」と叫
さけ

んだこ
とでしょう。そして、いっせいに流

なが

れのと
ころへ走

はし

っていき、思
おも

う存
ぞんぶん

分、水
みず

を飲
の

ん
だことでしょう。のどが渇

かわ

いている人
ひと

は、
誰
だれ

もいなくなりました。

神
かみさま

様にとって、不
ふ か の う

可能〔できないこと〕
は何

なに

もないことを、イスラエルの人
ひと

たちは
思
おも

い知
し

ったはずです。これからは、どんな
ことがあろうと、神

かみさま

様に信
しんらい

頼し続
つづ

けること
でしょう。本

ほんとう

当にそうでしたか？ 
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考
かんが

えてみよう：箴
しんげん

言３章
しょう

の５節
せつ

と６節
せつ

を
読

よ

んでください。いい聖
せ い く

句だと思
おも

う人
ひと

は、
ぜひ憶

おぼ

えてみてください。

火
か よ う び

曜日

アマレクは、ヤコブの双
ふたご

子の兄
きょうだい

弟で
あった、エサウの孫

まご
でした。そし

て彼
かれ

こそが、乱
らんぼう

暴で残
ざんこく

酷なアマレク人
びと

の
祖
そ せ ん

先でありました。

アマレク人
びと

たちは、イスラエル人
びと

がエ
ジプトで奴

ど れ い

隷になっていたことを知
し

ってい
ました。彼

かれ

らは、イスラエル人
びと

が紅
こうかい

海を
わたった話

はなし

や、神
かみさま

様が行
おこな

われた、さまざ
まな奇

き せ き

跡について聞
き

いていました。イス
ラエル人

びと
に逃

に

げられたと言
い

って、彼
かれ

らは、
エジプト人

びと
をばかにしました。自

じ ぶ ん

分たちの
神
かみがみ

々は、エジプトの神
かみがみ

々よりも強
きょうりょく

力で、イ
スラエルの神

かみ

よりもすばらしい奇
き せ き

跡をおこ
なうことができると、うぬぼれていました。

イスラエル人
びと

がシナイに向
む

かって移
い ど う

動
を始

はじ

めたとき、アマレク人
びと

らは、イスラエ
ルに戦

せんそう

争をしかける絶
ぜっこう

好の機
き か い

会〔チャン
ス〕だと思

おも

いました。自
じ ぶ ん

分たちの家
か ち く

畜の
群
む

れに草
くさ

を食
た

べさせていた牧
ぼ く そ う ち

草地を、イ
スラエルの家

か ち く

畜の群
む

れと分
わ

け合
あ

うのは、
どうしてもいやだったのです。

イスラエル人
びと

の中
なか

には、疲
つか

れていたり、
具
ぐ あ い

合が悪
わる

かったりして、他
ほか

の人
ひと

たちよりも、
ゆっくりしか進

すす

めない人
ひと

たちがいました。
アマレク人

びと
の兵

へいたい

隊が、そのような人
ひと

たちを
攻
こうげき

撃するのは、簡
かんたん

単なことでした。神
かみさま

様と
指
し ど う し ゃ

導者のモーセに対
たい

するイスラエルの人
ひと

たちの態
た い ど

度は、神
かみさま

様を喜
よろこ

ばせるものでは
なかったことが示

しめ

されました。

アマレク人
びと

がおそって来
き

たという知
し

らせ
は、すぐにキャンプ中

じゅう

に広
ひろ

まりました。し
かし、イスラエル人

びと
には、軍

ぐんたい

隊がありませ
ん。アマレク人

びと
と、どうやって戦

たたか

えばよい
のでしょう？ 神

かみさま

様に文
も ん く

句や不
ふ へ い

平ばかり言
い

っ
たために、自

じ ぶ ん

分たちは罰
ばつ

を受
う

けているの
だと思

おも

った人
ひと

も、多
おお

くいました。

考
かんが

えてみよう：イスラエルの人
ひと

たちは、
神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分たちのめんどうを見
み

てくださり、
食

た

べ物
もの

も飲
の

み物
もの

も与
あた

えてくださることを信
しん

じて、神
かみさま

様を頼
たよ

ってきましたか？ 彼
かれ

らが行
い

こうとしていた土
と ち

地には、やっつけなくて
はいけない敵

てき

がたくさんいました。神
かみさま

様に
信
しんらい

頼していなければ、どうにもならないこ
とを彼

かれ

らに分
わ

かってほしいと、神
かみさま

様は望
のぞ

ん
でおられました。

水
す い よ う び

曜日

モーセの忠
ちゅうじつ

実で勇
ゆうかん

敢な部
ぶ か

下のひと
りに、ヨシュアという人

ひと
がいまし

た。何
なに

が起
お

こっているかを知
し

ったモーセは、
ヨシュアに何

なに
をするように言

い
いましたか？ 

出
しゅつ
エジプト17：９。

次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、モーセとアロン、そしても
う一

ひ と り

人の忠
ちゅうじつ

実な部
ぶ か

下であるホルは、丘
おか

の
頂
ちょうじょう

上に登
のぼ

りました。ヨシュアとその部
ぶ か

下た
ちも、アマレク人

びと
の兵

へ い し

士らも、谷
た に ま

間にいま
した。戦

たたか

いが始
はじ

まると、とてもびっくりす
るようなことが起

お

こりました。11 節
せつ

を読
よ

ん
でください。
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モーセは、両
りょうて

手をあげて祈
いの

っていまし
た。神

かみさま

様が助
たす

けてくださらなければ、イス
ラエル人

びと
に勝

か

ち目
め

はないことを、彼
かれ

はよく
知
し

っていました。彼
かれ

らには、神
かみさま

様の助
たす

け
がいつも必

ひつよう

要だったのです。そこで彼
かれ

は、
戦
たたか

いの間
あいだ

、ずっと祈
いの

ることにしました。

ところが、モーセは私
わたし

たちと同
おな

じような
人
にんげん

間だったので、だんだん手
て

が疲
つか

れてき
ました。アロンとホルは、モーセの手

て

が
下
さ

がらないように、何
なに

をしましたか？ 12
節
せつ

。

一
いちにち

日中
じゅう

、アロンとホルは、モーセのそ
ばに立

た

っていました。日
ひ

が沈
しず

むころには、
戦
たたか

いはどうなっていましたか？ 13 節
せつ

。

神
かみさま

様はモーセに、その日
ひ

に起
お

こったこと
を書

か

きしるしなさいと言
い

われました。その
日
ひ

の出
で き ご と

来事を、みんなに憶
おぼ

えていてほし
いと望

のぞ

まれたのです。

考
かんが

えてみよう：ヨシュアの兵
へ い し

士らがアマレ
ク人

びと

と戦
たたか

ったときと同
おな

じように、今
いま

でも祈
いの

りには力
ちから

がありますか？ 私
わたし

たちが、毎
まいにち

日、
戦
たたか

わなくてはいけない敵
てき

は誰
だれ

ですか？ 
モーセのように、一

いちにち

日 中
じゅう

両
りょうて

手をあげて祈
いの

る必
ひつよう

要はありませんが、サタンが私
わたし

たちを
誘
ゆうわく

惑するとき、心
こころ

の中
なか

で神
かみさま

様とお話
はな

しする
ことができますか？ ヨシュアの兵

へ い し

士らは、
神
かみさま

様の助
たす

けがなければ、アマレク人
びと

に勝
か

つことはできませんでした。そのように私
わたし

たちも、神
かみさま

様に助
たす

けていただかなければ、
サタンとの戦

たたか

いに勝
か

つことはできません。
神
かみさま

様という力
ちからづよ

強い助
たす

け主
ぬし

がおられること
を、あなたはうれしく思

おも

いますか？ 

木
も く よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、モーセが
四
よんじゅうねんかん

十 年 間、羊
ひつじか

飼いをしながら住
す

んでいた地
ち

に来
き

ていました。彼
かれ

は、エジプ
トを逃

に
げ出

だ
した後

あと
、神

かみさま
様はもう、イスラエ

ル人
びと

を奴
ど れ い

隷から救
すく

い出
だ

す仕
しごと

事を、自
じぶん

分に
任
まか

せることはないだろうと思
おも

いました。け
れども今

いま
、彼

かれ
はイスラエルの指

しどうしゃ
導者になっ

ていました。それは、簡
かんたん

単な仕
しごと

事ではあり
ませんでした。

長
ながねん

年、羊
ひつじ

の世
せ わ

話をしながら過
す

ごすこと
によって、モーセはたくさんのことを学

まな

びました。そして、忍
にんたい

耐〔がまん〕強
づよ

く、
温
お ん わ

和〔優
やさ

しくおだやか〕な人
ひと

になっていま
した。イスラエルの人

ひと

たちを率
ひき

いる〔引
ひ

き連
つ

れていく、指
し き

揮する〕には、特
とく

に、
忍
にんたい

耐が大
おお

いに必
ひつよう

要でしたね。彼
かれ

はまた、
神
かみさま

様のすばらしさについても、学
まな

ぶ必
ひつよう

要
がありました。

モーセが、長
な が ね ん す

年住み慣
な

れた、義
ぎ り

理の父
ちち
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〔奥
おく

さんのお父
とう

さん〕であるエテロの家
いえ

を
出
しゅっぱつ

発し、エジプトに向
む

かったとき、妻
つま

のチッ
ポラと二

ふ た り

人の息
む す こ

子たちも一
いっしょ

緒でした。しか
しエジプトへ行

い

ったら、苦
く ろ う

労ばかりかけて
しまうだろうと考

かんが

えたので、家
か ぞ く

族をエテロ
のもとへ送

おく

り返
かえ

しました。もちろん、家
か ぞ く

族
が一

いっしょ

緒にいなくて、とてもさびしかったこ
とでしょう。

モーセとイスラエルの人
ひと

たちは、エテ
ロの家

いえ

から、それほど遠
とお

くないところに来
き

ていました。奥
おく

さんのチッポラと息
む す こ

子たち
に、とても会

あ

いたかったことでしょう。け
れども、それはできませんでした。やらな
くてはならないことが、あまりにも多

おお

かっ
たからです。ところが、ある日

ひ

のこと、す
ばらしいことが起

お

こります。どのようなこと
が、起

お

こりましたか？ モーセは、どうしま
したか？ 出

しゅつ
エジプト18：６－９。

ついにモーセは、いとしい家
か ぞ く

族に会
あ

うこ
とができました。彼

かれ

がどれだけうれしかっ
たか、想

そうぞう

像できますか？ 

考
かんが

えてみよう：この時
とき

、モーセは何
なんさい

歳
になっていましたか？ 最

さいしょ

初にエジプトを
去

さ

ったとき、彼
かれ

は四
よんじゅっさい

十歳でした。それから
四
よんじゅうねんかん

十年間、エテロのもとで暮
く

らしました。
ですから、もう若

わか

くはなかったのですね。
たとえ何

なんさい

歳になっていても、神
かみさま

様は私
わたし

たち
をお用

もち

いになることができるのです。

金
き ん よ う び

曜日

エテロは、とても賢
かしこ

い人
ひと

でした。モー
セをたずねてすぐに、彼

かれ
はあるこ

とに気
き

づきました。ぜひとも、改
かいかく

革〔これ
までのものを改

あらた
めて、よりよいものにする

こと〕が必
ひつよう

要であると考
かんが

えたのです。

人
ひとびと

々は、長
なが

い行
ぎょうれつ

列を作
つく

ってモーセの
もとに押

お

し寄
よ

せ、自
じ ぶ ん

分たちの問
もんだい

題を彼
かれ

に
相
そうだん

談していました。そのために、モーセ
は朝

あさ

から晩
ばん

まで忙
いそが

しかったのです。出
しゅつ
エ

ジプト記
き

18 章
しょう

の13 節
せつ

から18 節
せつ

を読
よ

ん
でください。

モーセは、賢
かしこ

くて能
のうりょく

力のある他
ほか

の人
ひと

た
ちと、仕

し ご と

事を分
ぶんたん

担する〔分
わ

けて受
う

け持
も

つ〕
必
ひつよう

要がありました。

エテロはモーセに、もっと整
せ い り せ い と ん

理整頓を
すべきであると説

せつめい

明しました。そうすれば、
もっと少

しょうすう

数の、本
ほんとう

当に重
じゅうよう

要な問
もんだい

題をかか
えている人

ひと

の相
そうだん

談に乗
の

るだけですむように
なります。

ある指
し ど う し ゃ

導者たちは、とてもいばっていて、
他
ほか

の人
ひと

から指
さ し ず

図されることをいやがりま
す。モーセはどうでしたか？ 24－26節

せつ

。

モーセが他
ほか

の人
ひと

たちと仕
し ご と

事を分
ぶんたん

担する
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ようになってから、すべてがもっとよくなり
ました。彼

かれ

は、義
ぎ り

理のお父
とう

さんであるエ
テロに、とても感

かんしゃ

謝しました。

モーセは、エテロがずっと一
いっしょ

緒にいてく
れることを望

のぞ

んだはずですが、エテロは、
自
じ ぶ ん

分の家
いえ

に帰
かえ

ることにしました。27 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：人
ひと

は大
おお

きくなるにつれて、
たとえ自

じ ぶ ん

分は指
し ど う し ゃ

導者〔リーダー〕に向
む

い
ていたとしても、「チームワーク」を学

まな

ぶ
必
ひつよう

要があります。指
し ど う し ゃ

導者に向
む

いている人
ひと

も
いれば、指

し ど う し ゃ

導者を支
ささ

えるのに向
む

いている
人
ひと

もいます。しかし、すべての人
ひと

が、他
ほか

の人
ひと

たちと協
きょうりょく

力して働
はたら

くことを学
まな

ぶ必
ひつよう

要が
あります。それを練

れんしゅう

習するのに、もっとも
よい場

ば し ょ

所はどこですか？ あなたが今
いま

いる
場
ば し ょ

所、つまり家
か て い

庭や学
がっこう

校こそが、もっとも
適
てき

した場
ば し ょ

所なのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

 17 章
しょう

、18 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.345-351

★あがないの歴
れ き し

史 p.162-168
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ジェレミーは貧
びんぼう

乏でしたが、二
に と う

頭
の忠

ちゅうじつ
実なラバを飼

か
っていたので、

家
か ぞ く

族と動
どうぶつ

物たちに十
じゅうぶんた

分食べさせるだけの
お金

かね
をかせぐことができました。ところが、

ラバが二
に と う

頭とも死
し

んでしまったのです。あ
る晩

ばん
、ジェレミーと家

か ぞ く
族の人

ひと
たちは、その

ことについて祈
いの

っていました。お祈
いの

りの後
あと

で、次
つぎ

の日
ひ

に町
まち

で開
ひら

かれる、大
おお

きな市
い ち ば

場
に行

い
くべきだと感

かん
じました。しかし、市

いちば
場

で何
なに

かを買
か

うお金
かね

もないし、売
う

る物
もの

もあ
りません。

その日
ひ

の夜
よる

は、雨
あめ

がたくさん降
ふ

りました
が、ジェレミーは日

ひ

の出
で

とともに起
お

き、ぬ
かるんだ道

みち

を何
なん

キロも歩
ある

いて町
まち

に行
い

きま
した。市

い ち ば
場では、馬

うま

や牛
うし

、ブタやニワト
リ、トウモロコシや麦

むぎ

、さらにはピアノまで、
ありとあらゆる物

もの

が売
う

られていました。

ジェレミーは、お金
かね

を持
も

っていないの
で、何

なに

も買
か

うこ
と が で き ま せ
ん。たくさんの
知
し

り合
あ

いには会
あ

いました。市
い ち ば

場
を見

み

まわした後
あと

で、そろそろ家
いえ

に帰
かえ

ることにしました。家
いえ

はかなり遠
とお

いので、暗
くら

くなる前
まえ

にうちへ
戻
もど

るには、早
はや

めに歩
ある

き始
はじ

めなくてはいけ
ません。どうしてイエス様

さま

は、自
じ ぶ ん

分をこの

市
い ち ば

場へと導
みちび

かれたのか、彼
かれ

にはまだ理
り か い

解
できませんでした。

町
まち

を出
で

たあたりで、一
いちだい

台の荷
に ば し ゃ

馬車が
自
じ ぶ ん

分のところに向
む

かってくるのが見
み

えまし
た。二

に と う

頭の大
おお

きなラバが、その馬
ば し ゃ

車をひ
いていました。荷

に ば し ゃ

馬車の後
うし

ろには、さら
に二

に と う

頭の大
おお

きなラバがつながれていて、
後
うし

ろを歩
ある

かされていました。御
ぎょしゃ

者〔馬
うま

を
あやつり、馬

ば し ゃ

車を走
はし

らせる人
ひと

〕が馬
ば し ゃ

車を
止
と

めて、話
はな

しかけてきました。

「やあ、ジェレミー」。その人
ひと

は、サム
という、昔

むかし

からの友
とも

だちでした。

「やあ、サムかい。元
げ ん き

気かね？ 家
か ぞ く

族の
みんなはどうしてる？ 」ジェレミーとサ

ムは、ずいぶん久
ひさ

しぶりに会
あ

ったのでし
た。しばらく話

はなし

をしてから、サムが言
い

いま
した。「今

いま

から市
いちば

場へ行
い

って、馬
ば し ゃ

車の後
うし

ろ
につないでいる、二

に と う

頭のラバを売
う

ろうと
思
おも

っているんだ。本
ほんとう

当は売
う

りたくないんだ

お話
はな

しひろば 

ジェレミーのラバたち―パート 2
イヴォンヌ・ダースト
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けど、今
こ と し

年は雨
あめ

が少
すく

なかっただろ？ しか
も、夏

なつ

の大
おおかぜ

風で、畑
はたけ

がやられてしまった
ので、冬

ふゆ

の間
あいだ

、四
よんとう

頭のラバを養
やしな

えそうに
ないんだ。実

じつ

は、いじわるで、乱
らんぼう

暴な人
ひと

がラバたちを買
か

わないか、とても心
しんぱい

配して
いる。むちで打

う

たれたり、ちゃんとえさを
もらえなかったりしたら、かわいそうだか
らね。でも、売

う

るしかないので、親
しんせつ

切な
人
ひと

が買
か

ってくれることを祈
いの

るしかない」。

サムは、さびしそうでした。それから、
「ジェレミー、どうして君

きみ

は歩
ある

いているん
だい？ 君

きみ

のラバと荷
に ば し ゃ

馬車はどこへ行
い

った
のだ？ 」と尋

たず

ねました。

ジェレミーは、ラバたちが死
し

んでしまっ
たことと、市

い ち ば
場を見

み

にいった帰
かえ

り道
みち

である
ことを話

はな

しました。

さびしそうなサムの顔
かお

が、笑
え が お

顔に変
か

わり
ました。「ジェレミー、僕

ぼく

は、君
きみ

のお父
とう

さ
んが、動

どうぶつ

物をとてもかわいがる人
ひと

だったこ
とをよく憶

おぼ

えている。君
きみ

も、お父
とう

さんのよ
うな人

ひと

であることを知
し

っている。ぼくのラ
バたちを、君

きみ

が買
か

ってくれないか？ 」

ジェレミーは、「分
わ

かった。ぼくが買
か

う
よ」と、どれだけ言

い

いたかったことでしょう。
でも、「サム、買

か

いたいのはやまやまだが、
払
はら

うお金
かね

がまったくないんだよ」と言
い

うし
かありませんでした。

「別
べつ

に、今
いま

はらえとは言
い

わないさ。来
らいねん

年
の夏

なつ

に、払
はら

ってくれればいいんだ。一
いっとう

頭、
五
ご

ドルではどうだね？ 」と、サムが言
い

って
くれました。「くらも、くつわ〔口

くち

にかませ
る金

か な ぐ

具〕も、手
た づ な

綱〔くつわの左
さ ゆ う

右に結
むす

び
つけ、馬

うま

などをあやつるロープ〕も一
いっしょ

緒
につけるから」。

サムは馬
ば し ゃ

車からとびおりて、ラバたちの
綱
つな

をほどき、その綱
つな

をジェレミーに手
て わ た

渡し
て、「こいつらは、丈

じょうぶ

夫でおとなしいぞ」
と言

い

いました。「頼
たの

むから、連
つ

れていって
くれ。君

きみ

が飼
か

い主
ぬし

なら、ぼくも安
あんしん

心だか
ら」。

ジェレミーは、イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分を町
まち

に
来
こ

させたわけが、ようやく分
わ

かりました。
彼
かれ

は一
いちとう

頭のラバの背
せ な か

中に乗
の

り、親
しんせつ

切な友
とも

だちも、馬
ば し ゃ

車に乗
の

り込
こ

みました。さよなら
を言

い

った二
ふ た り

人は、別
べつべつ

々の道
みち

を行
い

き、それ
ぞれの農

のうじょう

場へと帰
かえ

っていきました。

ジェレミーは、サムに十
じゅう

ドルのお金
かね

を払
はら

わなくてはいけなくなり、彼
かれ

は、そのこと
を考

かんが

えていました。一
いったい

体どうやって、それ
だけのお金

かね

をためることができるのでしょ
う？ 

（続
つづ

く）
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日
に ち よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちがエジプトを
出
しゅっぱつ

発 してから、 まだ 数
すうしゅうかん

週 間
しかたっていませんでしたが、とても長

なが
い

時
じかん

間がたったように思
おも

われました。ほんの
数
すうしゅうかん

週 間で、実
じつ

にいろんなことがありまし
た。神

かみさま
様への信

しんらい
頼〔信

しん
じて頼

たよ
りにすること〕

を学
まな

ばせようとしたのに、イスラエル人
びと

は
不
ふ へ い ふ ま ん

平不満ばかり言
い

って、すべての問
もんだい

題を、
モーセのせいにしました。

今
こんしゅう

週の物
ものがたり

語は、神
かみさま

様が、岩
いわ

から水
みず

を出
だ

された場
ば し ょ

所に、イスラエル人
びと

がキャンプ
をしているところから始

はじ

まります。神
かみさま

様は、
シナイというところの、ある特

とくべつ

別な山
やま

へと、
彼
かれ

らを導
みちび

かれました。出
しゅつ

エジプト記
き

19 章
しょう

の２節
せつ

を読
よ

んでください。彼
かれ

らはそこに、
一
いちねんちか

年近くとどまります。

非
ひじょう

常に長
なが

い間
あいだ

、奴
ど れ い

隷であったために、
イスラエル人

びと
は、どうやって国

くに

を立
た

ち上
あ

げ、その国
くに

を治
おさ

めればよいのか、分
わ

かり
ませんでした。神

かみさま

様の律
りっぽう

法〔命
めいれい

令、おきて〕
の意

い み

味を知
し

り、どうやってそれらの律
りっぽう

法に
従
したが

うかを、学
まな

ぶ必
ひつよう

要がありました。そうす
れば、神

かみさま

様が彼
かれ

らの指
し ど う し ゃ

導者となってくださ
り、彼

かれ

らを強
つよ

くてよい国
くに

にすることができ
るのです。他

ほか

の国
くにぐに

々の人
ひと

たちが彼
かれ

らを見
み

て、ついには世
せかいじゅう

界中の人
ひと

たちが、力
ちからづよ

強い
愛
あい

の神
かみさま

様を知
し

るようになることが、神
かみさま

様の
ご計

けいかく

画でした。

しかしまずは、イスラエルの人
ひと

たちが、

律
りっぽう

法をお語
かた

りになる神
かみさま

様
かたかた

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「父
ちち

の戒
いまし

めどおりに歩
ある

くことが、すなわち、愛
あい

であり、あなたがた

が初
はじ

めから聞
き

いてきたとおりに愛
あい

のうちを歩
ある

くことが、すなわち、戒
いまし

めなのである」。―ヨハネ第
だ い に

二の手
て が み

紙 6 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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神
かみさま

様にまったく信
しんらい

頼することを学
まな

ぶ必
ひつよう

要が
ありました。彼

かれ

らは、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に従
したが

うこ
とを選

えら

ぶのが、どれほど大
たいせつ

切かを理
り か い

解す
る必

ひつよう

要がありました。そうするときに初
はじ

め
て、神

かみさま

様は、彼
かれ

らを助
たす

け、祝
しゅくふく

福すること
ができるのでした。

５節
せつ

を読
よ

んでください。すばらしい約
やくそく

束
ですね。しかし、「もし」という言

こ と ば

葉に
注
ちゅうい

意してください。神
かみさま

様は、無
む り

理やり信
しんらい

頼
させたり、従

したが

わせたりは、決
けっ

してなさいま
せん。いつでも、サタンのずるがしこいう
そを信

しん

じるか、神
かみさま

様の約
やくそく

束に信
しんらい

頼するか
は、自

じ ぶ ん

分で選
えら

ばなくてはいけないのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分がサタン
よりもずっと力

ちから

があり、すべての約
やくそく

束を守
まも

ることができるということを、何
な ん ど

度も示
しめ

して
こられました。神

かみさま

様の約
やくそく

束を、いくつあげ
ることができますか？ 

月
げ つ よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、シナイ山
ざん

と
いう特

とくべつ
別な山

やま
の前

まえ
で、キャンプを

していました。神
かみさま

様はモーセに、民
たみ

に何
なに

を語
かた

りなさいと言
い

われましたか？ 出
しゅつ
エジ

プト19：３－７。

モーセは、長
ちょうろう

老たちを集
あつ

めて、神
かみさま

様が
言
い

われたことを、そのまま彼
かれ

らに告
つ

げまし
た。それから、民

たみ

は何
なん

と答
こた

えましたか？ 
８節

せつ

。

彼
かれ

らは、大
おお

きな約
やくそく

束をしました。彼
かれ

らは、
本
ほ ん き

気だったと思
おも

いますか？ たぶん、ほと
んどの人

ひと

は、本
ほ ん き

気だったはずです。

けれども、彼
かれ

らがまだ分
わ

かっていなかっ
たのは、自

じ ぶ ん

分たちには約
やくそく

束を守
まも

る力
ちから

がな
いということでした。たとえ、本

ほんとう

当に守
まも

りたかったのだとしても、神
かみさま

様にまったく
信
しんらい

頼して助
たす

けてもらわなければ、約
やくそく

束を
守
まも

ることは不
ふ か の う

可能〔できないこと〕だった
のです。

神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の全
ぜんのう

能の〔どんなこと
でもできる〕力

ちから

を、イスラエル人
びと

に示
しめ

す
ために、あらゆることをしておられました
か？ 他

ほか

のすべての国
くにぐに

々は、サタンのうそ
を信

しん

じ込
こ

んでいました。みんな、役
やく

に立
た

たない偶
ぐうぞう

像を拝
おが

み、偶
ぐうぞう

像が自
じ ぶ ん

分たちを助
たす

けてくれると信
しん

じていたのです。

それでも、みんながサタンに従
したが

ってい
たわけではありませんでした。世

せ か い

界に罪
つみ

が
入
はい

ってきてから、いつの時
じ だ い

代にも、神
かみさま

様
に対

たい

して真
しんじつ

実な人
ひと

たちがいました。今
いま

や、イスラエルの人
ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちも、
神
かみさま

様に真
しんじつ

実をつくすと約
やくそく

束していたので
す。

前
まえ

に、イスラエル人
びと

が、そのようなこ
とをしたことがありましたか？ 出

しゅつ

エジプト

記
き

14 章
しょう

の 31 節
せつ

を読
よ

んでください。とこ
ろが、メラに来

き

て数
す う じ つ ご

日後に、何
なに

が起
お

こりま
したか？ また他

ほか

にも、神
かみさま

様が、ご自
じ ぶ ん

分に
信
しんらい

頼するチャンスを与
あた

えたことがありまし
たか？ また、今

こんかい

回はどうなるのでしょう？ 

考
かんが

えてみよう：何
なに

かをすると約
やくそく

束して、
忘
わす

れてしまったことがありますか？ お母
かあ

さ
んに、お部

へ や

屋をきれいにしなさいと言
い

われ
て、お部

へ や

屋のそうじとかたづけをしたこと
があるでしょうか？ そして、お部

へ や

屋はいつ
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でもきれいにしておくと、決
けっしん

心したことがあ
りますか？ いちど心

こころ

に決
き

めて、自
じ ぶ ん

分に約
やくそく

束
したら、あきらめずに、イエス様

さま

が必
かなら

ず助
たす

けてくださることをおぼえてください。

火
か よ う び

曜日

イスラエルの人
ひと

たちは、神
かみさま

様に 従
したが

い、神
かみさま

様が望
のぞ

まれることは何
なん

でも
やります、と約

やくそく
束しました。

彼
かれ

らが従
したが

いたいと言
い

ったので、神
かみさま

様は
お喜

よろこ

びになりました。しかし、神
かみさま

様の助
たす

けがなければ、彼
かれ

らは何
なに

もできないこと
を、神

かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でした。従
したが

うことができ
るようになる前

まえ

に、まず神
かみさま

様に信
しんらい

頼するこ
とを学

まな

ばなければなりませんでした。

神
かみさま

様は、イスラエル人
びと

を、シナイ山
ざん

の
ふもとに導

みちび

かれましたが、それは、彼
かれ

らと
の特

とくべつ

別な会
かいごう

合〔集
あつ

まり〕を開
ひら

くためでした。
彼
かれ

らに語
かた

るべき、大
たいせつ

切なことがたくさんあっ
たのです。民

たみ

は、どうやって会
かいごう

合に備
そな

える
べきでしたか？ 出

しゅつ

エジプト19：10－13。

みんなが急
いそ

いで準
じゅんび

備をした様
よ う す

子が、
想
そうぞう

像できますか？ 準
じゅんび

備の時
じ か ん

間は、二
ふ つ か

日し
かありませんでした。人

ひとびと

々が越
こ

えてはい
けない場

ば し ょ

所に、しるしがつけられました。
全
ぜんいん

員、自
じ ぶ ん

分たちの着
き も の

物と体
からだ

を洗
あら

いました。

三
み っ か め

日目の朝
あさ

、民
たみ

は用
よ う い

意ができていまし
た。山

やま

の頂
ちょうじょう

上のほうを見
み

ると、そこは厚
あつ

く
て黒

くろ

い雲
くも

で覆
おお

われていました。下
した

のほう
へおりてくるにつれて、その雲

くも

は、さらに
真
ま

っ黒
くろ

になり、ついには山
やまぜんたい

全体を覆
おお

った
のでした。

突
とつぜん

然、ぶ厚
あつ

い黒
こくうん

雲から、まぶしい稲
いなびかり

光
がひらめき、すさまじい雷

かみなり

が鳴
な

り響
ひび

きまし
た。火

ひ

と煙
けむり

が、もくもくと空
そら

まで立
た

ち昇
のぼ

り
ました。地

じ め ん

面はふるえ、そこにいた人
ひとびと

々も
ゆさぶられました。彼

かれ

らは怖
こわ

くなってひざ
まずき、地

じ め ん

面に頭
あたま

を伏
ふ

せました。モーセ
ですら、恐

おそ

ろしくなりました。出
しゅつ

エジプト

記
き

19 章
しょう

の16 節
せつ

とへブル人
ひと

への手
て が み

紙 12

章
しょう

の21 節
せつ

を読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、みんなの注
ちゅうい

意を
向

む

けさせようとしておられたのでしょう？ あ
る、とても大

たいせつ

切なことを、彼
かれ

らに語
かた

ろうとし
ておられたのでした。それは、私

わたし

たちにとっ
ても、とても大

たいせつ

切なことです。

水
す い よ う び

曜日

神
か み

様
さま

ご自
じしん

身が、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

とお語
かた

りになるために、下
くだ

って来
き

ておら
れました。みんなが注

ちゅうもく
目しています。それ

から突
とつぜん

然、恐
おそ

るべき光
こうけい

景と音
おと

がなくなり、
あたりが、シーンと静

しず
まり返

かえ
りました。人

ひとびと
々
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が静
しず

かに耳
みみ

をすましていたとき、最
さいしょ

初に聞
き

こえてきた言
こ と ば

葉は、どのようなものでした
か？ 出

しゅつ
エジプト20：１、２。

神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が語
かた

っておられることを、疑
うたが

う者
もの

はいませんでした。

それから、聖
せいしょ

書の中
なか

で、もっとも大
たいせつ

切
な言

こ と ば

葉が語
かた

られました。十
じっかい

戒の言
こ と ば

葉です。
３節
せつ

から17節
せつ

まで読
よ

んでください。

サタンは、神
かみさま

様の十
じっかい

戒を憎
にく

んでいます。
私
わたし

たちが十
じっかい

戒について考
かんが

え、それらの戒
いまし

めに従
したが

うことを選
えら

ばないように、サタンは
あらゆる手

て

をつくしています。戒
いまし

めに従
したが

う
ことを選

えら

ぶとき、イエス様
さま

が私
わたし

たちを助
たす

け
てくださり、私

わたし

たちが幸
しあわ

せになることを、
彼
かれ

は知
し

っているからです。

天
てん

に お い て、 サタン は、 神
かみ

の 律
りっぽう

法
〔命

めいれい

令、おきて〕に従
したが

わないことを選
えら

び
ました。さらに彼

かれ

は、たくさんの天
て ん し

使たち
に、彼

かれ

のうそを信
しん

じ込
こ

ませ、彼
かれ

と同
おな

じまち
がいを犯

おか

すように仕
し む

向けました。美
うつく

しい
エデンの園

その

では、アダムとエバを誘
ゆうわく

惑し、
彼
かれ

らにも、うそを信
しん

じ込
こ

ませてしまいまし
た。その後

あと

は、アダムとエバの子
こ ど も

供たち、
つまりこの世

せ か い

界に生
う

まれてくるすべての人
ひと

を、簡
かんたん

単にだますことができるはずでした。

もしも、完
かんぜん

全な天
て ん し

使と人
にんげん

間をだまして、
うそを信

しん

じ込
こ

ませることができたならば、
世
せかいじゅう

界中の人
ひと

たちも、同
おな

じようにだますこと
ができる自

じ し ん

信が、サタンにはありました。
この世

せ か い

界に生
う

まれてくるすべての人
ひと

は、
自
じ ぶ ん

分を信
しん

じることを選
えら

び、永
えいえん

遠に自
じ ぶ ん

分の
奴
ど れ い

隷となるだろうと、彼
かれ

は考
かんが

えたわけです。

確
たし

かに、ひとりの人
ひと

を除
のぞ

いては、この
世
せ か い

界に生
う

まれてきたすべての人
ひと

が、罪
つみ

を

犯
おか

しました。けれども、神
かみさま

様は私
わたし

たちを
喜
よろこ

んでゆるし、愛
あい

し、助
たす

けてくださるので、
私
わたし

たちは、神
かみさま

様にまったく信
しんらい

頼することが
できるのです。そのことを知

し

っている人
ひと

た
ちは、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

び、心
こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

してきました。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分も、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実に
生

い

きることを選
えら

んだ人
ひと

たちの一
いちいん

員であるこ
とを、あなたは喜

よろこ

んでいますか？ 他
ほか

にも、
忠
ちゅうじつ

実に生
い

きた人
ひと

の名
な ま え

前を、聖
せいしょ

書の中
なか

から
あげることができますか？ 

木
も く よ う び

曜日

神
か み

様
さま

が与
あた

えてくださった十
じっかい

戒につい
て、学

まな
び始

はじ
めました。できれば、

一
ひと

つひとつの戒
いまし

めを憶
おぼ

えましょう。むずか
しくはないはずです。もういちど、出

しゅつ
エジ

プト記
き
20 章
しょう
の３節

せつ
から17 節

せつ
を読

よ
んでく

ださい。

神
かみさま

様が十
じっかい

戒をお語
かた

りになった後
あと

、人
ひとびと

々
はまだ、恐

おそ

れおののいていました。彼
かれ

ら
はモーセに、どんなお願

ねが

いをしましたか？ 
18、19節

せつ

。

神
かみさま

様と話
はなし

をしに行
い

く前
まえ

に、モーセは、
人
ひとびと

々に何
なん

と言
い

いましたか？ 20節
せつ

。神
かみさま

様は、
ご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

が、神
かみさま

様を怖
こわ

がることを、望
のぞ

んでおられませんでした。罪
つみ

を怖
こわ

がること
を、望

のぞ

まれたのです。律
りっぽう

法をお与
あた

えになっ
たのは、罪

つみ

がどのようなものであるかを、
お教

おし

えになるためでもありました。

十
じっかい

戒に従
したが

わないことが、罪
つみ

を犯
おか

すことで
す。１ヨハネ３：４。神

かみさま

様に従
したが

わないのは、
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サタンに従
したが

うこ
とと同

おな

じなので
す。

神
かみさま

様 の 律
りっぽう

法
を一

ひとこと

言でまとめ
るとしたら、ど
の 言

こ と ば

葉 が 一
いちばん

番
ふ さわし い か
知
し

って い ま す
か？ そ れ は、

「 愛
あい

」 と い う
言
こ と ば

葉です。ヨハ
ネ第

だいいち

一の手
て が み

紙

４章
しょう

の８節
せつ

を
読
よ

ん で くだ さ
い。そこに、神

かみさま

様は愛
あい

です、と書
か

かれて
いますね。神

かみさま

様は、愛
あい

を持
も

っておられる
だけでなく、神

かみさま

様が愛
あい

なのです。だから、
神
かみさま

様はすべてのことを、愛
あい

をもってなさる
のです。神

かみさま

様が憎
にく

むただ一
ひと

つのものが、
罪
つみ

です。私
わたし

たちを愛
あい

しておられる神
かみさま

様は、
罪
つみ

が私
わたし

たちを傷
きず

つけ、滅
ほろ

ぼしてしまうこと
を、ご存

ぞ ん じ

知なのです。

私
わたし

たちは皆
みな

、罪
つみ

を犯
おか

したので、みんな
が罪

つみびと

人です。しかし神
かみさま

様は、私
わたし

たちを愛
あい

しておられます。すべての罪
つみびと

人を、愛
あい

して
おられるのです。ただし、私

わたし

たちの罪
つみ

だ
けは、憎

にく

んでおられます。だから何
なに

よりも、
私
わたし

たちの罪
つみ

をゆるし、私
わたし

たちのうちから罪
つみ

をとりのぞきたいと、望
のぞ

んでおられるので
す。そのために、十

じっかい

戒に従
したが

うことを、私
わたし

た
ちが選

えら

ぶことを望
のぞ

まれています。神
かみさま

様の
戒
いまし

めに従
したが

うことを選
えら

ぶなら、神
かみさま

様は私
わたし

たち
を助

たす

けることがおできになります。

考
かんが

えてみよう：
時
とき

には、他
ほか

の人
ひと

た
ちが間

ま ち が

違ったこと
をしているのを見

み

て、「 自
じ ぶ ん

分 は、 そ
んなことは絶

ぜったい

対に
やらない」と思

おも

うこ
とがあるかもしれ
ません。でも、私

わたし

たちは本
ほんとう

当に、他
ほか

の人
ひと

たちよりも偉
えら

い のでしょうか？ 
みんなが罪

つみびと

人であ
ることを、忘

わす

れな
いでください。私

わたし

たちは、自
じ ぶ ん

分が間
ま ち が

違った
ことをしても、他

ほか

の人
ひと

たちが間
ま ち が

違ったこと
をしても、そのことを悲

かな

しむべきです。で
も決

けっ

して、自
じ ぶ ん

分は他
ほか

の人
ひと

よりも偉
えら

いと感
かん

じ
るべきではありません。

金
き ん よ う び

曜日

きのうは、 神
かみさま

様 の 十
じっかい

戒 が、 愛
あい

の
律
りっぽう

法であることを学
まな

びました。
律
りっぽうがくしゃ

法学 者に尋
たず

ねられたとき、イエス様
さま

も同
おな

じように言
い

われました。律
りっぽうがくしゃ

法学者の
質
しつもん

問とは、どのようなものでしたか？ マタ
イ22：35、36。

イエス様
さま

は、何
なん

とお答
こた

えになりました
か？ 37－40 節

せつ

。戒
いまし

めに従
したが

う方
ほう

によって、
私
わたし

たちは、心
こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

し、他
ほか

の人
ひと

たちを自
じ ぶ ん じ し ん

分自身のように愛
あい

することに
なるのだと、イエス様

さま

は言
い

われたのでし

時
ちが
をしているのを
て、「
んなことは
やらない」と
とがあるかもしれ
ません。でも、
たちは
の
い のでしょうか？ 

I

あなたはわたしのほかに、

なにものをも神としてはならない。

II

あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならな

い。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地

の下の水のなかにあるものの、どんな形をも造って

はならない。それにひれ伏してはならない。それ

に仕えてはならない。あなたの神、主であるわたし

は、ねたむ神であるから、わたしを憎むものは、父

の罪を子に報いて、三、四代に及ぼし、わたしを愛

し、わたしの戒めを守るものには、恵みを施して、

千代に至るであろう。

III

あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えて

はならない。主は、み名をみだりに唱えるものを、

罰しないでは置かないであろう。

IV

安息日を覚えて、これを聖とせよ。

六日のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。

七日目はあなたの神、主の安息であるから、なんの

わざをもしてはならない。あなたもあなたのむす

こ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなたの門

のうちにいる他国の人もそうである。主は六日のう

ちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造っ

て、七日目に休まれたからである。それで主は安息

日を祝福して聖とされた。

V

あなたの父と母を敬え。

これは、あなたの神、主が賜わる地で、あなたが長

く生きるためである。

VI

あなたは殺してはならない。

VII

あなたは姦淫してはならない。

VIII

あなたは盗んではならない。

IX

あなたは隣人について、偽証してはならない。

X

あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の

妻、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて隣人

のものをむさぼってはならない」。

十 戒
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た。

そして、神
かみさま

様の律
りっぽう

法は、そのことを教
おし

えているのです。はじめの四
よっ

つの戒
いまし

めは、
私
わたし

たちが、神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に従
したが

ってい
ることを、どうやって示

しめ

すかを教
おし

えていま
す。あとの六

むっ

つの戒
いまし

めは、私
わたし

たちが、他
ほか

の人
ひと

たちを自
じ ぶ ん じ し ん

分自身のように愛
あい

しているこ
とを、どうやって示

しめ

すかを教
おし

えています。

それでは、あなたは、私
わたし

たちが十
じっかい

戒を
正
ただ

しく理
り か い

解することは、大
たいせつ

切だと思
おも

います
か？ とても大

たいせつ

切ですね。十
じっかい

戒を正
ただ

しく理
り か い

解
し、戒

いまし

めに従
したが

えるように、イエス様
さま

に助
たす

け
ていただくことを選

えら

ぶとき、助
たす

けは必
かなら

ず与
あた

えられると、信
しん

じることができるようにな
るのです。

来
らいしゅう

週は、十
じっかい

戒が、心
こころ

をつくして神
かみさま

様を
愛
あい

し、他
ほか

の人
ひと

たちを自
じ ぶ ん じ し ん

分自身のように愛
あい

す
る手

て だ す

助けをしてくれることについての、学
まな

びを始
はじ

めます。

考
かんが

えてみよう：十
じっかい

戒に従
したが

うことによって、
サタンのすべての誘

ゆうわく

惑を止
と

められること
を、知

し

っていますか？ だからサタンは、私
わたし

たちに、十
じっかい

戒を理
り か い

解してほしくないのです。
シナイ山

ざん

で、モーセが神
かみさま

様とお話
はなし

をしに
行

い

ったとき、人
ひとびと

々のために、どうやって思
おも

いやりのある律
りっぽう

法を作
つく

るべきかを、神
かみさま

様は
ていねいに説

せつめい

明してくださいました。律
りっぽう

法
は、神

かみさま

様と他
ほか

の人
ひと

たちへの愛
あい

を、どうやっ
て示

しめ

すべきかを教
おし

えてくれるのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

 19 章
しょう

、20：1-20

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.350-355

★あがないの歴
れ き し

史 p.169-172
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二
に

頭
とう

の忠
ちゅうじつ

実なラバたちが死
し

んだの
で、ジェレミーは、家

か ぞ く
族と 農

のうじょう
場

の動
どうぶつ

物たちをやしなうために、作
さくもつ

物を育
そだ

て、お金
かね

をかせぐことができなくなりまし
た。町

まち
からの帰

かえ
り道

みち
、彼

かれ
は昔

むかし
からの友

とも
だ

ちであった、サムに会
あ

いました。サムは、
荷
に ば し ゃ

馬車の後
うし

ろに二
に と う

頭のラバを連
つ

れていま
した。サムは、ラバたちを買

か
うようジェレ

ミーにお願
ねが

いし、お金
かね

はあとで払
はら

えばい
いから、と言

い
いました。若

わか
くてりっぱなラ

バが手
て

に入
はい

ったので、ジェレミーはありが
たく思

おも
いましたが、ラバを買

か
ったお金

かね
を、

どうやって払
はら

ったらよいだろうかと考
かんが

えて
いました。

一
いっとう

頭のラバの背
せ な か

中
に乗

の

り、もう一
いっとう

頭のラ
バを引

ひ

きながら、ジェ
レミーは家

いえ

に向
む

かっ
ていました。もう少

すこ

し
で家

いえ

に着
つ

くところで、
変
か

わったものが道
みち

に止
と

まっているのを見
み

ま
した。それらは馬

ば し ゃ

車のようにも見
み

えました
が、引

ひ

いている馬
うま

はいません。道
みち

のまん
中
なか

の、大
おお

きなぬかるみにはまって、動
うご

け
なくなっていたのです。

近
ちか

づいていくと、自
じ ど う し ゃ

動車という乗
の

り物
もの

だ
とわかりました。自

じ ど う し ゃ

動車については、何
なに

かで読
よ

んだことがありましたが、じっさい

に見
み

るのは、これが初
はじ

めてでした。ここで
彼
かれ

が見
み

たのは、フォードのティー・モデル
と呼

よ

ばれている車
くるま

でした。

ラバたちも、はじめて自
じ ど う し ゃ

動車を見
み

たから
か、とても驚

おどろ

いていました。自
じ ど う し ゃ

動車の中
なか

にいた人
ひと

たちは、みな上
じょうひん

品な、お金
か ね も

持ち
の身

み

なりをしていました。ぬかるみに足
あし

を
突
つ

っ込
こ

みたくなかったので、だれも外
そと

に出
で

てこようとはしません。

先
せんとう

頭の自
じ ど う し ゃ

動車を運
うんてん

転していた人
ひと

が、ジェ
レミーに話

はな

しかけました。「ご主
しゅじん

人、りっ
ぱで丈

じょうぶ

夫そうなラバをお持
も

ちですね。見
み

てお分
わ

かりのように、私
わたし

たちは困
こま

っていま
す。自

じ ど う し ゃ

動車を、ぬかるみから抜
ぬ

け出
だ

させ
ることができないので
す。ご主

しゅじん

人のラバた
ちに、自

じ ど う し ゃ

動車を引
ひ

っ
ぱってもらえないで
しょうか？ 」

　ジェレミーはにこ
にこしながら、「いい

ですよ」と答
こた

えました。

ジェレミーは、すぐにラバからとびおり
て、ぬかるみに入

はい

っていきました。まず、
先
せんとう

頭の車
くるま

にロープをくくりつけると、ラバ
たちは、かんたんに引

ひ

っぱり出
だ

すことがで
きました。それからまた、ぬかるみにも
どって、次

つぎ

の車
くるま

も同
おな

じようにして引
ひ

っぱり
出
だ

しました。それからまた、同
おな

じように、

お話
はな

しひろば 

ジェレミーのラバたち―パート 3
イヴォンヌ・ダースト
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三
さ ん だ い め

台目の車
くるま

も引
ひ

っぱり出
だ

すこと
ができました。

その時
とき

までには、ジェレミー
もラバたちも、どろだらけ
になっていました。でも、
自
じ ど う し ゃ

動車に乗
の

っている人
ひと

たちを
助
たす

けることができた喜
よろこ

びで、そ
んなことはまったく気

き

になりませ
んでした。うちに帰

かえ

れば、どろは、
きれいに洗

あら

いおとすことができますから。
自
じ ど う し ゃ

動車に乗
の

っていた人
ひと

たちは、ジェレ
ミーにとても感

かんしゃ

謝しました。全
ぜんいん

員、自
じ ど う し ゃ

動車
からおりてきて、ジェレミーに「ありがとう
ございました」と言

い

って、一
ひ と り

人ひとりが、
彼
かれ

に一
いち

ドルずつ手
て わ た

渡しました。そのころは、
一
いち

ドルといっても、かなりのお金
かね

でした。
自
じ ど う し ゃ

動車に乗
の

っていた人
ひと

は、全
ぜ ん ぶ

部で十
じゅうにん

人い
ました。つまりジェレミーは、なんとその
日
ひ

に、十
じゅう

ドルもの大
たいきん

金を手
て

に入
い

れたので
した。

やがて三
さんだい

台の自
じ ど う し ゃ

動車は、さわがしいエ
ンジン音

おん

をあげながら、十
じゅうにん

人の人
ひと

たちを
乗
の

せて去
さ

っていきました。

ジェレミーは、その日
ひ

イエス様
さま

が、彼
かれ

を町
まち

に行
い

かせたわけがよく分
わ

かりました。

うちに戻
もど

ってから、その日
ひ

に起
お

こったこ
とを、家

か ぞ く

族の人
ひと

たちにひとつ残
のこ

らず話
はな

しま
した。その日

ひ

の夜
よる

、ジェレミーは家
か ぞ く

族の
人
ひと

たちとともに、感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげまし
た。若

わか

くて丈
じょうぶ

夫な二
に と う

頭のラバが与
あた

えられ
たこと、道

みち

に大
おお

きなぬかるみを作
つく

った雨
あめ

を降
ふ

らせてくださったことを、イエス様
さま

に
感
かんしゃ

謝しました。その雨
あめ

のおかげで、ラバ
たちの代

だいきん

金として支
し は ら

払うべき、十
じゅう

ドルとい

うお金
かね

までも与
あた

えられたのです
から。
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日
に ち よ う び

曜日

先
せ ん

週
しゅう

、私
わたし

たちは、愛
あい

の神
かみさま

様につい
て学

まな
びました。愛

あい
は神

かみさま
様の性

せいしつ
質

そのものであり、神
かみさま

様の律
りっぽう

法は愛
あい

すること
を教

おし
えており、それは私

わたし
たちがサタンのよ

うではなく、神
かみさま

様のようになることを選
えら

べ
るようになるためであることも学

まな
びました。

最
さいしょ

初の四
よっ

つの戒
いまし

めは、神
かみさま

様をどのよ
うに愛

あい

するかを教
おし

えています。残
のこ

りの六
むっ

つの戒
いまし

めは、人
ひと

と人
ひと

とが互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う
方
ほうほう

法を教
おし

えています。

心
こころ

から神
かみさま

様を愛
あい

し、また人
ひと

が互
たが

いに愛
あい

し合
あ

うならば、本
ほんとう

当の幸
しあわ

せを手
て

に入
い

れるこ
とができます。

罪
つみ

が入
はい

ってくる前
まえ

、天
てんごく

国では、みんな
が自

し ぜ ん

然に神
かみさま

様を愛
あい

し、たがいに愛
あい

し合
あ

っ
ていたので、天

て ん し

使たちはとても幸
こうふく

福
でした。愛

あい

することは、息
いき

をするのと
同
おな

じように自
し ぜ ん

然なことでした。息
いき

をす
るときに、いちいちその事

こと

を考
かんが

える
必
ひつよう

要はありませんね。それは自
し ぜ ん

然に
できることです。天

て ん し

使たちは、そのよ
うに、自

し ぜ ん

然に愛
あい

することができました。

罪
つみ

が入
はい

ってくる前
まえ

の、エデンの園
その

でも、それは同
おな

じでした。アダムと
エバは、自

し ぜ ん

然に神
かみさま

様とお互
たが

いを愛
あい

し
ていました。神

かみさま

様とお互
たが

いを愛
あい

さな
いということなどは、考

かんが

えもしません
でした。もちろん彼

かれ

らも、とても幸
こうふく

福
でした。

神
かみさま

様を愛
あい

する
あいあい

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたは、あなたの神
かみ

、主
しゅ

の名
な

を、

みだりに唱
とな

えてはならない」。

―出
しゅつ

エジプト記
き

20 章
しょう

7 節
せつ

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句

I

あなたはわたしのほかに、

なにものをも神としてはならない。

II

あなたは自分のために、刻んだ像を造ってはならな

い。上は天にあるもの、下は地にあるもの、また地

の下の水のなかにあるものの、どんな形をも造って

はならない。それにひれ伏してはならない。それ

に仕えてはならない。あなたの神、主であるわたし

は、ねたむ神であるから、わたしを憎むものは、父

の罪を子に報いて、三、四代に及ぼし、わたしを愛

し、わたしの戒めを守るものには、恵みを施して、

千代に至るであろう。

III

あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えて

はならない。主は、み名をみだりに唱えるものを、

罰しないでは置かないであろう。

IV

安息日を覚えて、これを聖とせよ。

六日のあいだ働いてあなたのすべてのわざをせよ。

七日目はあなたの神、主の安息であるから、なんの

わざをもしてはならない。あなたもあなたのむす

こ、娘、しもべ、はしため、家畜、またあなたの門

のうちにいる他国の人もそうである。主は六日のう

ちに、天と地と海と、その中のすべてのものを造っ

て、七日目に休まれたからである。それで主は安息

日を祝福して聖とされた。

V

あなたの父と母を敬え。

これは、あなたの神、主が賜わる地で、あなたが長

く生きるためである。

VI

あなたは殺してはならない。

VII

あなたは姦淫してはならない。

VIII

あなたは盗んではならない。

IX

あなたは隣人について、偽証してはならない。

X

あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の

妻、しもべ、はしため、牛、ろば、またすべて隣人

のものをむさぼってはならない」。

十 戒
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ところが罪
つみ

が入
はい

ってきてからは、すべて
が変

か

わってしまいました。神
かみさま

様とお互
たが

いを
愛
あい

することが、自
し ぜ ん

然にはできなくなってし
まいました。反

はんたい

対に、私
わたし

たちはサタンのよ
うに、自

じ ぶ ん

分のことしか考
かんが

えないようになっ
てしまいました。わがままな人

ひと

は決
けっ

して幸
しあわ

せになれないことを神
かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知なので、
そのような人

にんげん

間の状
じょうたい

態を、とても悲
かな

しんで
おられるのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の十
じっかい

戒を私
わたし

たちが
知

し

って、理
り か い

解することは、大
たいせつ

切なことです
か？ では、今

いま

すぐにでも覚
おぼ

えはじめましょ
う。神

かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めれば、必
かなら

ず助
たす

けは
与
あた

えられると、神
かみさま

様は約
やくそく

束してくださいま
した。

月
げ つ よ う び

曜日

神
か み

の民
たみ

である、イスラエルの人
ひと

たち
は、シナイ山

ざん
のふもとでキャンプ

をしていました。そしてそこでは、とても
大
たいせつ

切な集
あつ

まりが持
も

たれていました。

父
ちち

なる神
かみさま

様とみ子
こ

キリストも、山
やま

に来
き

て
おられました。彼

かれ

らの栄
えいこう

光は、ぶあつい、
黒
くろ

い雲
くも

におおわれていました。そうしない
と、人

ひとびと

々は神
かみさま

様の栄
えいこう

光に耐
た

えることがで
きなくて、死

し

んでしまうのでした。

聖
せいれい

霊の神
かみさま

様も、そこにおられて、集
あつ

まっ
ている人

ひとびと

々の心
こころ

に、語
かた

りかけておられまし
た。

それは、そこにいた人
ひとびと

々が決
けっ

して忘
わす

れ
ることのないような、とてもおごそか〔重

おもおも

々
しいさま〕で、大

たいせつ

切な集
あつ

まりでした。

イスラエル人
びと

は、長
なが

い間
あいだ

エジプトの人
ひとびと

々
といっしょに暮

く

らしていたので、偶
ぐうぞう

像の
神
かみがみ

々に慣
な

れてしまっていました。これらの
神
かみがみ

々は無
むりょく

力で役
やく

に立
た

たないものでしたが、
エジプト人

びと

たちは、偶
ぐうぞう

像の神
かみがみ

々に力
ちから

があ
ると考

かんが

えていて、イスラエル人
びと

の多
おお

くも、
エジプトの神

かみがみ

々を礼
れいはい

拝するようになってい
たのでした。

そこで神
かみさま

様は、彼
かれ

らのまちがいを示
しめ

そう
としておられました。エジプトを出

で

てから、
イスラエルの人

ひと

たちは本
ほんとう

当の神
かみさま

様を礼
れいはい

拝
するようになり、神

かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

うこと
を約

やくそく

束していましたが、じっさいは、ま
だ神

かみさま

様のことを何
なに

も分
わ

かっていませんでし
た。神

かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分がどのようなお方
かた

で
あるかを、示

しめ

そうとしておられました。

もしも彼
かれ

らが、十
じっかい

戒を本
ほんとう

当に理
り か い

解し従
したが

っ
ていたならば、イスラエルの人

ひと

たちは
神
かみさま

様を知
し

って、神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、神
かみさま

様を愛
あい

することができたはずでした。そして神
かみさま

様
は、彼

かれ

らとかわしたすべての約
やくそく

束を、果
は

たすことがおできになったはずでした。

びと なが あいだ ひとびと



104

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がどのようなお方
かた

か
を、私

わたし

たちも知
し

る必
ひつよう

要がありますか？ 聖
せいしょ

書
を勉

べんきょう

強しているあなたは、今
いま

それをして
いるのです。詩

しへ ん

篇 119 篇
へん

9 節
せつ

から11 節
せつ

を読
よ

んでください。十
じっかい

戒を学
まな

び始
はじ

めました
か？ それらの戒

いまし

めを、心
こころ

にたくわえていま
すか？ 

火
か よ う び

曜日

たとえ、天
てんごく

国で百
ひゃくまんねん

万年くらした後
あと

で
も、神

かみさま
様のすばらしい律

りっぽう
法につい

て、もっと学
まな

び続
つづ

けることでしょう。その
一
いっぽう

方で神
かみさま

様は、子
こ ど も

供たちでも学
まな

んで従
したが

う
ことができるように、ご自

じぶん
分の律

りっぽう
法をとて

も分
わ

かりやすくしてくださいました。

神
かみさま

様が十
じっかい

戒を語
かた

っている間
あいだ

、イスラエ
ルの人

ひと

たちは、恐
おそ

れおののきながら聞
き

い
ていました。もういちど、彼

かれ

らが何
なん

と言
い

っ
たか読

よ

んでください。出
しゅつ

エジプト20：19。

次
つぎ

に、もういちど 20 節
せつ

も読
よ

んでくださ
い。人

ひとびと

々がご自
じ ぶ ん

分を怖
こわ

がることを、神
かみさま

様
は望

のぞ

んでおられないと、モーセは説
せつめい

明しま
した。確

たし

かに、神
かみさま

様はご自
じ ぶ ん

分がどれほど
清
きよ

くて力
ちからづよ

強い方
かた

であるかを、知
し

ってほしい
と思

おも

われました。でも、神
かみさま

様はそれ以
いじょう

上に、
人
ひとびと

々がご自
じ ぶ ん

分を愛
あい

し、信
しんらい

頼してほしいと望
のぞ

まれたのでした。

神
かみさま

様は私
わたし

たちに、戒
いまし

めの一
ひと

つひとつを
約
やくそく

束としてとらえることを望
のぞ

んでおられま
す。神

かみさま

様に従
したが

うことを選
えら

ぶなら、私
わたし

たちは、
サタンの攻

こうげき

撃から守
まも

られるのです。

罪
つみ

を犯
おか

して以
い ら い

来、私
わたし

たち人
じんるい

類は、自
じ ぶ ん

分
の力

ちから

で神
かみさま

様に従
したが

うことができなくなってい

ます。なぜなら私
わたし

たちは、サタンに従
したが

い
たい性

せいしつ

質をもって生
う

まれてきたからです。
しかしサタンは、私

わたし

たちを何
なに

がなんでも
自
じ ぶ ん

分に従
したが

わせることはできません。私
わたし

たち
がイエス様

さま

を選
えら

ぶとき、かならず助
たす

けを
与
あた

えると、神
かみさま

様は約
やくそく

束してくださいました。
そして神

かみさま

様は、かならず約
やくそく

束を守
まも

るお方
かた

です。神
かみさま

様の律
りっぽう

法が強
きょうりょく

力な壁
かべ

のようになっ
て、私

わたし

たちをサタンから守
まも

ってくれるので
す。

コリント人
びと

への第
だいいち

一の手
てが み

紙 10 章
しょう

13 節
せつ

を読
よ

んでください。それが、どれほどす
ばらしい約

やくそく

束であるか、考
かんが

えてみてくださ
い。サタンがどんなに激

はげ

しく誘
ゆうわく

惑してきて
も、神

かみさま

様はいつでも私
わたし

たちを助
たす

けてくださ
います。サタンに従

したが

う必
ひつよう

要はないのです。
神
かみさま

様の律
りっぽう

法という壁
かべ

の内
うち

がわは、つねに
安
あんぜん

全なのですから。ローマ人
びと

への手
てが み

紙８

章
しょう

37 節
せつ

を読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：天
てんごく

国で、サタンは神
かみさま

様に
ついてうそを言

い

いふらし、自
じ ぶ ん

分たちは神
かみさま

様

Darrel Tank
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にも、また神
かみさま

様の規
き そ く

則にも従
したが

う必
ひつよう

要はない
と言

い

いはりました。彼
かれ

は今
いま

でも、同
おな

じうそ
を言

い

いふらしています。私
わたし

たちは、サタン
のうそを信

しん

じることを選
えら

ぶか、神
かみさま

様に信
しんらい

頼
することを選

えら

ぶかのどちらかしかないこと
を、聖

せいしょ

書は教
おし

えています。

水
す い よ う び

曜日

今
き ょ

日
う

は、十
じっかい

戒についてさらに深
ふか

く学
まな

んでみましょう。まず、最
さいしょ

初の 戒
いまし

めを読
よ

んでください。出
しゅつ
エジプト20：３。

次
つぎ

に、それを覚
おぼ

えて言
い

ってみましょう。

他
ほか

の何
なに

かを神
かみ

とするとは、一
いったい

体どうい
うことでしょう？ 実

じつ

は、何
なん

であっても、神
かみ

となり得
え

るのです。何
なん

であっても、または
〔自

じ ぶ ん

分をふくむ〕誰
だれ

であっても、私
わたし

たちに
とって神

かみさま

様よりも大
たいせつ

切になるなら、それは
別
べつ

の神
かみ

となるのです。

つまり第
だいいち

一の戒
いまし

めは、「神
かみさま

様をもっとも
大
たいせつ

切なものとしなさい」と言
い

っています。
なぜでしょうか？ 考

かんが

えてみましょう。

私
わたし

たちの心
しんぞう

臓をたえず動
うご

かし、体
からだ

を
生
い

かしているのは誰
だれ

ですか？ 日
にっこう

光と雨
あめ

と空
く う き

気を与
あた

えて、私
わたし

たちの食
た

べ物
もの

となる
植
しょくぶつ

物を育
そだ

てておられるのは誰
だれ

ですか？ 
昼
ひる

も夜
よる

も、私
わたし

たちを見
み ま も

守っておられるのは
誰
だれ

ですか？ 私
わたし

たちの心
こころ

に語
かた

りかけて、サ
タンの言

い

うことを聞
き

かないように注
ちゅうい

意して
くださるのは誰

だれ

ですか？ 人
にんげん

間となることを
選
えら

んで天
てん

からやって来
こ

られ、私
わたし

たちがサ
タンの奴

ど れ い

隷となったまま滅
ほろ

びないために、
死
し

んでくださったのは誰
だれ

ですか？ 天
てんごく

国で、
私
わたし

たちのためにすばらしい住
す

まいを用
よ う い

意

し、間
ま

もなく迎
むか

えに来
こ

られるのは誰
だれ

です
か？ 父

ちち

なる神
かみさま

様と、み子
こ

イエス・キリスト、
そして聖

せいれい

霊の神
かみさま

様です。神
かみさま

様が、すべて
の疑

ぎ も ん

問に対
たい

する答
こた

えです。そして私
わたし

たち
は、それぞれの神

かみさま

様を、たえず必
ひつよう

要とし
ているのです。

神
かみさま

様が他
ほか

の何
なに

ものよりも、また他
ほか

の誰
だれ

よりも大
たいせつ

切であるという理
り ゆ う

由は、数
かぞ

えあげ
たらきりがありません。使

しとぎょうでん

徒行伝 17章
しょう

の

28 節
せつ

を読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：どうかすると、どんなもの
でも神

かみ

になってしまいます。例
たと

えば、私
わたし

た
ちは、毎

まいにち

日あるていどの時
じ か ん

間をとって神
かみさま

様
に話

はな

しかけ、み声
こえ

を聞
き

き、聖
せいしょ

書を読
よ

んで
神
かみさま

様について学
まな

ぶよりも、他
ほか

の何
なに

かをもっ
と大

たいせつ

切にしてしまうことはないでしょうか？ 
ただ友

とも

だちに会
あ

うために、教
きょうかい

会へ行
い

くこと
はないでしょうか？ 他

ほか

にも、神
かみ

となり得
え

る
ものはないでしょうか？ テレビやビデオ、
音
おんがく

楽やスポーツ、衣
い ふ く

服などはどうでしょう
か？ ピリピ人

びと

への手
て が み

紙３章
しょう

の19 節
せつ

を読
よ

んでください。まちがった食
た

べ方
かた

が、神
かみ

に
なってしまうことがあると、考

かんが

えたことはあ
りますか？ 神

かみさま

様を喜
よろこ

ばせることよりも、他
ほか

の何
なに

かを大
たいせつ

切にすることがないように、今
いま

すぐ神
かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めましょう。神
かみさま

様はあ
なたをとても愛

あい

しておられ、あなたが本
ほんとう

当
に幸

しあわ

せでいられるように、いつでも神
かみさま

様
を第

だいいち

一にしてほしいと望
のぞ

んでおられるので
す。
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木
も く よ う び

曜日

第
だ い に

二の戒
いまし

めを読
よ

んでください。出
しゅつ

エ

ジプト20：４－６。この戒
いまし

めは、多
おお

くの
異
い き ょ う と

教徒たちのように、偶
ぐうぞう

像を作
つく

って拝
おが

むこ
とを特

とく

に禁
きん

じています。

偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝がもたらす一
ひと

つの大
おお

きな問
もんだい

題
は、偶

ぐうぞう

像は決
けっ

して、ほんとうの神
かみさま

様がど
のようなお方

かた

であるかを正
ただ

しく教
おし

えること
ができない、という点

てん

です。ですから、
偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む人
ひと

たちは、かならずと言
い

って
いいほど、神

かみさま

様についてまちがった考
かんが

え
を持

も

っています。

異
い き ょ う と

教徒たちは、自
じ ぶ ん

分たちの偶
ぐうぞう

像を恐
おそ

れ
ています。そこで、ささげものによって、
偶
ぐうぞう

像の神
かみ

を怒
おこ

らせないようにできると考
かんが

え
ます。彼

かれ

らを愛
あい

しておられる本
ほんとう

当の神
かみさま

様の
ことを、彼

かれ

らは知
し

らないのです。

第
だ い に

二の戒
いまし

めは、神
かみさま

様のことを、「ねた
む神

かみ

」であるとも言
い

っています。どうして、
ねたむ神

かみ

なのでしょう？ 「ねたむ」という
言
こ と ば

葉には、よい意
い み

味と悪
わる

い意
い み

味がありま
す。神

かみさま

様のねたみとい
うのは、私

わたし

たちを傷
きず

つ
けるものが何

なん

であれ、
それから私

わたし

たちを守
まも

り
たいという、神

かみさま

様の強
つよ

い願
がんぼう

望〔願
ねが

い望
のぞ

むこと〕
のことなのです。

たいてい、偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む人
ひと

は、親
おや

たちからそ
の悪

わる

いならわしを受
う

け
つぎます。サタンのう

そを信
しん

じることにしたために、神
かみ

の家
か ぞ く

族か
ら離

はな

れていったノアの子
こ ど も

供たちがいたこと
を、覚

おぼ

えていますか？ 彼
かれ

らは偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む
ようになり、神

かみさま

様を忘
わす

れてしまいました。
そして、彼

かれ

らの子
こ ど も

供たちも、偶
ぐうぞう

像を拝
おが

む
者
もの

となりました。

神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼して従
したが

う親
おや

の
子
こ ど も

供たちは、たいてい、同
おな

じように神
かみさま

様
に従

したが

うようになります。彼
かれ

らが親
おや

になると
き、自

じ ぶ ん

分の子
こ ど も

供たちにも神
かみさま

様を愛
あい

するよ
うに教

おし

えるのです。神
かみさま

様は、そのような
家
か ぞ く

族をお喜
よろこ

びになり、大
おお

いに祝
しゅくふく

福してくだ
さいます。

セムの子
こ ど も

供たちは、神
かみさま

様を信
しん

じ礼
れいはい

拝す
ることを選

えら

びました。アブラハム、イサク、
ヤコブは、セムの家

か ぞ く

族でした。彼
かれ

らは、
自
じ ぶ ん

分の子
こ ど も

供たちにも、唯
ゆいいつ

一〔ただひとつ〕
のまこと〔本

ほんとう

当〕の神
かみさま

様を愛
あい

し、礼
れいはい

拝す
るように教

おし

えたのでした。

しかし、ヤコブの家
か ぞ く

族は、長
なが

い間
あいだ

エジ
プトに住

す

んでいるうちに、多
おお

くの者
もの

たちが
神
かみさま

様を忘
わす

れていきました。そこで神
かみさま

様は、
彼
かれ

らにふたたびご自
じ し ん

身をあらわし、ご自
じ ぶ ん

分
を信

しんらい

頼するように彼
かれ

らを導
みちび

こうと、でき
るだけのことをしておられたのでした。

考
かんが

えてみよう：偶
ぐうぞう

像は、神
かみさま

様がどのよ
うなお方

かた

であるかについて、人
ひとびと

々にまち
がった考

かんが

えを与
あた

えます。しかし、手
て

で作
つく

られた偶
ぐうぞう

像を拝
おが

まない人
ひと

でも、神
かみさま

様に
ついてまちがった考

かんが

えを抱
いだ

くことによっ
て、第

だ い に

二の戒
いまし

めを破
やぶ

るということがある
でしょうか？ 神

かみさま

様について、多
おお

くのまち
がった考

かんが

えを持
も

っている人
ひと

は、少
すく

なくあ
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りません。神
かみさま

様なんかいない、と言
い

う人
ひと

も
います。神

かみさま

様は無
む じ ひ

慈悲な〔思
おも

いやり、あ
われみの心

こころ

がない〕方
かた

だと考
かんが

えている人
ひと

も
います。神

かみさま

様は決
けっ

して罪
つみ

を罰
ばっ

しないと思
おも

っ
ている人

ひと

もいます。聖
せいしょ

書を読
よ

むことによっ
て、神

かみさま

様がどういうお方
かた

であるかを、もっ
ともよく知

し

ることができます。

金
き ん よ う び

曜日

第
だいさん

三の戒
いまし

めを読
よ

んでくださ
い。出

しゅつ

エジプト20：７。次
つぎ

に、
それを覚

おぼ

えて言
い

ってみましょ
う。

「 み だりに 」と は、どう
いう意

い み

味でしょう？ それは、
「無

む い み

意味に」とか「むだに」ということで
す。砂

すなはま

浜で、苦
く し ん

心してりっぱな砂
すな

のお城
しろ

を作
つく

ったとします。すると突
とつぜん

然、大
おお

きな波
なみ

がやってきてお城
しろ

をこわしてしまったら、
あなたは何

なん

と言
い

いますか？ 「すべての苦
く ろ う

労
がむだになってしまった」と言

い

うかもしれ
ませんね。

神
かみさま

様は私
わたし

たちに、み名
な

〔主
しゅ

の名
な

〕を
注
ちゅういぶか

意深く、うやうやしく唱
とな

える〔声
こえ

に出
だ

し
て言

い

う、呼
よ

ぶ〕ように求
もと

めておられます。
決
けっ

して軽
かるがる

々しく、意
い み

味もなく、むだに唱
とな

え
てはいけないのです。

クリスチャンという言
こ と ば

葉は、キリストか
ら来

き

ています。神
かみ

のみ子
こ

であり、ご自
じ し ん

身
も神

かみ

であられるキリストを信
しん

じて拝
おが

む人
ひと

の
ことです。真

まこと

のクリスチャンは聖
せいしょ

書を信
しん

じ、神
かみさま

様を愛
あい

して信
しんらい

頼し、神
かみさま

様に従
したが

いま
す。けれども、もしも神

かみさま

様を愛
あい

して信
しんらい

頼す

ることなく、神
かみさま

様に従
したが

わないクリスチャン
がいたとしたら、その人

ひと

は、キリストのみ
名
な

をみだりに唱
とな

えていることにならないで
しょうか？ ルカによる福

ふくいんしょ

音書６章
しょう

の 46 節
せつ

から49節
せつ

を読
よ

んでください。クリスチャン
と名

な の

乗っていながら、キリストに従
したが

わない
人
ひと

たちについて、イエス様
さま

は何
なん

と言
い

われ
ましたか？ 彼

かれ

らは、砂
すな

のお城
しろ

を
建
た

てている人
ひと

たちであると言
い

え
ないでしょうか？ 

考
かんが

えてみよう：悪
わる

い 愚
おろ

か な
言
こ と ば

葉でも、いつも聞
き

いていたら
慣

な

れてしまって、いつの間
ま

にか
自
じ ぶ ん

分もそれを使
つか

っていた、という
ことはないでしょうか？ この戒

いまし

め
は、ほとんどの人

ひと

が思
おも

っているよりも、もっ
と重

じゅうよう

要なものではないでしょうか？ この戒
いまし

めは、私
わたし

たちの優
やさ

しい愛
あい

の神
かみさま

様、聖
せい

なる
神
かみさま

様を、もっと愛
あい

して敬
うやま

う手
て だ す

助けをしてく
れるものではないでしょうか？ 

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★出

しゅつ

エジプト記
き

20 章
しょう

1-7 節
せつ

★人
じんるい

類のあけぼの上
じょうかん

巻 p.355-357

★あがないの歴
れ き し

史 p.174

Darrel Tank



108

フレディーの両
りょうしん

親は、南
みなみ

アメリカ
で、 宣

せんきょうし
教 師〔 外

がいこく
国 に 送

おく
られる

伝
でんどうしゃ

道者〕として働
はたら

いていました。彼
かれ

らはし
ばしば、伝

でんどうよう
道用のボートに乗

の
って、アマゾ

ン川
がわりゅういき

流域をたずねまわりました。ボートに
は、寝

ね と
泊まりのできる船

せんしつ
室がありました。

時
とき

にはフレディーも、両
りょうしん

親の伝
でんどうりょこう

道旅行
について行

い

くことがありました。彼
かれ

にとっ
て、 ボ ー ト に
乗
の

って 行
い

ける
伝
でんどうりょこう

道旅行は、と
ても楽

たの

しいもの
でした。川

か わ ぞ

沿い
の村

むら

にボートを
とめると、お母

かあ

さんがまず、近
ちか

くにワニや大
おお

き
なヘビがいない
か調

しら

べます。危
き け ん

険な動
どうぶつ

物がいなければ、
フレディーは、川

かわ

で泳
およ

ぐ練
れんしゅう

習をすることが
できました。

フレディーは、アマゾンの村
むらむら

々で出
で あ

会っ
た、肌

はだ

の色
いろ

が黒
くろ

い子
こ ど も

供たちと遊
あそ

ぶのが
大
だ い す

好きでした。いつも強
つよ

い太
たいよう

陽の光
ひかり

を浴
あ

びながら遊
あそ

んでいたので、フレディーの
皮
ひ ふ

膚も、アマゾンのお友
とも

だちと同
おな

じくらい
黒
くろ

くなっていきました。

フレディーはいつも、これらのお友
とも

だ
ちを、夕

ゆうがた

方、彼
かれ

のお父
とう

さんが開
ひら

いている

集
しゅうかい

会に招
しょうたい

待しました。「みんなで歌
うた

をうたっ
たり、スライドショーを見

み

たり、楽
たの

しいお
話
はなし

もあるよ。ぜひ来
き

てね」と言
い

って誘
さそ

う
のでした。すると、誘

さそ

われたお友
とも

だちは、
両
りょうしん

親と親
しんせき

戚の人
ひと

たちを引
ひ

きつれてやって
きます。

ある村
むら

で、おひるねの後
あと

、はじめはお
だやかに吹

ふ

いていた風
かぜ

が、急
きゅう

に強
つよ

くなり、
ど ん ど ん
ひどくなっ
て い き ま
し た。 お
父
とう

さん は、
川
かわぎし

岸にとめ
てあるボー
ト が ひ っ
くり返

かえ

って
こわれない

か、心
しんぱい

配していました。彼
かれ

はボートに飛
と

び乗
の

り、エンジンをかけると、「あそこの
古
ふる

い大
おお

きな木
き

にロープを結
むす

びつけよう」
と言

い

いました。「これは、大
たいへん

変なあらしに
なるぞ」。

お父
とう

さんは何
なん

とか、ボートの前
まえ

の部
ぶ ぶ ん

分
を木

き

にくくりつけました。間
ま

もなく、小
ちい

さ
なボートは、川

かわぎし

岸にたたきつける大
おおなみ

波に、
木
き

の葉
は

のようにもまれていました。あんま
り激

はげ

しく揺
ゆ

れるので、お母
かあ

さんは気
き ぶ ん

分が
悪
わる

くなり、寝
ね

こんでしまいました。お父
とう

さ

お話
はな

しひろば 

あらしの中
なか

で祈
い の

るフレディー
エイミー・シェラード
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んは、ボートの後
うし

ろのほうに行
い

き、長
なが

い
ぼうを使

つか

って、船
ふね

が岸
きし

にたたきつけられな
いようにしていました。風

かぜ

のものすごいう
なり声

ごえ

を聞
き

き、また波
なみ

がますます高
たか

くなる
のを見

み

て、フレディーはとても怖
こわ

くなりま
した。三

さんにん

人は、ボートもろとも波
なみ

にのまれ
てしまいそうでした。

お父
とう

さんが、ボートと自
じ ぶ ん

分たちの命
いのち

を守
まも

ろうと、けんめいにがんばっているときに、
何
なに

かこれまでとは違
ちが

う音
おと

が聞
き

こえてきまし
た。風

かぜ

や波
なみ

の音
おと

ではありません。それは、
フレディーが祈

いの

っている声
こえ

でした。「イエ
ス様

さま

、どうか、風
かぜ

がやむようにしてください。
お母

かあ

さんが、元
げ ん き

気になれるように、助
たす

け
てください。ボートを守

まも

っているお父
とう

さん
を助

たす

けてください。また、ぼくが泣
な

かない
ように助

たす

けてください。みんなが守
まも

られて、
今
き ょ う

日も、友
とも

だちと約
やくそく

束したように、夕
ゆうがた

方の
集
しゅうかい

会ができるように導
みちび

いてください。イエ
ス様

さま

のみ名
な

によって、お祈
いの

りします。アー
メン」。

それから、「もう大
だいじょうぶ

丈夫だよ」と、彼
かれ

は
お母

かあ

さんに言
い

いました。「イエス様
さま

は、す
べてご存

ぞん

じだから」。

間
ま

もなくして、イエス様
さま

は、フレディー
のお祈

いの

りに答
こた

えてくださいました。風
かぜ

と波
なみ

が静
しず

まったのです。あらしは、二
に じ か ん

時間で
やみました。川

かわ

は、もとどおり静
しず

かになり
ました。お母

かあ

さんも元
げ ん き

気になりました。ボー
トも無

ぶ じ

事でした。お父
とう

さんはロープをほど
いて、ボートをもとの場

ば し ょ

所に戻
もど

しました。

その日
ひ

の夕
ゆうがた

方、フレディーは、 数
すうにん

人
の 肌

はだ

の 色
いろ

が 黒
くろ

い 友
とも

だちといっしょに、
一
いちばんまえ

番前の席
せき

にすわっていました。集
あつ

まっ

た人
ひと

たちみんなで、お母
かあ

さんのひくオル
ガンに合

あ

わせて歌
うた

いました。お父
とう

さんは、
スライドを見

み

せてから、おもしろい聖
せいしょ

書の
お話

はなし

をしてくれました。フレディーは、お
友
とも

だちとの約
やくそく

束を、守
まも

ることができたので
す。




